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鼻1. 地域教育計画の作成
1.1. 地域教育計画の意味とその必要
1.1.1. 教育の社会的意義
「教育は社会生活を向上発展させるために寄与貢献しようとして営まれる社
会の一機能であるこ主は，伺人もこれを認めているところであるが，それはあ
くまでも社会を形成する人間の人格形成をとおしてなされる社会生活の府上発
展に対しての寄与貢献であるべきである。社会の姿は人聞の生き方を具現して
いるが，教育はよりよい社会を形成するため，人聞のひとりひ色りに文化を駆佼
し創造する生活力を身につけさせるところに，その本質的な意味があるoJ'一一
これは研究紀要第八集「教育課題設定のための地域社会調査の研究Jの官頭に
書いた文であるが，これは教育に対するわれわれの基本的な考え方を，;>;f直に
述べたものであり，本研究紀要第十一集においても，この考え方が全体を貰い
ている。
政治が社会の現笑的な勤きそのものに，より多く積極的に働くのに対して，
教育は社会を形成し社会の1lVJきの原動力となる人聞の側に，その焦点を向けて
いることは，多少の異論はあるにせよ，多くの人々によって肯定されているこ
とである。しかも，教育はこの人間形成の作用において，単に社会の伝承的・
継続的作用の機能としてのみ解されるべきでなく，その中には一歩進んで社会
を進歩改著していく創造的 ・生産的作用としての積極菌のあるこどを自覚し怠
ければならない。言いかえれば，過去から現在を経て未来に発展する動的な歴
史的過程主しての社会を認識して，よりよい未来の建設に向って前進的に物の
考え方や生活の内容を組織化する営みとして，教育を自覚することが必要であ
る。とのように教育を自覚する時，、教育のもつ社会的意義は屈めて重大で，現
代社会の発展のための有力な使命を教育に見出さないわけにいかない。
ところで，ここに一つの反問が予想される。すなわち 「教育はなるほど人間
形成に焦点を据えるというが，それはよりよい社会の形成のため，言えかえれ
ば，現代社会の発展のために必要な人間形成と解してよいか。もしそうならば
人間形成、は社会発展の手段となり，とれは必然的に社会が人聞に優先し，政治
が教育に優先することにならないか」という民間である。これは教育の目的に
h 関する学者の論争につながり，さらに地域教育は目的か方渋かの論争に関係す
る重大な問題であり，いろいろの論議のあるところである。われわれは，今こ
の論争の一々について述べたり，この中に巻きこまれる余裕はない。
ただ，この反問に対してわれわれの考えだけは，明らかにしておく必要があ
る。たしかに，われわれは人間形成をとおしてなされる 「社会生活の向上発
展」に教育を焦点づけ，よりよい現代社会の発展のための使命を教育?と見出し
たと論じた。しかし，われわれはそれでもなおかつ教育は人間の形成が目的で
あると自覚し，それが社会発展の手段でおるとしては考えないのである。それ
は「われわれはs 教育で念願するものは，“その人の幸福月ということであ時
と究極的に考えてし、る。人聞の一人一人が幸福を獲得できるように，また自分
で幸福を生み出していけるように，その人たちの幸福実現への力を伸ばしてや
るのが教育であると考えている。ただし，その人は絶対に社会から孤立した個
人であり得ない。その人は社会を形成している一員であり，社会内存在である
ことは否定できない事実であろう。この事笑をみとめるならば，その人の幸福
というととが社会と関係なしに存在するこ之は考えられない。 Aも幸福であ
り， Bも幸福， cもDも・・・・みんなが幸福であるように教育は願っている。そ
してA，B， C， D...みんなが形成する社会は，みんなが幸福であることに
よって，幸福な人間らしい生活のでさる社会となり得る。従って人聞が幸福で
あるために，自分らが形成し生活している社会が更に一歩自分らの幸福実現の
だめに発展することが必要となってくる。」と考えているからである。すなわ
ち社会のよりよい発展ということは，同時に社会内存在としての人聞の幸福実
現ということを予想している。 “自らの幸福を獲得し，自らの幸福を生み出し
ていける人間刀の形成と，その人聞の“形成する社会"の発展とは， 互に相互
媒介的な関係にあるのであって， i・・ のためにJというような一方は目的で
他は手段であると狭く限定して考えることをしないのである。社会の一機能と
しての教育の意義をわれわれはこのように認識している。
このことは教育目的に対する世界的思潮をみてもうなずけのである。すなわ
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ち教育の目的について人聞の個人的側値から社会的価値を重視する方向に向き
つつあり，学校は社会統御の機関だとする概念が定まりつつある。特に第二次
世界大戦後，個人的側値は社会的価値を抜きにしては考えられないとする教育
の考え方が急激に成長してきていると報ぜられている。 この社会的価値の認識
は，とりもなおさず“人間の生活の舞台=社会刀というものとの関係において
の人間の社会的存在としての価値に他ならない。
'.1.2. 地域教育計函の意味
さて教育のもつ社会的意義について述べてきたが，この意義の自覚に立って，
地域教宥計画の意味と必要を考えてみたい。
これは，われわれが地域教育計画をどう考えているかということを示すもの
でらり，単なる一般論として述べるのでなし、。本紀要で考えている地域教育計
画はすべてこの線に立っているのである。とにかく人聞は現に生活している。
その生活は具体的な場における生活であり，社会内存在としての人聞は，決し
て抽象的な架空な社会に生きているのでない。具体的な社会を形成して生きて
いる。われわれが具体的に幸福を実現しようとする時，その生活の場を無視す
ることはできない。従って具体的に教育の作用を考える時3 生活している具休
的な場を問題としなければならないであろう。ここに地域社会における教育の
計画が意味をもって〈る。地域教育計画は，われわれが具体的な教育の場主作
用を考える時，必ず問題としなければならないことである。それは教育の具体
化を意味し，生~生きとした教育の躍動を意味しているといってよし、。地域教
育計画をぬきにして，教育の具体化・地域化念論ずることはできないといっ
てよい。。之とろで今人聞の行動や態度〈幸福を獲得し，幸福を生み出す営み
としての〉は，入閣の基本的な要求が環境ιしての地域社会主の交渉関係に
よって具現されたものと見るならば，その行動・態度の変革は，あくまでも
地域社会環境との関係を通してなされなければ意味はない(研究紀要第八集4
頁36頁参照。)そして地域社会環境との関係を明らかにするためには，とがうし
ても地域社会の構造的把握と共に歴史的把握を必要とする。なぜならば，入閣
の形成は常に先人の労苦を糧とし，その人闘の生活する地域社会の歴史的現実
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に立って“実現可能な道日を見定めてなされる必要があるからである。自分の
幸福を手を挟いて待っていては幸信は素通りする。客観的条件としての地域社
会の中に身を投げ入れ，その中に埋没して成り行きにまかせているのでは幸福
は生み出されなし、。それにはあくまでも，自ら地域社会に働きかけ，それきどっ
くり直し，組み置すという積極的・意欲的な行動・態度が要求される。 “自分
の幸福を自分のカで生み出す"ということは，このこ之をいうのである。そし
て，この結果は，先の社会的意義で述べたように，地域社会は進展し，その人
々の幸福が実現されると考えるのである。これはあくまでも，地域社会を教育
の単なる素材提供.の場という方法論的な立場からのみ認識するのでなく，人聞
の幸福の実現=地域社会の進展という周的的乃至統一的な立場からの認識で，
われわれは重ねてこの立場に立つことを言明したい。この立場にす.って，われ
われは地域社会とそこに住む人々との関係、における具体的な，生命のかよう教
育を強く自覚する。教育の基本原則が地方の実状に即した地域社会の主体的立
場を強調しているのも，この聞の関係を認識してのことであると考える。
以上われわれは地域教育は白的か方法かの論点に立って，その両者会綜合し
止揚Lた立場から，生命のかよう具体的な教育のあり方として;地域教育計画の
意味を之らえるのである。
1.1.3. 地域教育計画の必要
地域教育計四の必要は今まで述べたわれわれの考え方から当然??定されるの
であるが，重ねてつぎの二点からこの必要性を強調したいo.
(1) 地域社会の特殊性に立脚した教育の成立
地域社会における教育をいう時，その地域社会の範囲をどう規定するかは重
要な問題である。 しかしこの問題はあとで述べるとして， ここではわれわれが
生活する舞台という一般的な概念て守地域教育を考えてみたい。
日本の場合，臆史的にみると，貴族社会の時代一封建的身分階層が背定され
それが社会の仕組みのよで厳然と存在していた時代ーさらにこれらが崩壊して
近代市民社会に移行してきた時代等，その時代によって教育の受け持つ“ね
らい"や内容は異っていたようである。また同時代においても，町人の集団，
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農民の集団，武士階級喜多でも教育は臭っていた。こう考えてくると，時代や集
団によって明らかに教育は異なり，それぞれ個有のものをもっていたといって
よい。もう少しくわし〈言えば，国家をはじめとして，その下部構造ともいう
べき地域社会には，その時代の特殊性，集団の特殊性に立脚した個有の教育が
あった、といってよいで為ろう。国民全体社会(国民会件、で形成する社会一それ
は多〈国家という組織をもっ社会である〉は時代によって，その仕組みが明ら
かに異っていたのでJ 教育のあり方に個有のものがあったということは認めら
れる。また今後も時代の移り変りによって教育のあり方は変り得ると考えられ
る。しかし，その国民全体社会に含まれる地域社会相互の聞に，たとえ過去に
おいてそうであったから，現在も共に国民全体社会の発展に貢献しながら，そ
こに地域的特殊性に立った教育の個有的性格があると果して言い得るであろう
か。
現在の社会を考えてみる時に，マス ・苧ミユ=ケーγ ヨンの発達は地域社会
の境界をのり越えて津々滞々まで同じ内容が報道され，意識の統」がなされつ
つあるという結巣を産んでいる。学校放送の時間では，都市も農村も同時に同
一教材を学習する，こ主ができる(ロ ーカル番組も考えられているが・・ )0 A 
地域の問題は同時にB地域の問題であり，そζに判然とした教育内容の差出認
められなくなっている。A地域の教育計画とか， B地域の教育計画とかいうも
のが，果して個有に存在し得るかどうか疑わし〈なってきている。このと之か
らすれば現今では，もはや地域教育計画ということは，成立しないとも考えら
れそうである。もし単なるテクニツクとしての素材提供の場として， イ固有のl地
域社会を考えること以外，地域教育計画が目的的な立場からの佃有のものを持
たないといわれるならば，何もこ主さら地域教育計画の研究を取りヒげる必要
はないのでなかろうか。
以とのことをみとめながらも，たおかつ地域社会に佃有の教育が成立すると
考えるのは何故か。それは回会社会と都市的性格をもった社会，さらに田舎社
会といっても，農村と漁村等ではその社会が発生的民異なり，際史的過程の上
に異なるものがあり。これらを比較すると，マス・コミユェケ{シヨンの発達
した今日でもその意識の様式や行動様式に伺有のものがあると見るからであ
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るp 例えば，今かりに同じ言葉としての“人並み"がもっ内容は，その社会の
生産保式や社会の仕組のちがいで，具体的にはずiいぶんちがっているのであ
る。(このちがいを地域社会調査をとおして確認しなければならないが・・・・)
農村における “人並み"が「他のことは考えないで，いちずに農耕にはげみ，
言ーいたいことも言わないで，われも他人もみな同じ条件であると考えて現状を
肯定しその中に埋没している」あり方であるとすれば， 1.静漁魚、村
原に漕ぎ出して代々伝わるしくぐψ さや勘と経験で:魚僕魚tを追い，少しでも他人より多
く魚をとる」こ とであり，工場労働者は「少しでも自己の利益となる仕事にあ
りついて，収入を挙げ，損のいかない程度に適当に働いて要領よく儲ける」こ
とが“人並み"でみると考える。すべての農民や工場労働者がこう考えている
というのではないが，おしなべてこうした考え方が見られるようである。もし
こ予した違いが多少にかかわらずあるとすれば，これらの人々の構成している
社会の教育は，それぞれ偶有のあり方をもっていると言い得る。そこで教育す
る者が，この“人並み"([一人前ーといってもよかろう〉のもつ意味を吟味
して，より近代的な内容をもった“人並み"の人間形成に向ってどのように教
育していくかを考えたとするoその場合，これらの地域社会における“人並
み"に対する教育のあり方は，その現実のちがいに即して，それぞれ異ってく
るのが当然で、あろう。
「その地域の人々が，こんな物の考え方をするようになり，こんなゐり方で
自然に働きかけ，社会に対していたならば，その人々の幸福は一段と向上する
であろう。その地域社会も一段と進歩するであろう。そしてそれがそれぞれの
機能を十全に果すことによって，国民全体社会がγ 歩人間の幸福に向って前進・
するで為ろう(何故ならば，地域社会は国民全体社会を形成するの構造的な一
つの分節的社会であり，それぞれの地域社会が全体として一つの構造的な統ー
をなして，それぞれの立場から協力することによって，国民全体社会は成立す
るのであるからである)Jと考えて計画する幼域教育は，それぞれの地域の陪
史的発展過程の上?と仕置づけられなければならない。このよ うな個有の教育の
成立するところには，何としてもその地域社会の特殊性に立脚した教育計l遁が
必要であると考えるのである。
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(2) 民主的基本原則に基く地域社会の主体性
つぎには教育の民主的統制の原則における地域社会の主体性の必要である。
女部省はこれまで中央教育行政機関として，教育のあらゆる耐に関して中央集
権的な教育行政を行い，それはそれなりに，ある糧度の成果をおさめてきたこ
とは否定できなし、。しかし，その反面，中央集権的な権力行政は末端の教育現
場の主体性を無視する傾向が強く ，ために現場の教育担当者は自らの自由が束
縛され，画一的な教育行政のもとに受け売り的な教育を行ってきた。そこには
脈々 たる生命のかよう教育現場の主体性に立った教育は期待さるべ〈もないの
は当然である。その結果は，真に人々の幸福実現をねがう教育を，ある種の不
当な権力支配の下にお〈ような間際をすら生み，教育そのものの主体性が授却
され，時の政治的権力に不当にゆがめられるような事態を現出したのである。
こうした教育のあり方は，複雑な諸情勢の中に対処して自ちの立場を堅持して
いかなければならない日本において，特に正義を重んじ真理を追求する民主的
な平和国家を希求している日本国憲法の緩から，鋭く批判されなければならな
い。教育の民主的な基本原則は，この日本国憲法に基いてうちたてられ，この
線から教育Iの地方分権化が推進され，教育委員会制度が設けられ，それぞれ地
方の実情に則って教育行政を行うようになってきたのである。国家の教育に対
するこの新しい構え方を十分自覚して，地域社会における教育のあり方を考え
る時，われわれは強く地域社会における教育の主体性を自覚しなければならな
い。もちろん，この主体性を強調するあまり ，国民全体社会における構造的
芯一分節としての地域社会を忘れ去ろうとしているのではない。あくまでも菌
国民全体社会を形成し，それを支えている一つの分飾的役会の立場に立って，
すなわち，国家と不離一体な地域社会之してその主体性を強調するのである。
人聞の一人一人はその生い立ちから人生コ F スが具なるように，地域社会もま
たその歴史的事実やその社会のもついろいろの具体的な仕組みは臭っているで
あるう。それでも，おのおのの地域社会は共に同じく国民全体社会の構造的な
一分節として，国家の発展に寄与貢献する点においては変りない。けれども，
その地域の人々の幸福を実現するために必要なその地域の社会の独自の発展の
あり方は，それぞれその社会のもつ歴史的現実によって臭ってよいのではなか
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ろうか。
「国民今体社会の構造的な分節である地域社会は，地域社会である前に国家
であれ」とか「地域の人々は地域の人々たる前に国民でなければならない」 と
いう主張には多分に危険な~索がはらまれており，真から賛意を表し得ない0，
われわれは「国民全体社会の構造的な分節であると同時に地域社会であり，地
域の人々であると同時に国民であるJという同時的統一的な存在を主張した
い。従って国家的な要請，教育でいうならば国家で示す基準的なものは，一応
これを認めるとしても，ただ承詔必謹・金科玉条という対し方でなく ，これを
それぞれの地域社会の躍史的現実に立って受け止めるべきであると考えるので
ある。例えば教育基本法に規定されている法文にしても，法治国家なるが故に
法は絶対だという無条件的受け入れでなく「この法文のねらい，または内容は
この地域社会でいうならば，かくかくの事実に相当しているのだ。そしでこの
地域社会が|日套を脱皮するために現実的に解決すべき事柄はこれこれである。
そのためにはいかにすべきか」としづ主体的な受け取り方が必要である。法と
いえども，われわれ国民が作ったものであり，しかも一われわれの幸福実現のた
めにつくられたものである。果して自分らの幸福という商から考えてどうかが
一度検討されて(もちろん地域だけの利己的立場でなく ，広い立場から地域を
見ることが必要)から受け取るべきである。 “悪法も法なり))ということばも
あるが，しかし今日の法も明日になって希う幸福のためには古くなるかも知れ
ないのである。われわれは主体的立場を堅持して批判的に受け取ることを忘れ
てはならなし、。まして試案的な意味で絶対的なものでないということを明言し
て提示されたものに対してはこの受け取り方を誤つてはならない。 こう した意
味において教育の計画は国家の指向しているものに統一的 ・協同的な歩調を取
りながらも，その地域社会の主体的な立場から組まれなければならなL、。そう
することが，国家も地域社会も共に生きる道であり，それは国民としての幸福
も地域の人々としての幸福も共に実現される道である。
さらに地域社会の主体性は，つぎの問題からも雪われよう。それは町村合併
に伴う問題である。町村合併は国家的基準に従って多くの町村や郁落が統合さ
れたが，そのために統合された町や村や部落が，それぞれの個性を摘み取って
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.しまうことは町村合併の本旨でないし，お7iの疋しい発展でもないでらろう。
これらの単位としての地域社会が，それぞれの主体性をはっきり堅持して，共
々に新生した町村の発展 (その人々の幸福の実現〉に尽力することが必要であ
る。小さなt魚村が急にCO-rb"に編入されたからといって，都市社会のそれをそ
のまま模倣しなければならないことはない。むしろそれよりも，沿岸漁業の衰
微に伴う村の危機を， i漁村的性格から脱することがみんなの幸福への道か，
もっと企業的な経営規模を拡大していくことが幸福か」などを，現実的な段階
に立って広い視野からみつめ，途中で息切れのしないような生活再建の道を考
え，その突現に建設的に努力をかたむけ得る人間の育成が大切ではなかろう
か。そして，それが大きな新生00市の発展のために寄与することになる道で
あるように立ち向うべきであろう。その務、村はあくまでも， 00市の漁村とし
ての現笑的性格の上にはっきりとした方向を自ら定め，そのための教育計画が
組まれるべきだと信じている。こうした点からも地域社会における教育の主体
性は強調されなければならなL、。
1.2. 地域教育計画の性格
われわれは，これまで‘われわれの考えている地域教育計画がどのような意味
において成立するかという観点から，その必要性を述べてきた。しかし，地域
教育計画の成立する地域社会とは，どんな範囲を考えているか，国家で考えて
いる教育とのつながりをどう考えるのか，またこの教育計画は学校教育を指す
のかどうか等の性格については，不問のままで、あったので，これらの点につい
てここで明らかにしたい。
1.2.'. 地域社会のひろがりとその教育計画のあり方
地域社会をどのように規定するかは，学者によって立場がいろいろある。わ
れわれは地域社会の基点を一応タック (Coock)の言うように
①人口の集りである。
@近接した地域に居住する。
- 9ー
@ 
④ 
@ 
⑥ 
過去の諸組織を通して統合されている
基本的な奉仕機闘を若干もっている
その地域社会の統-.'性を意識している
去来すみ社会の危機に当面して共同で行動することができる
のような条件をもった基礎的な社会集団とした。この集団の中には派生的な職
業集団や文化集団が分化しながらも，基礎的なものに統ーされ，包含されてい
るだろうということも想定の 中に入れている。特に③，⑤，⑥の条件に重き
をおいて，住民が単に同一地域に凝集しているという事実よりも，その地域的
ひろがりの中で“共同の生活や生産の機能を営.;;:..，共通の経験をもっていると
いう事実を基本的特質としている社会"である。即ち問ーの土地に住んで地縁
的なものを媒介としながら，共通した生活の課閤に結ばれ，協同体としての社
会意識をもっている有形無形のつながりに，それぞれのυ生活を託している地域
社会である。この具体的な生活の場における喜:怒哀楽の交錯の中で人々は互に
何かを教え，何かを学びつづけて，共々に自分らの幸福の笑現を希い，土地の
発展を望んで努力している，こうした地域社会をいうのである。単なる行政町
村という概念的性格のまとまりでは，このようおエモ シーヨナルな照史的に抜
きさしならない感情はうまれてこない。常に顔と顔とがつき合わされ，言葉が
交わされるような結びつきをもった処で，生産形態やそれにつながる社会の仕
組や精神的な発想・態度をもってまとまっていることが重要な条件となってい
る。ここに農村とか山村 ・漁村等の地域社会の類型が考之られてくる。 (都市
社会はこの範囲からすると特異な社会である。①， @，④という条件にあては
まる性格で，歴史的な基礎集団が漸次その力を失いつつあり，むしろ@，⑤，
⑥では，農村社会等と対比的な性格をもっている一つのまとまりとして考えら
れる。〉ところでこのように地域社会の類型を考えても，そのひろがり主いう
点はあきらかでない。
歴史的共通感情とか，基本的な奉仕機関・まとまりの意識という点では，“俺
らが村口→“俺らが郡"→-“俺らが県"・・・・というひろがりをおさえきるこ之はで
ぎない。県の誕生が数十年前になるために “俺らが県"という感情的なまとま
りは相当な強さをもっている。各地に00県人会というのがあるのをみてもよ
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《わかる。とごろで，県という単位になると，農村も漁村も都市もその中に入っ
てくる。生産形態やそれにつながる発想等についても，農村・務、村の分類型"0
は説明ができなくなってくる。いったい地域社会とはどの範囲をいうのだろ‘う
か。ここに郷土乃至地域社会という概念、の不明確性が批判される原因がある。
これについて，われわれはつぎのように考えている。地域社会の基点につい
ては一応クックの言う条件に立つが， どこからどこまでとか，特に行政的要素
の混入は許さないというような限定は無理であり，このような限定を否定す
る郡といい，県といっても.行政的な区i1Jを超えた歴史的な感情が， .iた統一
的な感情・意識が生産形態や社会機構の底に流れており，郡長性・県民性とい
う表現で取扱われる意識感情の共通性を否定することはできない。ただそとに
行政的要素が加わり，集団の構成が綾雑になってきているだけであって，地域
社会という概念からははずれない。こういうことで地域社会のひろがりを限定
して考えるべきでない 。それぞれのひろがりにおいて相互に他と異なる独自性
をもっている。従って，地域教育計画もその性格から，地域社会のひろがりに
まって立案のしかたを異にしてよいと考える。即ち農村とか漁村とかでその計
画の内容は異なるであろうし，村と県の計画とでは地域社会のひるがりやその
含む要素・条件のちかし、で異つだくるであろう。しかし，共に地域教育計画で
あるという点においては変らないと信じている。
われわれは，今，県で作成する地域教育計画の立場で，各地域が教育計画を
立案する際の基本的な観点としての「重点的なねらい」を設定したが，上に述
べ主こ考え方に立っている。県の:場合はその性格から，教授細目式の細部にわた
る教育内容の規定や教材の選択，方法上の統ーをするのは行き過ぎであると考
えている。この点は後述のく重点的なねらいとその使い方一一県の立場と三地
域類型の意味〉のところでふれることにするが，とにかく強制的・抑圧的・薗
-的な権力行政による統制をはっきり否定しながら，地域社会のひろがりにお
いて，県としての立場からの地域教育計画の理論的な可能性を認めたいのであ
る。われわれはこの理論的可能性の上に，つぎのような現実的な要請と必要を
ふまえて県の立場からの地域教育計画に着手した。即ち教育現場ーはそれぞれ教
育計画を立てたが，そこに主体性が明確でなし、。妹に地域社会の問題を2:iのよ
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うにしてとらえ，いかなる構えで教育に取り組むべきかに不安と混乱があり，教
育計画立案への反省、と修正の必要に迫られている。こうした現実的な要請と必
要はわれわれの考えをさらに強く推進したことを付け加えて“俺が県"として
の地域教育計画の可能性を主張する。とにかく具体的に生活の場に生かされ，
具体的に地域の一人一人に働きかけることのできる地域教育計画の立案は，下
部単位としての村や町という教育体であろう。県という教育行政体は去の性嘆
から県民の幸福ということを考えながら，村や町の教育計画がほんとうにその
地域の人々にとって血の遜ったものとして立案されるようにたすけてやる，つ
まり奉仕する意味での教育計画をつくるべきであるo
1.2.2. 国家基準との関係
このことについては，すでに今まで述べてきたことから，十分了解していた
だけるものと思うが，一応基本的な考え方について明らかにしたい。
ー言にしていえば，われわれの言う地域社会というのは，ゐ〈までも国民全体
社会の構造的一分節としての地域社会であるということである。従って国民全
体社会の意図する方向と矛盾背馳するということは考えられない。ただその意
図する方向が地域社会の歴史的な現実とし、う発展的過程の上に位置づけられ，
この線から正しく主体的に受け止められているということが必要なのである。
今， この関係をもう少し具体的に考えてみよう。 人聞の形成される最も基礎的
な社会諸集団l'i家族集団ー遊戯集団←近隣集団一学校集団一職業集団というひ
ろがりでとらえることができるが， これ'を大聞の側に焦点づけて，その形成過
程をながめる時，先ず人聞は家で生れ，家j伎の中で育てられる。それから歩き
廻るようUこなって友達と噴嘩したり ，村の人にほめられたり叱られたり，いろ
いろの事象にぶつかって経験を広げていく。 自で見，耳できき，皮膚で感じな
がらその生活の領域はひろがっていく。近隣からいろいろなものを学習し，そ
の中から学びとり，さらに学校を経て，職業集団や地域集団に広がって，だん
だん:地域人と しての形成がなされていくのである。しかしその近隣にしろ，村
や町にしろ，それ独自で成立しているものでなく，他の村やー1町との関係、でその
村，その町たり得るのであり，国家のひろがりの中で，国家的な基本問題をそ
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の村，その町の条件の中に反映して成立している村であり町であるのである。
そしてそれらの村や町は，それら同志で互に支え合いながら，国家の骨格を形
成している。こうした関係の中で， しかもこうした関係を学びとって，地域の
人々の人格は形成されていく。こう考えてくる時，地域の人々の教育というこ
とは，国家(国民全体社会〉というものから離れては成立しないということが
いわれるであろう。国民全体社会の構造的な一分節としての地域社会とは，
うした意味をもっている。
" 、M・
A -，. これた学校教育について言うならば，文部省で作成した学習指導要領と
地域教育計画との関係では，地域教育計画を学習指導要領と全然切り離して作
るということは考えられないということになる。特に一般教育目標は国家一基準
としての性格が強いが， この国家基準としての目擦を地域の主体性に立ってど
う受け止めるかということが大切なのであって， 同家慈準的意味をもっ一般教
育白標と全然無関係に別の立場から目擦を作るということではない。従って県
の立場でわれわれが設定した「重点的なねらい」も，国家の毘標を作り変えた
とか，この「ねらい」があれば他は必要ないというものでなく，文部省が作成
した教育の一般目擦をはじめ学習指導要領をどう受け止めるべきかという地域
教育を計画するに当って堅持すべき主体的な地域的観点(地域の教育に取り組
む教師の構えとしての目標，或は地域の幸福実現のために解決しなければなら
ない課題としての目標)なのである。
'.2芯 学校教育と社会教育の連繋
このことは現代教育の一般原則であって，今さら言う必要もないとも忠われ
るが，現実的には教育計両というと学校教育だけを考えたり，学校教育を;優先
させたりする傾向も少くないので，敢えてここでもう -度強調する。
さて，われわれは地域社会の主体性に立って教育計画を組むことを主張した
が，この教育計画も学校教育3十闘を指すのかどうかという反問を受けるかもし
れない。ところで，われわれが地域社会に生活している聞に受ける教育は，学校
教育だけではない。這えば立て，立てば歩めという 日常の母親の言動の中から
子供は学習して成長していく現突を，われわれは否定することはできない。地
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域社会における教育は，それが組織的でゐると非組織的であるとを問わず学校
以外にも存在していることは否定できなし、。そして地域社会における教育の計
画は，このようなすべてものを含んだものとして先ず考えられる必要がある。
今まで・教育と言えば，学。校教育であるかのように考えられていた態度は改めら
れなければならない。これまでは社会教育は常に学校教育の後墜を拝し，しか
も一人歩きできない現状にあったが，これは教育の本道からして許されない
ととで1ちろう 。地域の人々の幸福の実現は学校教育のみが負うべきではない。
学校教育も社会教育も共にその立場と使命を自覚し，共々に人々の幸福の実現
に向って一本の道を進む必要があろう。
子供が家庭で育ち，学校に入り ，さらに地域の若者の仲間に入団し，職業集
団に入ってL、く現実をみる時，ここに学校教育・社会教育を一貫した努力が適
されなければならないだろう。地域教育計画は先ず何よりも学校教育と社会教
育とを含めた綜合的計画として，統一的・構造的な一貫性をもたなければなら
ないと考えている。こうした計画で、ない限り ，その地域教育計画は開花し結実
することがなく，地域教育計画本来の使命も達成されないであろ5。
1ふ 「重点的なねらい」の意味
われわれは県之いう立場から地域教育計画のJI.祭に着手したが，各種の立場
から検討した結巣，県が教育の内容的方面について地域教育計画を立案すると
いう場合
① それはあくまでも現場が計画立案する際の手引きという立場をとり
②地域社会の教育に取り組む場合の基本的なものとして考慮すべき重点的
ねらいを設定する
Q";この基本的なねらいは J 県という立場とその手続の範囲においては，こ
のようにいえるという前提条件において提示し
④ 各学校・各教育機関が地域教育計画を立案する時の資料とする。
という四つの点から根本的態度を確立し，この繰から「重点的なねらい」を設
定し，これを中心に地域教育計画立案の手引としての研究紀要第十一集を編集
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した。
ここで一つの中心をなすものは「重点的ねらい」 ということであろう。これ
は，はじめ「重点的綜合教育目標」と言っていたのであるが，これを 「重点的
なねらい」ということにしたのである。これについてわれわれの考えを述べて
みたい。
われわれが「重点的綜合教育目標」と言い，1重点的なねらL、」と言った意味は，
地域教育計画の性格のところで、述べたように， 1国で示した目標を単に分析す
るという意味のものでなく，われわれが地域社会の特殊性を自覚し，その主体
的立場から受け止める時の指|均点一換言すれば， 地域教育に車 り組む際の教師
の携えとしての目標」という意味である。学校教育について言うならば，学翌
指導要領に示された一般教育尾標と同じ質においてとらえようとしているもの
ではな<.それとは角度や質が異っているのである。即ち，後にも述べるが，
地域の人々の問題的な生活行動・態度に視点を.すえ，この人々のi心の基底に横
わっている物の考え方・事態への対し方のよりよい変容を重点的にねらってい
るものである単に同じ質においてその内容を分析することは，地域的に具体化
するということではないと信じている。ところが，1重点的綜合教育目標」 とい
う表現をとる之，どうも一般教育自標との関係を直線的に結びつけるように，
誤解されやすいというので「重点的なねらい」ということにしたのである。
それは地域の人々の幸福を実現するために，地域の人々の生活行動・態度をど
のようJこ変容させていくかs ということを指向しているので、ある。従ってこれ
は課題的な意味でのねらいであって研究組要第八集の線で言えば 「教育課題」
といってもよいものであろうし，それはまた，地域の人々がこうなることによ
ってみんなの願っている幸福が実現するであろうという方向を示したものであ
るから，1教育問標」といってもよいのである。しかし，それはあくまでも教育者
がその地域の教育に取り組む時に，堅持してほしい「目標」であって，額に入れて
官官る薗類の目標ではない。言いかえれば，学校教育も社会教育もその地域社会
における教育に関与するすべてのものが，心魂を傾けて実現を期さなければな
貯ない目標で，各教育の組織がその使命と性格に立って，それぞれ具体的な教
育内容を編成する際の中咳的な目標であるとも言われようゐそしてこの「ねら
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い」には，地域社会の人々の切なる願いや，より幸福な人間生?骨への期待が含
まれており，一方教育に取り組む者の深い自覚と決意が絡められていなければ
ならない。こうした願いや期待や自覚は，長い間人々がその幸裾の実現に苦斗
してきた歴史的感情に裏付けられ，社会的現笑に立って産れてきたものである
べきである。そうしたものであるためには，観念的・抽象的な割り出しを避け，
具体的な地域人の生活行動態度意識の掘り下げにより，歴史的につくられた生
活の構えをとらえなければならない。かくてこそ，地域の人々にじかに響〈生命
カのある，真に浸透カのある地域教育計画が組まれ，脈キと血の通った教育が
できるのである。 そして ζのような教育の力はきっと薄皮を一枚ずつはがす
ように地域社会の生活を少しずつでも発展させていくことができると信じてい
る。おし教育の現場において，こうした研究に秩滞があり混迷があるとすれ
ば，地域の人々にとっては甚だ不幸なことであるから，県民の幸福実現に奉仕
する県教育行政の徳にあるlものは，その責任においてこの警導改善に当らなけ
ればならないと考える。県で設定した「重点的なねらい」はこうした現実的要
請に立っているのであるc具体的な現場の実態を累積することにより，それら
の資料の3整理解釈から基底的な性格において類似している之ころをまとめて県
内を田舎・町・都市の三地域類型に分けてそのねらいを示そうとしたのは，教
育の具体的現場が直接参考にして今すぐにでも役立てていけるように考えたか
らであるc
このねらいは重点的というその名の示すように，網羅的 ・全体的な恒常的な
ー般目標でない。地域社会のもつ基本的・基底自宅な問題を教育的立場からく国
家的視野から地域の歴史的現実をみつめて〉とらえた強調的なものである。そ
れは地域の人々の問題的生活行動態度を中心に，それらの具体的行動を揺り動
かしている基底的旦歴史的な問題の発掘から生れたものである。これによって
地域の教育に取り組む教育者の構えを学校教育 ・社会教育のより綜合的な分野
から角度づけ構造づけようとした。したがって，学校教育においては，このね
らいで学習指導要領の一般教育目標に代替しようとするものではなく，またこ
のねらいから各教科のねらいが直線的に導き出されるという構造でもなし、。多
分この「ねらいは健康面がないJとか， 「算数国語はどうなるのだ」 という疑
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間がでると思うが，われわれのねらいからは直ちにこの教科のねらいや内容は
でてと'ない左考えられる。(ただこのねらいが内容としてもつ問題的な生活の
構え，さらに構えを形成している要因としての環境や主体の条件，または構えが
具現している具体的な生活行動を検討した時に ・算数 ・国語では何をねらい，
そのために何を内容とし素材としたらよいかは生れてくると思う〉地域教育計
画を立案するに当つては，地域の実態に立って 〈地域の人々の願いと教育者の
自覚をこめて〉とらえた重点的ねらいと，国で示した基準的な目標 C学校教育
の場合は一般教育目標)とを重ね，重点的なねらいを通して国の基準的な目標
を見通す態度が必要である。こ うして国家的な一般目標は，一つ一つ地域的な
光を浴び，地域の主体的立場から解釈され，自覚され，地域的な血の中に溶け
込んでくるのである。これが地域化とか具休化とか言われることであろう。
従って教育の現場はこうした 「重点的なねらい」の性格や県で示す計画の仕
組みを十分理解し，各地域の教育的問題を洗い，県で示した「重点的なねら
い」を教師のー人一人が地域に即して自覚し，その自覚に立って，学校教育・
社会教育が一連のつながりとまとまりをもって教育計画を立案してほしいもの
である。
1.4. 基 本 的 ...L-.!.L 場
われわれは地域教育計画を立案するための中核的なものとして，先ず地域社
会に取り組む基本的な 「重点的ねらい」をとらえようとしたが，少くともそれ J
は“地域社会を一歩近代的に前進させるためには，何を問題にし，それをどう
しようとすればよいか"とし、う課題的な意味においてのねらいである。このね
らいq主学校教育における一般的目標と同じ質においてとらえたものでないこと
は先ほどから繰り返えし明らかにしたところである6 そしてこのねらいを設定
するに当って，人聞の生活行動態度を問題とすべきことを明ら・かにした。
しかしなお，つぎのような問題が残っているであろう。
-如何なる立場で人聞の行為を問題としたのか?
-教育的に問題であるという教育的立場は何か?
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この問題は地域教育計画を立案するに当って，さらに地域の人々の行為の実
態を明らかにするに当つての基本的な問題でらり，この研女を貫く基本的な価
値基準である。われわれはとれを教育に対するわれわれの基本的立場之して打
ち出した。つぎに上の二つの反問に答えながら，基本的立場ゐ概略を説明した
い。
第ーに何故人聞の行為を問題にしたかということである。このことは前にも
多少の説明はしてlおいた。
教育は究極において人聞の幸信を笑現することでゐり，人間は社会的存在で
あって社会と切り離すことはできない。従って人間との関係において人聞の形
成する社会そのものの究明を，しなければ，人聞の幸福を追求するという ことは
架空の抽象論になフてしまうであろう。そと"C'，必然的に社会の本質をどう考
えるかの問題がこれに絡んで重要な問題となり，この考え方が先ずわれわれの
立場を基本的に決定する。これについては学者の論争もあるが，結論的に言 う
ならば，われわれは「社会内存在としての人聞は，相互に種々の交渉をもっ関
係の中に立っているのであって，とう した人間の関係のまとまりとして社会が
存在する。ところで，人聞は行為を通して他と関係、をもつものであって，人間
主体の実質は行動にある之いわれよう。この関係、は人聞の行為(はたらき〉に
おける関係と解すべきであるJ (研究紀要第八集30-32頁参照〉という立場で
人聞をとらえ，社会を認識しているのである。従って教育が人聞の幸福実現を
希求しているとするならば，先ず幸福を実現する人間主体を “行為"に視点を
え据えて社会主いう動きつつあるまとまりの中で把握する必要がらる。しかもこ
の人聞の行為を問題とするということは，教育哲学の立場で表現:すれば，入閣
の成長を“経験の意味の更新過程"としてとらえることであり，それは経験の
連続的改造として教育を自覚す7るということにもなるであろう。
第二?と問題であるとい う問題をとらえi)立場であるが，これについてもその
人の世界観・教育観によっていろいろのちがいがある。われわれはとの点につ
いても，多くの論議を主主ねてきたが，つぎのような考え方に立っている。結論
的に言えば
「われわれは幸福を笑現しなければならないとするが，幸福とは何か。それ
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は人聞が真に自由と平等と協同を獲得した時に得られるものである |という立'
場でゐる。そこでこの “自由 ・平等 ・協同の獲得のために人聞は如何なる行動
態度をとることが望しいのか，行為的主体としての人聞がつ〈り出している社
会は，今どのような行為的関係において実在しているか，そこにどのような問
題があるが'を見極めることが要求されてくる。さらに現代社会の危機は何に
よってもたらされているかということを，入閣が自由と平等を追求してきた歴
史的過程の上に見極め，正しく社会的人間としての幸福を実現していくために.. 
現在 “社会はどうあればよいのか，そして人間主体に要求されるものは伺か"
をしっかりとらえなければならないということが必要になってくる。
それならば，人聞の幸福笑現ヘの歴史的苦斗の跡はどうであったか，そして
今日どんな段階にあるのか。これについての詳しい説明は紙数の関係でできな
いがーー とにかく世界史的に見た場合つぎのようにいうことができょう。
人聞が中世的な束締から解放されるためには，多くの犠性を払い，遂に尊い
自由の獲得を成しとげて“自由な個人刀として近世的人間となり得た。しかし
その貴い「自由」は現実的には無制限の自由競争を結果として招来し「不自由」
と「不平等」への道を突走ることになった。すなわち 3 資本主義社会における
資本家と労働者の極端な対立となり，大きな生産機構の中における微弱な葦の
一本のような頼りなさが人聞の感情を支配していった。こ うした入閣の婆の中
で，人々は自分め幸福を真剣に反省し2 そこに自由でない入閣を発見し，大き
な社会の仕組みの中に捲き込まれ中心を失っている人聞社会を発見した。この
ような不幸からの脱脚のためにいろいろな対策がたてられたり，いろいろの思
想が生れてきたが，今なおとの形式的な自由主笑質的な自由の不均衡を現代社
会の矛盾的課題として，人々は民主的な人間の 「自由」と「平等Jの獲得に苦
しんでいる。
ところでこの「自由」と I平等」は同時に求められながら究極においては理
念的には相反する原理なのであるが，これを止揚し統一するものとして，われ
われは社会的存在之しての人間の自覚から協同の原理をもってきた。「自由 ・
平等 ・協同」の獲得による幸福の実現は，なお現代社会の矛盾的課題として追
求されている。
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日本ではとうした 「自由」 と「平等」の獲得において，近一目;的な自由も確立
されなかったところへ，さらに実質的自由と実質的平等の確立が同時に要求さ
れている。古いものの上に新しいものが同時存在的に築かれ，一層混乱してい
ると，学者は指摘している。もちろん伝統のよさをわれわれは肯定している。
しかしこの複雑な，しかも敗戦よりの立上がりという大きなハンデキャップの
ある諸情勢下で，伝統にのみ閉じこ もることは許されない。前進を阻む伝統は・
これを取り除かなければならない。前進への萌芽を坐折させる伝統を崩した上
に，よい意味の伝統的なものと進歩的なものをいかに調和し，真の日本人とし
ての 「自由・平等・協同」を獲得し実現していくか。これは日本にとって中核
的な課題であろう。そのためには，今目的な自覚で良心の叫びに忠実な人間主
休の確立をこそ自覚しなければならないと確信する。これは取りもなおさず
“人間としての，さらには日本人としての，同時にまた地域人としての真の主
体性を，その属する集団との関聯の中に求める人聞の倉1造η であり，“みんな
がしあわせな人間らしい生活のできる社会の形成"である。 これをつぎの文に
まとめて， 地域教育に取り組むわれわれの基本的立場として要約した。
現代日本における討会再建の方向は，r人聞の発見Jl: r任会の発見Jιに基く
社会的人聞の形成と.個人と共に祉会をも生かす民主主義的な組級¢建設である。
複雑深刻にして変転きわまりない環境の牛巳立って，自己を失わず正しく社会の歴
史的現実を直視し，組会内有在 としての人聞の使命を自党し，自辛自白 ・自律的に正
しく行動のできる人庶主体17;擁立を目指すことこそ，日本における教育¢基本航中
核的命題である。すなわち人間一人一人の 「主体性』を集団との医係の咋に求める
i入闘の創造であり ， こうした主休的な人間￠倉;進によって， 真に民主8/~平本的な人
間1の社会が形成されると確信する。
入閣の歴史は，常に平等な人格として芭由を追求し，人間らしL、幸福を経得する
ための蛍みの過程であり，たたかL、のあとである。日本はし、ま日本人一人一人の主
体性を確立することによって入院の自由と平等を笑現し，9~性高い日本展望反の形成
を希求してL、る。
| ト-1-個性化主 体 性の確立 I (近代的民主的日本人〉
L一社会化
く註〉 近代的民主的な日本人については次のように考えた。
それは，入院の基ヌド的要求としての自由と平等を込求する庶史的な姿の呼1に見出さ
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なければならなL、。そしてそれは本質的に自由人であり，平等人であり，人聞が社
会的存在である限りにおいて協同人であろう。しかもこの人聞は自己の計画に立ち
はばかっている問題に砿面して，軽挙妄動・右顧左ベんするのでなく，地域の燦史
的現実に立って，その真実性を冷静にそう明に追い求め，臼らのおかれてある社会
的立場を自覚し，その主休性を確立して事態に善処し，より幸福な人同らしい社会
を笑現するために，積極的に答与寅献するものでなければならなし、。白木においてー
は，日本の当商ずる諜題の解決の菌からこうした人間が考えられ自覚される必要が ι
ある。
ところで人間の行為よ 生ー活行動は，客体的な社会環境主主体的条件としての
その人の人格との関係構造として考えられる。従って，このような「自由・平
等 ・協同」の原理に立って，主客=福の笑現を目指す主体的な人聞は，人格的要因
の側においてはいかなる成長発展が望まれるか。客体的な社会的要因の側，即
ち社会の仕組みとしてはεのよう・な発展を期待するか。この点を明らかにし，
両者の関係において，その観点から問題的な生活の構えをとらえ，望ましい人
閣の創造を考えなければならない。
それならば，人格酌要因の側における望ましい成長発展の方向はどうであろう
か。
幸福の実現ということから考える時，先ず人格として如何なる場合でも正し
い態度をとり，事に処する自由な変遷性〈自由性〉が必要であろうし，自我の
広さというか寛容な特質(広大性〉が望まれる。また外部からの力に対してこ
れを押しかえすカ(抵抗性〉がなかったら，常に不当な支配に属することにな
る。反商人格の内部と外部との間に墜をもつがんこさは否定されなければなら
ない(開放性〉 。さらにまた，人聞としての行動や体験に，これから伸びる将・
来性(柔軟性〉も期待され，時と:場合によっていろいろな立場で対処し得るだ
けの内容の多様性(複雑性〉や常に人格の諸領域において融通性があり，しか
もそれを統一づける一貫性〈統 J性〉が』必要であろう。以上は個人的成長にお
いて言われると共に，歴史的にも人間の発展の方向性を示している。このこと
から人格的様相の発展の方向として，自由性・広大性・抵抗性・開放性・柔軟
性 ・統ー性・複雑性の七つの観点を決定した。
つぎに客体的な社会の仕組みの側においては，社会の仕組みを大きく生産的
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構造・社会的構造・式化的構造に分け，そりおのおのについて望ましい方向を
社会の今日的危機の究、明から決定、した。衰現は甚だ抽象的ではあるが，一つは
「生産の合理的向上」であり，二つには「社会の人間関係における由主協同の
建設」であり，三つには「精神女化の創造的発展」である。
以上の三つを社会の仕組みにおける発展の方向としてとらえて問題を採る観
点主した。
さらにまた各地域社会はそこに内容の差こそあれ， 一応悶令社会から都市的
社会にいたる系列が考えられ，それぞれの社会の生産的，社会的構造や文化の
麗度で，具体的な教育のあり方は変らなければならないということは論ずるま
でもない。そこで各地域社会の特質から，この系列のどの部分V乙どのような人
間の性格が期待され位置するかを見極めて，その地域の教育に取り組む構えを
用意しなければならない。このような考えから，地域社会及び人々の内包する
性格をつぎの五つの窓から見つめて系列を明らかにしようとした。この五つの
窓は 「定住性~流動性・狭小性~広大性 ・封鎖e性~開放性 ・伝承性~進歩性・
等質性~異質性Jである。したがって，この五つの窓と先述の社会の仕組みにお
ける三つの観点との関係は，手順としてつぎのようになる。生産・社会 ・文化
という三つの窓は社会の仕組みの窓であって，この三つの窓を通して之らえら
れる社会の仕組みの内容を，定住性一等質性の五つの窓でながめ，回会社会か
ら都市社会にいたる横の系列に位置づけようとするのである。
なお，これらの基本的立場を堅持して，地域社会の人々を見つめ，教育計画
をたてるにしても，あくまでもその地域社会が国民全体社会の構造的一分節で
あることを忘れてはならない。その一意味では地域社会を見つめる場合，われわ
れは常に日本社会の基本的課題空自覚し，それとの関連において見つめる必要
がある。われわれは包括的な表現で、あるか日本社会の基本的誘設軍をつぎのよう
に考えることにした。
①経済的貧困及びそれが克服としての経済的自立と生産カの合理化，高度
イヒ
@ .前近代的なものと近代的なものが同時に矛盾的に存在している現象の中
に生じている社会的庄迫と道徳的混乱及びそれからの脱出としての自主的
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で協同的な民主的体制の確立
@女イt的精神的貧困及びそれへの対決としての豊かな情操と科学的創造的
知性の啓培
1.5. i重点的なねらい」を設定する基本的構造と
調査の性格
では，このような基本的立場から地域教育計画を立案するに際して，パッ ク
ポーγとしての 「重点的なねらいJはいかなる構造で設定するか，その乎)1置や
方法はどうか，また重点的なねらいの内容はどうか。これについてはく2.基本
的調査の実際及び，3.重尽なねらいとその使い方〉のところで紙数の許す限り
.詳述することにしたい。ただ前者の重点的なねらいを設定するための基本構造
と調査の概略的性格についてく2.・3.>への橋渡しの意味も兼ねて述べよう。
はじめに，全体的に把握しておく必要がある
ので全体的な構造図を示す(図式はどうしても
抽象化したり，平面的になって，真意を正しく
表現できなかったり a 図式のためにかえって誤
解されるような場合も多いのであるがs 全体的
につかむために敢えて図式化してみたう
1.5.1. 基本構造の特色
「重点的なねらい」を捉えるに当り，われわ
れの特に留意した点は，社会左人聞との関係で
あった。従来この種の研究で，しばしば地域の
実態をとらえる調査をしたがJ 社会と人間との
関連や対応を行わないものが多かった。この;点
は研究紀要第八集においても指摘したところで
ある。われわれは常にム間を社会の中に置い
て，社会と人間主体の関係的構造としての地域人の生活体制に端的に食い入る
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ことに努力したb
|地域環境1"
下丁 〉|生活体制ト両副
|主体の欲求1/(震君臨藷言)(語2動)
上の図はすでに紀要第八集において明かにしておいたのであるが，人聞には基
本的に「・・ したい」という要求があると言われる。しかしそれが環境との関
係でいろいろな行動や体験を通して「こうし寸時にはこのようにした方がよい」
というあり方として情緒的にも定着し習慣化していく。さらにこれが他の場面
にぶつかつて新しい経験を積み，新らしいあり方に変容されてい〈。こうして
入閣の人格的諸様相が発展し変容していくが，この発展変容に作用するのが，
その人を取り巻く社会環境であるc しかし環境もまたこの主体の人格的要因に
よって変化していく c このような主体の側の要因と環境の側の要因とが互に作
用し合いながら， rかくある時はいつもかくあるべをだ・・・」という人々の発
想・意識・態度が定着していく。この定着した人聞のあり方を，われわれは
“生活の構え=生活の体策Ij"と呼んだc生活体制は自分の生活における内的・
外的な刺戟やはたらきかけに対する一種の身構えであって，この体制が具体的
な生活事実を生み出してきていると考えるのである。従って生活の事実を調ぺ
(具体的な生活行動・態度をとらえる)..それがいかなる考えによるものかを
追究していくことによって，これを具現せしめている生活の体制をとらえるこ
戸とができると考える。しかしそのとらえた生活体制を，われわれが正しく認識
するためには，それを主体の側の要因と客体的な社会の側の要因とから分析的
に且つ構造的に究明しなければならない。この時にわれわれは主体・客体両要
因について，歴史的な究明を加えないと生活体制を真にとらえるこ之は不可能
になると考えている。われわれはこれを生活体制の構造的 ・歴史的把握といっ
ている。(紀要第八集36-41頁参照、〉
つぎにこの構造における用語的解明も兼ねて，問題的な社会の仕組み・問題
的な人格的様相・問題的な生活の構えとは何をいうかを説明してみよう。
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地域技会に見られる問題的な仕組とは
「これは教育の主体的立場から取り上げた社会課題であって， その課題解
決の仇こめに特に人間資質の改善が期待されるものである。これは8のよう
な社会の仕組から，そ.の問題的な生活行動態度がうまれるかを考えたとき
に考えられる社会の側の問題である。それはまた社会発展の方向に照して
地域社会の仕組をみた場合，そこにみられる問題的な地域社会の仕組でも
ある。」
地域の人々に見られる問題的な人格の様相とは
「これは望ましい人間形成のために改善しなければならない人格のゆがみ
である。 これは具体的な問題的生活行動態度を人開発展の方向に照してλ
格の様相の中にとらえたものである。そしてζのゆがみに具体的な問題的
生活行動態度の主体の側の要因となっている。」
問題的な生活の構えとは
「問題的な生活の構えとは，具体的な問題的生活行動態衰の基底となって，
これを常に一定の方向に定着させようとする基本的傾向である。 (これは
地域人をして個々の行動場面において，常にある、一つの方向で規定し，そ
の線から行動を推進する行動傾向の基本型であるとも言い得る〉われわずし
はこれを基本的立場に照して，地域における問題的生活行動態度を問題的
な社会の仕組と問題的な人格の様相との関係的構造と して統治りにとらえ
ることにしたのである。」
1.5.2. 調 査 の 性 格
「重点的なねらい」を設定するためには， その地域社会の人々の生活の実態
を正しくとらえなければならない。そのための教育的地域社会調査は，く2.調
査の実際〉に詳述するが，ここでは，その調査は基本的にいかなる性格でなけ
ればならないかについて説明しよう。
との教育的地域社会調貸は， とらえるものが地域人の生活・体制である以上，
地域の人々に正し〈焦点づけ，人々の生活行動態度の笑態に光を当でなければ
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ならない。この点，環境的笑態である社会に焦点を向けた従来の社会機能法と
方法を奨にしている。
それから，この調査は地域人の発想・意識・態度をとらえようとするため，方
法的には商接がどうしても中核とならなければならない。従って悉皆調査は因
難で地域の人々を年令・性別・地域 ・職業 ・賛宮の階層 ・社会的地位等を指標
として抽出する方法をとる必要があり，質問紙による全体的調査は抽出による
面接調査の結果を確認する段階で実施する方法をとる。とにかく数字で統計的
に処理する調査は，この調査の性絡としては適当で、ない。
つぎにこの調査の特色的な性絡として，史的な追跡をしなければ，其の目的
を達成することは困難だということである。われわれが意図する地域教育計画
は，地域社会の現在の生活を破壊して，新しいものを生み出そうという性急な
ものではない。 現実に足を踏んまえて， 一歩可能な方向へ踏み出すことなので
ある。人々の幸福の実現を，自然のなりゆきに委せるのでなく，人々の努カに
よつで何とか今より少しでもよいから速度をはやめたいものだということを考
えるのである。実現可能な道を見つめてぎりぎりの努力をするということであ
る。そのためにはどうしてもその地域の人々の歴史的現実に立つということが
大切なのである。ここに史的な探究が必要になる。われわれは古老にきくと
か，古文書を調べるとか，追想録を調査するという方法をとった。しかしまだ
時間的に余裕があったら，やりたいことはずいぶんあった。例えば，婚姻関係
で嫁にう~る前に育った地域の人々の実態をとらえて，それが婚姻関係を結んだ
あとにどんな交渉があったかということ，こうした関係で，その地域ともっと
も関係の深かった地域の実態を関連的にとらえること，さらに，地方史的研究
やその地域の特徴的人物の自叙伝的研究 ・文学作品等に現われた生活意識の研
究等である。要するに歴史的な眼がこの帯主主の性格としては非常に大切であ
る。一
それから総合的 ・構造的な調査ということであるが，このことはしばしば述
べてきたので省略する。
おわりに一言・しておきたいことは，あくまでも，地域の人々の真実の婆，声
を之らえるということで，終始しなければならないのであって，そのために
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ならない〉 この点，環境的実態である社会に焦点を向けた従来の社会.~能法と
方法を異にしている。
それから，この調査t土地域人の発想 ・意識・態度をとらえようとするため，方
法的には面接がどうしても中核とならなければならない。従って悉皆調査は因
難で地域の人々を年令・性別・地域・職業・貧富の階層 ・社会的地位等を指標
として抽出する方法をとる必要があり ，質問紙による企体的調査は抽出による
面接調査の結果を確認する段階で実施する方法をとる。とにかく数字で統計的
に処理する調査は，この調査の性格としては適当で、ない。
つぎにこの調査の特色的な性格として，史的な追跡をしなければ，真の目的
を達成することは菌難だということである。われわれが意図する地域教育計画
は，地域社会の現在の生活を破壊して，新しいものを生み出そうという性急な
ものではない。現実に足を踏んまえて，一歩可能な方向へ踏み出すことなので
ある。人々の幸福の実現を， 自然のなりゆきに委せるのでなく ，人々の努カに
よって何とか今より少しでもよいから速度をはやめたいものだということを考
えるのである。笑現可能な道を見つめてぎりぎりの努力をするということであ
る。そのためにはどうしてもその地域の人々の歴史的現実に立つということが
大切なのである。ここに史的な探究が必要になる。われわれは古老にきくと
か，古文書を調べるとか，追想録を調査するという方法をとった。しかしまだ
時間的に余裕があったら，やりたいことはずいぶんあった。例えば，婚熔関係
で嫁に来る前に育った地域の人々の実態をとらえて，それが婚姻関係、を結んだ
あとにどんな交渉があったかということ，とうした関係で，その地域ともっと
も関係の深かった地域の実態を関連的にとらえること，さらに，地方史的研究
やその地域の特徴的人物の自叙伝的研究・文学作品等に現われた生活意識の研
究等である。要するに歴史的な眼がこの調査の性格としては非常に大切であ
る。
それから総合的・構造的な調査ということであるが，このことはしばしば述
べてきたので省略する。
おわりに一言しておきたいことは，あくまでも，地域の人々の真実の婆，声
をとらえるということで，終始しなければならないのであって，そのために
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i.，調査する者は地域の人々から教えてもろうのだという構えを堅持して，安
易貫主主観に走らないことである。面接を中心之する調査は.とかく主観に陥り
易いのであるが，この点注意すべきである。聞き出す乞いう調査は必ずその調
査結果をもう一度地域の人々にかえしてたしかめることが必要になる。この点
もこの調査における大切な性格であろう。そしてこのたしかめを通して地域の
人々の願いを知るとともに，地域の人々の納得を得なければならないと考え
る。
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2. 調査の 実際
2.1.調査の概観
人間の生活行動は，その属する地域社会の生産形態や社会体制によって，特
色や相異がある。山村の人々には山村の生活行動があり，都市の人々には，都
市の生活行動があることはすでに明らかにした通りである。従って，本県全体
における人々の生活のあり方をみる場合に 3 まず県下の各地域類型に応じて，
生活行動をとらえる必要がある。そこで，との調査のために，つぎの二段階の
手続きをと.った。
①地域類型による代表調査
@金県的な全体調査
①の地域類型としては，山村 ・農村(水田単作〉 ・漁村・半農半漁村・都市周
辺農村(畑作と水田〉 ・閉会町・旧市域の工業地区 ・旧市域の薦業地区の8類
型を考えた。そし℃この調査では，面接法を主として，その他各種の方法をも
ちい，できるだけ精細に，その地域の人々の問題的行動態度をとらえようとし
た。そして，ここでとらえられたものをもとにして，企休調査の謂査項目を決
定し，信;の全県的な全体調査では質問紙によるl概観調益をおとなった。しかし
この際も，できるだけ面接法や観察法に近い，より精細なものを，より高い信
頼性をもってとらえようと苦心したことはいうまでもない。
にこれらの調査の経過と調査姐当所員はつぎのおとりである
迂) 地域類型による代表調査
地域類型 |調査地域|調査期間|
農 村 |西青草原君拡大原村 1li.27.11月~
上下大原 I 28.4月
補指調査
昭29.6月-7月
半農半漁村 |北蒲原郡浦浜村 |向上
太夫洪
山 村 |東蒲原郡三川村 I1fs29.7月
五十沢
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讃査担当 rJr員
日常識-~\I， 小島甚作， 12原戊
平，長谷川敏雄
小竹省三，中浜新問自仏
J枚田>1":IJ平，古田芳雄，武藤惇，
小竹省三p 中沢新四郎
日浦俄一郎，長谷川敏雄
日浦儀一郎，長谷川敏雄，谷沢
隆一，小田正徳，小竹三，中
沢幸li問自1¥
回 舎 町 東蒲原郡津川町 向上
都市周辺農村 新潟市坂井倫 昭28.12月~ 同上
昭29.B月
同工業地区新潟市入舟地区日吉田…|向上
18市域商業地区新潟市大畑地区間上 向上
②全県的な全体調査昭30.1月 日浦儀一郎，長谷川敏雄.谷沢隆一
小田正衛，小竹省三，中盟主新四郎
代表調査のうち漁村については2.2.1調査対象の選定参照
2.2. 地域類型による代表調査
2.2.1.調査対象の選定
すでにのべたように，地域類却を，つぎの八つに分類した。
(1)山 村
(鉛農 村
(B) 漁 村
ゆ) 半農半漁村
(5) 都市周辺農村
(6) 困舎町
(7) I日市域工業地区
(8) I日市域商業地区
これらの地域類型について，実際に地域をえらぶために，つぎのことを考慮
した。
-できるだけ模式的な地域をえらび，錯雑Lk条件が加わらないようにする
こと。
-したがって，できるだけ自然村に近いものをえらぶこと。
・調査費用その他の関係から，当研究所からあまりとおくないこ主。
-山村は林業ある!いは炭焼き部落も考えられるが，本県では，むしろ，農を
主体としながら，なお山に依存する農山村の方が代表される。
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-農村は水田単作地帯をえらぶこと。
・漁村の純粋なものは，佐渡その他に少数考えられるだけで‘あるが経費のf
係から調査対象からはずす。(社会教育課との共同調査として，その後E
頚抜郡筒石部落の調査をして，これを参考にした〉
・半農半漁村については，本県の漁村は漁業一本のかたちより，むしろ半t
半漁村で代表される。しかしそのなかでも，できるだけ，漁業世帯率のF
いところをえらんで，漁村的な怯絡も重要にみる。
・都市周辺農村では，水田を主としながら，都市という消費地を近くにも"
ぞいて，畑作もかなりおこなっているところをえらぷこ之。
・国舎町では，他の都市から比較的はなれていて，隣接農村のなかで桂済4
文化的中心としての機能をはたしているところをえらぶこと。
・岡市域の工業地区は，大工場よりもむしろいわゆる町工場が密集してい・
サラリ ーマンより，むしろ職人気質的なものが濃厚にみられるところを;
らぶこと。
• 1日市域の商業地区は，商庖が密集していて，その都市のなかで代表的なR
庖街を形成しs そのような機能をはたしているところをえらぶこと。
このようにしてえらんだのが，つぎの各地域である。
(1) 山 村一一東蒲原郡三JI;!-i.五 i明
(2) 農 村一一西蒲原郡大原村，上下大原
(3) 半農半漁村一一北蒲原郡南浜村，太夫浜
(4) 都市周辺農村一一新潟市奴井輪
(5) 田舎町一一東蒲原郡津川町
(6) 旧市域エ業地区一一新潟市入舟校区
(7) I日市域間業地区←一新潟市大畑校区
2.2.2.調査方法
(J:) 調査方法の理論繊造
調査方法の理論構造は，当研究所，研究紀要第八築“教育課題設定のため《
地域社会調食の研究"CP. 27-P. 44)に詳説してある。 ここでの説明は以 下i;
のべる調査方法の理解に必要と思われる程度にとどめたい。くわしくは向車i
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-農村は水田単作地帯をえらぶこと。
・漁村の純粋なものは，佐渡その他に少数考えられるだけであるが経費の関
係から調査対象からはずす。(社会教育課との共同調査として，その後西
頚披郡筒括部落の調査をして，これを参考にした〉
・半農半漁村については，本県の漁村は漁業一本のかたちより，むしろ半農
半漁村で代表される。しかしそのなかでも，できるだけ，漁業世帯率の高
いところをえらんで，漁村的な性格も重要にみる。
・都市周辺農村では 9 水田を主としながら，都市という消費地を近くにもっ
ていて，畑作もかなりおこなっているところをえらぶこと。
・田舎町では，他の都市から比較的はなれていて}隣接農村のなかで経済的
文化的中心としての機能をはたしているところをえらぶこと。
-旧市域の工業地区は，大工場よりもむしろいわゆる町工場が密集していて
サラ 9ー マ γより，むしろ職人気質的なものが濃厚にみられるところをえ
らぶこと。
-旧市域の商業地区は，商庖が密集していて，その都市のなかで代表的な商
庖街を形成し，そのような機能をはたしているところをえらぶこと。
このようにしてえらんだのが，つぎの各地域である。
(1) 山 村一一東蒲原郡三川村， 五 同ー尺
(2) 農 村一一西清原郡大原村，上下大原
(3) 半農半漁村一一北蒲原郡南浜村，太夫浜
性)都市周辺農村一一発ir潟市坂弁論
(5) 閏舎 町一一東蒲原郡津川町
(6) I日市城工業地区ι一新潟市入舟校区
(7) I日市城商業地区一一新潟市大畑校区
2.2.2.調査方法
(1) 調査方法の理論構造
調主主方法の選論帯主主は，当研究所，研究紀要第八集“教育課題設定のための
地域社会調査の研究"(P. 27-P. 44)に詳説してゐる。ここでの説明は以下に
のベる調査方法の理解に必要と思われる程度にとどめたいc くわしくは同記
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要を参j損してほしい。
すでに述べたように，従来のこの種の調夜は，対象を静止的・固定的にみる
傾向があったが，われわれはこれにあきたらず，調査の焦点を人間主体にす
え，地域の人々の問題的な行動態度をとらえよう ιした。人間主体の行動様式
を問題にする場合につぎのような調査態度を之ったo
1. 主体と環境との関係的なありかたとして，綜合的に抱握する。
個々の問題的行動態度を発現させる主体の側の要因として，その地域の人々
のもつ人格のゆがみがある。また，それは，環境の側の要因としての，その地
域社会の特殊な社会関係と社会過程の様式のもとに形成されたものである。わ
れわれは，問題的行動態度を，人格のゆがみと地域社会の仕組のご面から，そ~
の両者の関係構造として把揖しようとした。
2. 構造的全体的に把握する。
人間の行動には，一定の秩序があり構造が存在する。人間的行為の分類や構
造.のたてかたは，人によりかならずしも見解の一致をみているとはいえない
が，そこに共通的に存在する意図は，人間的行動を，層的把握において，構造
的・全体的にとらえようとすることである。この工うな見地にもとずいて，つ
ぎの三つの層によって，とらえようとした。
(1) 生産的行動ーー もっとも基底的な下部構造をなすものであって，個体的
および種属的生命の保持発展としての「種属的行為」すなわち衣・食・住など
の生命の保護保全の行動と. r経済的行為」すなわち生産・資源・労働交易 ・
分配 ・消費 ・金融などが含まれる。これらの行為は，人間生活にとって，もっ
とも基礎的意義をもつものである。
(2)社会的行動一一社会の中部構造をなすものであって，人間的社会関係、を
統制し，あるいは，人間的生活を構成する行為である。このなかには「集団生
活的行為」すなわち，家族や近隣や部落などにおける人間関係的行動や集団行
動 ・「政治的行為Jr伝達的行為」すなわち交通・通信などが含まれる。
(⑪文化的行動 社会の上部構造を形成するものであって，r生活表現的
行為Jともいえる，観念形態としての行動様式である。このなかには教育・教
養 ・宗教.、芸術 ・科学・厚生慰安などの行為が含まれる。
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3. 歴史的 ・発展的に把握する。
人間ie"Jわ動の模式は，先にもしばしば述べてきたが，決して偶然的なものでは
なしそれぞれ歴史的必然性と歴史的背畏とをにない，歴史的に形成されてき
たもので、ある。したがって，これを歴史的発展的に把握することによって，あ
る行動が，真に問題的行動であるかどうかをみきわめ，またそれがどのような
関係構造のなかに形成されaその社会の進歩に対して，どのような障害となって
いるかを知ることができる。これにもとづいて，さらにそれをどのように改善
し社会の調和的な発展を笑現するかを明らかにすることができるのであって，
そのためにはどうしても地域の歴史的現実に立たなければならない。 ここに歴
史的 ・発展的把握の必要性が為る。
4. 心理的に把握するo
人間的何為を他の生命体の行動と区別する最も基本的な特徴は，それが自我
意識を中心とした，知性的 ・意識的な行動形式である点である。知性的 ・意識
的行動とは人聞が目的的に環境に適応する力含獲得し，その行為を敏速に環境
に適応せしめることである。 Lたがって，人間の行動様式をとらえるために
は，行動の原動力左なる動機・目的・欲求・意識にまでさかのぼって追求しな
ければならない。
(2) 調査方法と手順
上述の観点にたって，調杏構造をつぎのようにした。
。|第一段階明石 詞石|
1.生活事実を洗う。
問題的行動態度は，主体と環境との構造的連関において生ずる生活事実
あるいは生活行動，具体的にいえば，その地域内の事件や話題となった事
笑に端的にあらわれている。このような具体的な生活事実をさぐって，問
題追求の観点をとらえようとした。
2.心理的特性を概観する。
行動の心理的追求の第一段階として，適応状況の調査に焦点をすえ，こ
れとの関連において，基本的要求調査・内一心理的機能特性調査 ・生育史
調査 ・学力検査知能検査などをおこなった。
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。!第二段階く第二次調査)I 
第一次調賓の結果から得られた問題点について，なぜそのような行動をと
るか，即ち地域の人々のものの考えかずこ，環境に対処する心構えをより深く
とらえ，環境と主体との関連的構造において生活体制を追求しようとした。
ol第三段階(第三次調査)I 
以上の調査によって得られた問題的行動態度について，客観的な裏付けと
確めを求めるため，地域環境の調査をおこなった。
@第一次調査
I 生活事実の調査
(1) 調査項目
(成人について〉
イ 地域として改めねばならないと思う事笑
ロ 地域におこった主な事件
ノ、 ちまたやろ端で，注目され，また話題となった事実
ニ 生活上変ってきたと思われる事実
ホ地域の慣習
へ 地域においてと くに自につく事実
ト 普からの事件や治事史をしらべる
0(級業 〉 第一次地域社会調主主表 新潟県教育研究所
みなさんの学校の教育を，いっそうょくするために，県の教育委員会では，地域のみ
なさんからいろいろとご意見をきかせていただこうとし、うことにしました。 ごめんどう
なおねがし、でおそれし、りますが， つぎのことがらについて，ありのままのお考えを書き
入れてくださし、。みなさんは全県におけるある地区を代表していることになりますので
未提出ということのないようにお願いします。なおこのご意見は絶対そのままでは他へ
もらしません。菩くことがらは， できるだけ広い範囲にわたって考えてくださL、。例え
ば保健編生・しごとやくらし向きのこと・交通通信・つきあい・慰安・教育・政治・ 犯
昇や災害・文化教養・信仰等につL、てです。
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(質問一〕ろばたや寄合いや世間話などで. 話のたねになることがらや常に話し合われ
ることがらをかL、てくださ".。
(質問二〉この町村や部落または~なたの家で， ここ二・三年の聞におきた主な事件に
っし、てかし、てくださL‘。
(質問三〕この町村や部務またはあなたの家のことで，あなたが闘ったことだと思うこ
とがあったらかいてくださL、。
(質問四〉私たちの生活はだんだん褒ってきていると思いますが，あなたの町村や部落
または家の生活で，その考え方， 生活の様式・生産の方法・くらし向きで，
とくに使ったと思われることがあったら，それをかL、てください。
(質問五〉 この町村や部落またはあなたの家にある，普からのしきたりゃいL、ったえな
どをかL、てくださいくしごとに関すること ・お産 ・結婚・ そうしき ・まつり
・病気・人Aのみつまり等のことで〉
(質問六〉この町村や部落またはあなたの家のことで，改めた方がよいとあなたが患っ
ていることがらをかL、てくださし、。
その他まだ特におきかぜねがうことがらがありましたら， ここに記入してくださし、。
-34-
可
??
〈児童生徒について〉
チ 遊び，仕事"学習等について，家庭，友人間，学校，部落，村でどんな
行動をとるかの事実
り 生活の作女の分析
ヌ 教師の観察と記録
Jレ 児童に関する事件とその他生活上の署長例
ヲ 知能と学力との関係
ワ 性格行動の記述
(幼調査の方法
イ .職種，生業の規模，年令，性別，社会的地位等により，嵐イヒし，無作為
抽出により抽出する。抽出の比率は7-to
ロ 児童生徒については悉皆調査とする。
;、集団面接，質問紙調査，古老や左識者との個別面接，記録や統計類の調
査をおこなった。
ニ 結果は性別 ・年令別・職種別 ・生業の規模・社会的地位等によって数的
に処理し，問題点を把握した。
ホ 児童生徒については，学年別 ・性別に処理した。
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|行 動 意識 調査票 |小中|年1:1
一
足日竺1家庭では A 学校では B 友だちとの閣では C I町(、大らや人ろし村方のい で は D (あなた，父母，兄弟) (友だちゃ，先生や，) (~ゃ， Bで，かかな) しごとや'L)そのほかのことで Kの捻かのことで かった v とで や， きまり」 ろなことで
1.どんな遊びをしていますか
一i 2.どんなましすごとや，てつだL、を
してい か
2民
13.気持がわるレ，いやだ.おも
| しろくない，はずかしいとお
| もうのはどんなときですか。
4.気持がいい，楽しい， うれし
い.おもしろかったとおもう
のはどんなときですか。 一一一~. これはよL 、ことだ， 正しいこ
とだとおもうのはどんなとき
ですか
6とれはまちがっていヵきるt，怒し、
ことt:..なおした方 ょいと
おもうのはどんなと ですか
7こうしてもならL、たいと希望す
るのはどん ことですか
8.一日のく右らしの7間'_:¥，、t.:.¥'‘のと 11ld 1 1I 1 -'11 J1 j_ 11 I_ 1 I I _1 -'1 ili L Ld 1 1 j1 ' 1 I ころを， の時にあわせて 1 I  JJ11 1 . l. 1 1 1 
かL、てくださL、。 11 11 [111 ¥111 11 ) 11 11 11 11 11 1 i1I11 11 I I 1 r11 11 1 . 11 11 I 
生活時程表
E 心理的特性の調査
ここではつぎのように調査内容を決定した。近代の行動理論は，人間行動の
源泉的動因として，人間のもつ基本的要求を指摘する。われわれは，行動主体
である個人の基本的要求に鋭〈着目し，基本的要求が，イ同人の内的諸要素や外
的な環境との関係において，どのように立ちはたらくことによって，どんな行
動を生みだしているかをさぐろうとした。行動とは，個人の基本的要求が行動
の動因となりながら，ぞれが内的 ・外的障壁にぶつかり，そこにある種の葛藤
を生じ，やがて，何らかのかたちにおいて解決された様相である。その解決が
社会体制に適応しているかどうかによって，適応行動となり，不当適応行動と
なる。この適応機制を究明しようとした。
|一 {~ 生理的 I I ~XA/'lll!l*=tJ 建設的基本的要求 B 自 我 的 (A積極的(・社会的適応C 社 会 I _，_.. _，-_，.，_~ .'~_L I r ，- -1 _， ." I ~I跡的「B制攻撃
ト 一一→|足の機制 ~ .u-oJ:.，，"¥ .反社会的
吋 |一叫一四日…相一 I Gllli< "'r.I:li1l1 c叶夢・心身の特性・湾償 |ー 、 ・合理化
B外的一環 境 的 | ・好訴的
以上の見地から，第一次調査では，つぎのような調査を質問紙法，集団面接
法，教師η意見聴取によっておこない，適応機制を概観した。
イ 適応状況調査一一質問紙法，児童生徒に笑施，小1，2年は集団面接に
よる聞きとり
ロ 基本的要求調査一一質問紙法，児童生徒に実施，小3年以上
ハ なやみ調査一一質問紙法，児童生徒に笑施，小3年以上
エ 人格の基本的特性調査一一教訓iの許価
ホ 学校へまだ入学しないときの子どもの性質の調査_f.買聞紙法，父兄に
実施
へ 生育状況調変一一質問紙話会，父兄に実施
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~~ I 高学年用適応状況調査票 | 川 年l妻i
つぎに1から1までの問があります。それぞれの聞に1'1，イ，ロ，ハ， エの四つの答
があります。自分のふだんのことをよく考えてみて，一ばんよくあってL、る答にOをつ
けてくださL、。
1.あなたは毎日どんな気もちでくらし
ていますか。
イ，まわりの人が，みんなよし、人なの
で楽しくくらしている。
世，まわりに，いやな人が多くて，楽
しくなL、。
ハ，すこしは，いやな人がいるがそん
なに気にかからなL、。
ニ，まわりの人のことなど考えたこと
がない。
2.あなたはおうちで自分の思うことが
できますか。
イ，どんなことでも思うよ うにできる。
ロ，思うままのことは，なにもできな
L、。
ハ，思うままに，できることもあり，
できないこともある。
エ，そんなことは考えたことがない。
3. あなたは学校で問分の思うことがで
きますか。
イ，どんなこ主でも思うようにできる。
ロ，思うままにやれるこ主はなにもな
L、。
ノ、，思うままにできることもあり，で
きないこともある。
ニ，そんなことは考えたことがない。
4.あなたは勉強や仕事が思うようにで
きますか。 ※ 
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ハ， ある点ではだめだと思っている。
ニ，人がどう患っているかなど考えた
ことがない。
7.めんどうなことがおきたとき，ほか
の人はどうしますか。
イ， t.こいてい私の;意見をきく。
ロ，いつも，だまっているから私の意
見などきかない。
ハ，ぽあいによっては君子、の意見をきく
こともある。
ニ，よく殺見をいうが，ほかの人は，
さんせいしてくれない。
8.こまったことに，ぶつかったとき，
あなたはどうしますか。
イ，こまったこ主にぶつかっても，よ
く考えてどこまでもやりとおす。
ロ，ちょっとしたことでも人にたよろ
うとする.。
ハ，こ支ったこ主にぶつかると人にたノ
よることもある。
ニ，いつまでもくよくよと考えこんで
いる。
9.あなたは物事をきめるときえどう し
ますか。
イ，たいていのことは自分できめるo
h 自分のことでも人のさしずをうけ
てきめる。
ハ，ばあいによっては自分でどこ A 
※イ，どんな勉強や仕事でも自分の思う
ようにできる。
円思うようにやれる勉強や仕事は，
ほとんどない。
ハ，思うようにできるものもあり，で
きないものもある。
人そんなことは考えたととがない。
5.ほかの人は，あなた切を仲間に入れて
くれますか。
イ，みんなが神聞に入れてくれる。
ロ，だれも仲間に入れてくれない。
、，仲間に入れてくれる人もらるし，
入れてくれない人もある。
ニ，仲間に入れてくれるが，すぐ仲間
はデれにされる。
6.ほかの人は，あなたのことを，どう
思っていますか。
イ，なんでもよくやれると思っている。
ロ，なんでもよくやれないと思ってい
る。
A までもやってL、く。
ニ，なりゆきにまかせる。
10.あなたは，いやなことを人におしつ
けられたとき，どうしますか。
イ，どこまでも，はんたいしてやらな
ロ，心の中でいやだと思いながら，が
まんしてやる。
ハ，いやだとt思うがやってしまうこと
もある。
エ，ほかの人に，あたりちらす。
11.あなたは，なにかやるとき，ほかの
人のととを考えてやりますか。
イ，なにをやるにもほかの人のことを
考えてやる。
"'，ほかの人のことなど考えないでや
る。
，ばあいによっては，ほかの人のこ
とを考えてやる。
ニ，そんなことなど考えたことがない
いよ|三|三!こi三|土|工|土1 9 1~1~1 計
ロ
ー
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|低学年用適応状況調査票 | ねん|民主|
1.まらなたは まわりにいやな人がおおくて，まいにちいやなおもいで くらして
いますか。 〈らしています。 ぐらしていません。
， 2，あなたは おうちで，じぷんのおもうことが なにもでをませんかの
できません。 てきます。
3，あなたはがっこうで，じぶんのおもうごとがなにもできませんか。
てきません。 できます。
4.あなたは ベんきょうや しごとを，じぶんのおもうようにできませんか。
できません。 できます。
5.あそびや しごとのとき，ほかの人は，あなたをなかまにいれてくれませんか。
いれてくれません。 いれてくれます。
6.おうちの人やおともだちゃ よその人たちは，あなたのことを なにもやれない
とおもっていますか。 おもっています。 おもっていません。
7，あそびやベんきょうなどで，ほかの人はあなたのいうことに さんせいしてく
れませんか。 くれません。 くれます。
8.あなたはちょっ之したことでも がっかりして，先生や おうちの人やおとも
だちにたよりますか たよります。 たよりません。
9. j;;，なたは じぶんのことでも，先生やおともだちや おうちの人のさしずをうけ
て きめますか。 うけてきめます。 ちがいます。
10.あなたは ほかの人から いやなことをし九、つけられた主き，心のなかでは いや
だとおもっても，"刈、つけられたとおりにしますか。 します。 しません。
11.あなたは なにかをやるとき，ほかの人のことをかやがえないでやりますか。
かんがえないでやります。 かんがえてやります。
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査調求要
男
学校 一一一一 年・名まえ一一一一一一一一一一一一女
1 だれでも 気tとかかることや やりすこし、ことがあるものです。そのうちからあ
なたがいつもかんがえていることを こたえて くださし、。
2 やりかたは まずつぎに 書ーいてあることを よくよんでくださし、。そして
いつもつよく かんがえているものには⑤
とき どき かんがえるものには O 
あまり かんがえた ことのないものには x 
をつけて ください。上のばんごうにつけてください。
3 これは テス‘トではありませんから @やOのかずがおおし、から よL、とか
すくなし、からよい とかし、うことはありません。おもって いるとおりに書いて
くださL、。
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なやみ調査票1
?、??
?
， ， ?
?????。?っ?
?????
? ???《???? ??? ?
? ?
?
?
?
?
????
? ?? ?? ???
??ゃ??
? ??? 。? ?っ?? ??
~I : I 
.1背の高さが依すぎる
(高すぎる〕。
2.ふとりすぎているくや
せすぎてL、る〉。
3.色が尽すぎるく白すぎ
る〉。
4.きりょうがわるL、0
5. しせいがわるい。
6.体力がなく，がんばり
がきかない。
7. あまりねむれなL、。
8.よく病気をする。
9.食べ物に好ききらいが
多レ。
10.つかれやすいn
11.耳がとおL、。
12.ひどレ近視である。
13.運動がへたである。
14.にきびがある。
15.物事をあまりまじめに
とりすぎる。
16巴いつも運のわるい目に
あう。
17.いつも自分がしあわせ
でないと感じている
????????? 。っ ????? ?
19. ょくしくじりをする。
20.死の不安におそわれて
L、る。
21. そそっかしい，よくも
のわすれしたりする。
22. ~怒にふける。
23.いやなゆめをよく見
る。
24. ほかの人ほど生活に楽
しみがない。
2ラ.くらい主ころがこわ
L、。
26.ひとり浅されるとおち
つかなし、。
27.なかなか決心がつかな
L、。
28.すぐかおがあか 4な
る。
-44一
29.すぐにあがってしま
う。
30. ¥，、ゃな友だちをもって
いるo
31. <bる人人からきらわれ
ている。
32.けんがしやすい。
明.すぐにカツとなる。
34.自分がいやだ。
35.よく人にからかわれ
る。
36. よく人にいじめられ
る。
37.よく人からゐらさがし
される。
38.一人も仲よしがない。
39 ごうじようである。
40.自分がよく人の話のた
ねになる。
41.すぐに気をわるくす
る0
42.友だちができにくし、。
43. うち気である。
44.ほかの人たちの仲間入
りができなレ。
45.指導者としてえらんで
もらえない。
46. もっと人にすかれた
L、。
47.思うことがよく話せな
L、0
48.すぐ人のいうとおりに
なる。
I 2I I 3I 
49.男な (女〉の友だちがL、 63.家庭にゴタゴタがあ 82.先生がきびしすぎる。
L、。 る。
83.先生が不親切である。
50.男(女〕の友だちが多 64.父親(母親〉がし、なL、。
84.先生がひいきをする。L、。
65.両親がし、なLζ。
85. ~震には勉強の場所がな51.男(女〕きの人主うまく
話がでない。 66.兄弟がし、なし、。 L、。
52.男女共学がいやだ。
67.兄弟が多すぎる。 86.学校の成績がわるい。
53.男 (1;:)が大きらいで
ある。
68. うちであまりにこ子供あ
っかし、にされる。
87.ぜいせきの順番が気に
な石。
54男ゃ(女だ〉。 であることが 69，親がきびレすぎる。 88，勉強がきらL‘だ。
レ 70.親くれがちっともかまって 89.学円1-、，】校。に行くのがL、や
55.見(女〉のことをきいー ない。
たり，口にしたりする 71.親がほかの兄弟をかわ
のがはずかしし、。 し、がる。 90.教室内で落ちつかな
L、。
56. 所男 (女〉 のまく集っなてし、る 72.親が理解してくれな 91.授業の時あてられるの
ではかた ってし L、。 カ旬、やだ。
まう。
57.からずとのことで人に言あ
73.親がよくしかりつけ 92. ものおぼえがわるい。
えない心配ごとが
る。
'.13.大きらし、な勉強(老女科〕
る。 74.親にいえないことがあ がある。
58. 同弟じうに学(校思姉えのまた中で兄ますこ
る。
iま は人妹が〉の 75.剥が信用してくれな 94.大きらL、な先生がい
よる L、 L、。 る。
る。
76.親の考え)iがふるい。 95.先生がわかるように教
えなレ。
59. きらL、な男〈女〉生徒
77.告示(が経済的に苦しL、 96.組の中にし、じわるがし、力、、る。
くらしが苦ししう る。
60.台好、きな男(女〉の生徒 78.紛がし、そがしすぎる。 97.学あ校の設備が不十分でいる。
79.近所の環境がわるい。
る。
61. うちで男女のすあっかL、
方が，ちがし、 ぎる。 80. ~き~tをうやまうことがで 98.いつも試験のことが心配である。
62.等うすちゃ学校で男女が平 ない。
ぎる。 81. ~反からにげだしたい。
¥ 4 I I 5I I 6I 
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人格の基本的特性調査票
兄弟O 姉妖A
-1-2-3-4-5-6ー 7-8-9-
1.気がる，寛大
2 神経がこまかし、
.気持がやさしい
3.容仕的，協伺的
4. かしこL、，自主的
日統一された強かな経
.験・合理的
?? ?
?
?
? 年|男女|
Hー ト-1-'-1-1はにかみゃ，がんこ¥
ト→- 1- 1-1 神経があらい，冷い ¥社会生活の一つ特 性
1-1ーートー!一一! 自分勝手，孤立的 / 
ド-1- 1- 1-1 おろか，依存的 ¥ 
¥知的生活の
1--1ー :ー →- 1'統一のない少い経験/特 性非合理的 / 
6.感情が安定，自制的 |ー 」ー1-1 野 21存32tい
7.陽気，話しずき -ー :- 1-1憂うつ無口 主コ特儒生活性の
8・す感動ぐ緊し張やすすいる 同i 一，1-ー トードー| 鈍物Z感jl:におどろかわ、
9.資任をもっ，良心的 トー.~_-!-_'-→ 無責任，でまカ吐 :¥ ;芳
10.枇話やき， 気どりや 1-1ー I-~-Iひかえ目， 気どらな 日行動Z
1.精力的，てきぱき ドード-1--1-ー ! 思生案ぬるい，ひっこみ
12. 勝気。，〈上言わ手tに〉でる 1- 1- 'ー 1- 1棚，半疑でる 一一特自己表現性の
上の適当な位置にOf.[Jをつけ， 特に注意すべきことがあったら下の欄にかいてください
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雨入まだ入学
世帯主 (
この紙はおたくのお子さんの 小学校へ入学されるまえの せいしつなどをきがせ
ていただくためにっくりました。それで，かぞえ年で四つ，:J.王つ，六つ， 七つで入学前
のお子さん，いま小学生， 中学生のお子さんについて，小学校にはいるまでのニ，三年
のようすを思いおこしていただいて，'例に示したように印(しるし〕をつけてくださし、。
この紙にあげたようなせいしつがみられたときはσ，はっきりとみとめられたときは
@，はんたし、のせし、しつだったときはX， よくわからないときや，なんともL、えないと
きはV，をつけてくださL、。 お子さんの名前はいりません。
例一
せでし¥ミしよデk¥醐~¥ー，ご闘か主とよぞ主え『土年主4男
中 入学前のお子さん
14 I I I 
長女 1 I I 
おおらかであるくお
1 おようである，がん × 。
こでなL、〕
1)1 2 告がるでいじけてし X 
し、。 。
3 おとなや先生によく 〉
親しむ。
。
4 気もちがやさしし、。 x 。
一
5 すなおである。 X 。
(2)一一
百か五ら好ゐ多かくのヂZ・5 一6 れる。 X 。
7 同情ぶかくしんせつ司
である。 X 。
「tl|B 共同のものをそまつにしない。3)1 9 自分勝手でない。10 ほかの子どもとおり f
あL、がよL、。
1 かしこい方である。 。。
(4)1 12 ちゅうい深い。 。。 ， 
Eしい主おもうこと13 はがんばってL、う。 。〉
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. 
一一一-~---一一一一一f、........._.........ー ・ー 一ー一一一一ー一一ー一__ ~__'b._ 
一羽一
|生育状祝調査票|
この謁査は， ilbなたのお子さん方が， 今までどのように育てられてきたかを調べて，
これからどのように教育してL、ったらよし、かを決めるためのものです。 1からj順番に，
Jそれぞれの項目について，あたっているものは rはし、JのらんにOを， あたっていな
いものは， .r~ 、L、え」のらんにOをつけてください。そのほかのところは記入しないで
くTごさL、。
③ |おたん山まで |はLlr !僻地ぬ…て叶 [2 ったことはありませんか。
1 2|蜘酬をきめてやりましI.1 あすこえましたか。 一一ー 一一31 A うちでつくったもの B 
!子γ?ばーとき I1 B 買い入れるもの面 2 泣iJ、Dけす乳をやりました 41食事の分量的てあ叶ましすこか。
せましたか。
fこえましたか。 一一
4イ|卜ひとりで附ましは山た
5 A うちでつくったもの B 一
B 質い入れるもの
61子叫し叩とりで目民 |りましずこか。
台、D
71ねる崎町きる時間は大|
E 61眠カ，っ静てかいるとき家中のもの¥ 体きめておきましたか。 I
tこLましTよか。
71 ¥一一うにi上 81朝J包きなLと無理に起は|したか。しましたか。
たか。
りしていましたかO '
91泣Lて山わなL叩き| 10 はひどくしかりましたか。
ましたか。
101泣くとーω 。 にしむけましたか。
131 こわがるといたわってかば
L、ましたか。
びしくしかりましTこか。
121病し気たかの。ときに大慶心配しま I
l21 らんぼうな遊びでもかまわ 1
ないでおきましたか。 I
⑧ |学校に…まで |は
|… …|士りましすこか。
1 1子γ餓につLー | 15 おこったとき，ほっておき 1も心 しましTこカミ。 |ましたか。
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二|お以とふし川し1-1 たか。 11町とでもほっておきま|すか。
巾らか川のはむりにもJ I かたづけさせましたか。 12iMをすると山叶か。
えてやりましたか。 131おこると山仇
1ふだん委主ことをきカなL19 とき， いたりしました
iJ'。 ますか。
@I学校へはいって 'b'I? li'i \" I ~\' |一一一1:-15 おきますか。 一一ー-A ふつうのいたずずらら 百』
1 1ぉ…叩きめてあり11 
B ひどし、L、た
ますか。 61町散ら川叫づII 
21食す事か。の分量はきめてありま I 1 
けさせますか。
171いいつけた仕す事かはどうしてII 
もやらせま 。
ョベさせるほうですか。 一一一一 181床附叫せます九 11 A 質うちでつくったもの IB 
B い入れるもの
41 ~山も鼠喰ぺ?~Iすか。 ペ勉強のこと I'i~;ò'ì しく世 |誌をやきますか。
ますか。 201成続一て心配して世話|をやきますか。
61おそくれ起きて吋世1I 話はやきませんか。 21I友く達ばっについてす心配して気をIていまか。
71問問…こ叶 ! 21勉強同 Lつ何事|はやらせますか。
七、。 231勉すか肢。の時聞はきめてありま1
ますか。
ペー葉を刈るように|つとめていますか。
101すなかるべ。く家の中で遊ばぜまI 251男(女〕子は男ますく女〉らし1くしつけてい か。
@第 二 次調査
第一次調査の結果，およそっかむことので、きた問題について，個人面接調査
によってさらに深く追求した。
I 成人勤労青少年の生活行動態度
E 児童生徒の生活行動態度
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のこつについて，それぞれ調査内容を決定した。訳査対象世帯の決定には，職
種 ・生業の規模 ・社会的地位を考慮して層イヒし，有意抽出をおこなった。そし
て p 同ーサ帯内の成人殻l蛍背少年と児童生徒とについて調査した。
成人勤労青少年調査の調査項目は各地域によりかなりことなってくる。児Z量
生徒調菟は調査項目は大休各地域同ーのものをもちいた。しかしこの際も質問
の観点や内容が異っていることはいうまでもない。
| I 成人勤労青少年調査 | 
調査票はつぎのとおりである。
山 IU-!tjc東蒲原郡日1村五十沢部落〕
〔被調倉者 〉 調査員
大項目|小項巨| 記 人 欄
の(農牛.業f，!i)と捜炭
a生かる計生産を支it.何え 1 ィ・農工f也諜業・関・製係炭その -おE何かの生。活それを支以えているL、ちばん大る切しなどしごとは は前からやっているしとかど
うか親の代からかどうか。
ロ 幾諜は商業的 -この辺は農い業るl'l女平供のしごとと言われている
かどうかについ ときいて がそうか。
て一理由 -それはどうしてなのか。
ノ、 出稼はするか -冬出はどうしているか。収入の迅は何か。
その理由は 緩うかをする地方出もし稼なあかいるがここEまどうか。お宅は
11 b生産の様式
ど 。どんな 。
-そうした出稼を のは何故か。
イ 生産の規模
-惜の耕側どtきt与Et何てt人ほで手し若し聞、者く仕主ら哨事も ヂと鋭棋はど ない，もまた他に しかうか せてらやえるならかし 必は要どかん
なにしてっているか。
ロ 共同イヒ ・多角 -この辺は共同作業は考えられなし、か。そのわけ
化 ・綴被イむ・務 は?
力化 -緬山は二毛作はが考どえうられないか。
羊が多L、 して飼いだしたのか。間に合
うかどうか。そのわけは?
ハ 労働の労問働題要 -議き繁手期は何とか忙しいときは一家総出か。お宅し、時の働は
-家庭の 人か。それで足りるか。足りな
・労員働時間
どうするか。
-忙しいでしょうが凡そ何時間佼働くか。年中そ
-詰盛男岡女冬の糊差 、ャうー」降か。
主人之奥でのけ重すとき芳かとん妻。なもとどもらが忙し¥'ものか。嫁き準備とrJ んはどう
-線山は一家 働き手の降とるし冬ても準ら備うのか。
-働二と・将三男来の労 は~ど に蜜 のを始める
というが.どんなことか。
-公休日 -二 ・三男はどうしているか。分自家由すに休るかむ。
-公休日はどう してきめるか。 とどう
なるか。
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の二つについて， それぞれ調査内容を決定した。読査対象世帯の決定には，職
種 ・生業の規模 ・社会的地作を考慮して層化し，有意抽出をおこなった。そし
て，問ー世帯内の成人勤労青少年と児童生徒とについて調設した。
成人勤労青少年調査の調査項目は各地域によりかなりことなって くる。児童
生徒調金は調査項目は大体各地域同ーのものをもちいた。しかしこの擦も質問
の観点や内容が異っていることはいうまでもない。
; 1 成人勤労青少年調査 | 
調食票~ìつぎのとおりである。
∞IU! t:lc東蒲原郡三川村五十州都
(彼調資者 〉
大項目 |小 項目
調査員
?
A 制
(最柴と製炭
の生活〉
a生音iを支え|イ 農業・製伏
る生産は何| ・工業関係、その
か|似
ロ 最諜は話[採的
かどうかについ
| て・理由
ノ、 出稼はするか
その理由は
??????????????
ロ 共同化 ・多角
化 ・機械化 ・省
力化
ハ労働の問題
・家庭の労働要
員
-労働時間
・農閑期
.男女の義
.越冬準備と労
働
・二 ・三男の労
働と将来
・公休日
-お宅の生活を支えているいちばん大切なしごと
は何か。それは以前からやっているしごとかど
うか親の代からかどうか。
・この辺は燥兼は女子供のしごとと言われている
ときいてし、るがそうか。
-それはどうし 亡ーなのか。
・冬はどうしているか。収入の道は何か0
・1:1:';稼をする地方もあるがここなどうか。お宅は
どうか。どんな出稼か。
・そうした出稼をしないのは何故か。
・お宅の耕作はどれくらいか。税務署ーとは関係は
ない，まずこ他にもらすことはしないが蒸しきか
せてもらえるならきかしてほしL、。仕事はどん
なにしてやってL、るか。何人手聞くらし必摂か
.この辺は共同作業は考えられないか。そのわけ
t主?
・山は二毛作は考えられないか。
・緬羊が多いがどうして飼いだしたのか。間に合
うかどうか。そのわけは?
・農繁期とか忙しいときは一家総出か。お宅の働
き手は何人か。それで足りるか。足りない時は
どうするか。
・忙しいでしょうが凡そ何時間位働くか。年中そ
うか。
・ご主人と奥さんとどちらが忙しいものか。嫁さ
んはどうですか。
・嫁は一家の重要な働き手としてもらうのか。
-山は醤どけとともに笛の降る冬の準備を始める
というが，どんなことか。
-ニ ・三男はどうしているか。分家するか。
・公休日はどうしてきめるか。自由に休むとと う
なるか。
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d生.産生活へ イ これでよしの川 .¥，、ろL、ろ仕事のことについてきL、てきたが，あ
の1諾えはど | 忠L、か。 一一そ| なたはこれでよいと考えているか。仏方がない
うか | の選出は? I e. ¥，、うのはあきらめているということか。
I I・怒い点は伺か。ぞれば改められると思う点は何
か。
c余儀なくさ
れる生活と
乙れに対す
る考えはど
うか
エ 日正史的~遷
・生産の種類の
夜道
・自然との斗L、
(洪水・・・〉
・人口増加との
関係
・地主・資本家
の披移
イ 婚姻関係... 
どういうところ
から嫁をもろう
か， ~背はどうか
それは何故か。
ロ 休後と栄養
・公休日
・阪限時:間
・食生活の内容
ハ子どものしつ
けと教育
・長男と二 ・三
男
・幼時の坂扱い
.平ども主仕事
・学習面その他
エ レグリェーシ
ヨシ
・男 ・女の差及
内容
ホ夫婦生活一家
図書提
-一家団らんの
機会
・生活設計，そ
の他夫婦の諮
らL、
• jl事:嗣lの考え
ロ 人間としての
生き甲斐をどこ
に見出している
か。
・今のしごとの
よさ~t.
ハ幸福な生活の
建設は不動産か
金か，教育か，
叉は何か
ニ 改善方策とそ |
の考え方 | 
-お宅のしご主は昔は何であったか。この土地は
昔・は何していたか。
・それがどうかわったか，それは何故か0
.この土地のしごとで昔から闘ってきたのは何
か。どうしてそれを防いできたか。
・背は地主が何軒くらいあったか。それはどう し
たか0
・普の金持ちで今残っているのは何処か。 00さ
んは普から金持ちか。
・嫁は家にくるものだとし、う考え方があるが，そ
うか。そのわけは?
??????。? っ? ??。? 。? ?? ? ?? ??
。????????
? ?? ? 。
。 ?
?
?????????
? ?
??
???
?
?
?
。
?
???
???
??
?
???????
?ぅ。?????????
?
?
??????????
?? ?????? ? ?
.8姓で〔今の仕事での幸福な生活で〕一番大切、
なものは困地や不動産か，金か，または教育か
その理由は?
-忙しいと夫婦が語り合うのは仕事のことばかり
となりがちだと思うが，子どもをはさんで楽し
くす苦り合う主か;いこいの一時をもっという こ
とは，実際にはうまくとれるか。
・こうしたことに対してどう誘えてL、るか。
・子どもは何人くらい必要と思うか。 その理由
は。あなたはどうしてL、るか。
-生きるための仕事はつらい点、も多いと思うが，
あなたが張り合いにして満足している点、は何か
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生〔活苦〉しい経済 身なり ・調度品
. ~反の加え
a何が苦しく イ入生は産?とその収
しているカ‘
その
な(何け故かれ〉ばそなうらし
ぬの
b昔はどうで イ 背何故とくらべて
あったか ?.fif;f;¥r? 
cす生活るを楽に イ この於策につ
にはど いて
うしたらよ
いか，それ
はどうして
か。
ロ 二に対男す三男る考の問え
題方種け叫¥lj材kすの人口同き
にしても
たらきく〕
村(の居実1心地態〉よい
aこの部関落係の
人聞 は
どうなって
L、るか。
~;l. 道等からー応推定すること・・ 架して貧乏
んとかなあ食:zーか?。か
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. 
. . 
支出については誰も語りたくないものだ主
。 .¥，、ゃなことをきくと思われるかもしれ
が，除んとうに村をよくするための教育は
んの肢のrl"をきき，それに対する理解がな
ばうまくし、かない。いやでもあろうが，正
ところをきかしてほしし、。苦しみがわから
れ~f. 苦しみをうちゃぶる教育はできない
育費は限に上ると思うが，どうか。子供の小
に小言を言わないか。言うのはだれか。そ
けは?
において分家させると金がかかると思うが
か。どれくらし、力、
させることと数育して出すことを金の面で
べたことがあるか。
生産費と主主ifl設はつり合ってし‘るか。貯金の余
なL、か。そのわけは?
つりあい上とか，菅からの絡まにから，馬鹿
いが牝方がないという出費はどんな場合か
るとどうなるか。
ないと一番困るのはどんなことか，借金し
で出資するものは何か。
闘ったら， よいl磁をみつけて転向したらど
。なぜそれができないのか
年間1何回転くらいするか。
どれだけの金がかかるか計算したことがあ
を主人がにぎってL、るのは何故か。若しそ
ないとすれば，それはどうし、う理由か。
するとけもんほといわれないか。どうして
か。
のまJH'r二国績は限られている。 |倣業もそう無
とは言われなL、。こうした現状でニ・三男
う処理しようと考えるか。
たがやっている方法は?
の人!聞のj諮加についてどうし、う対策がよい
うか。
-一家や
・来綜は
のできごとはどうして解決されるか。若い
k混入は反対しなレか。どうするか。
こL、
.ζjニど
いる
どうしているのが一番よいのか。またかし
のか。
もが自分らの;日.見がし、れられないといって
が，どういうことなのか。
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b歴史的に見
てどうL、う
原因が考え
られるか。
Cこの部落の
人間関係に
対しての構
え方はどう
ヵ、。
-子どもの意見
ロ 隣近所
・組内のつきあ
L、
.仕事の関係
(利害椅反?)
.もめごととそ
の解決
ハ部落
-寄合・還挙・
重立の座等
・レグリエーシ
ヨユノやっきあ
.村ぎめと破約
ニ寄2弱者
・4寸入のきめ
・差別待遇
・団結 く寄留者
の〕
ホ村に対して
・子校問題
・笥渦対抗意識
へ組合 ・温泉と
の関係
イ 背はどうであ
ったか。何が原
因と思うか。そ
のわけは?
イ 居心地がよい
と自負する諸点
は。
ロ イく刑j・司.JjZ_・
不満とその時:の
態度
???????
??
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• {I中Tよがし、ということはないのか。あるとすれば
どんなことか。どうするか0
・殺人事件があったというが，原因は?あなたは
どう考えるか。
・ーもらい風呂はしなし、か。
. ~寄合いの相談はどうして決められるか。むつか
しし、問題のときは?
・村ぎめ宮破る者はなし、か。どんな時か。どうす
るカ、
・寄合いの相談で自分が不前な場合どうするか0
.一村同門とし‘うつながりは容合L、などに影響は
ないか。
-あなたは共有財政の恩忠をうけるか。でなけれ
ば寄倍増fか。
・寄留者であるあなたは部落に有右手はないか。ど
んなことか。どう目Eょうか。どうするか0
・寄留者とそうでない者との聞に気支ずし‘ことは
ないか。あるとすればどんなこと。そんな村に
何故きたか。
-村人りのきめがあるとL、うがどういうことか。
いつだれがきめたか。どう思うか。
-温泉は村のドル箱的存夜だと思うが，そうでな
いか。あなたはどう思うか。発展性はどうか。
・組合はうまく連蛍されているか。組合役員はど
んな人がなるか。
-部愁の人口の増えたのは村が居心地がよいため
と思う。どんな点か。そうでないとすれば，そ
れは何故か0
・自分の利轡とうまくあわぬ時はどうするかそん
なことはないか。
(生活改善〉
a鋭 Hの生活 |イ 生産的生活
に不合砲と I (以支・労働・
思われる点 | 衣食住・衛生等〕
はないか。
-診療所ができて村民は喜んでいると，思うが，衛
生J-_特によくなったのはXんな点か。衛生方南
で自分の'~誌でまずし、点はどこか。
-その他衣食住のことで，どうもまずい点だと思
われる点は何か。
・しごとのよで合理的でないと思われる点は?
b 改められな
いのか。
??
?
?
?
?? ?
、 ?
?
???。?。ー????、???
? 、 、 ?
???
?
?????
?
??
??
?
?? ?。?? ?
?
?
?
?
?
〉
???
?
??
?
ハ文化的安活
(数獲・慰安・
厚生・宗教・芸
術・" .) 
ニ 特に冠婚葬祭
・時間・償習等
εーは。
イ 歴史的なもの・
があるか
くタプ ・ー なら
fっし・・〉
ロ無自覚か。
ハ生産面との関
係か。
c生活改善で |。イ どんなことを
考えられて | したか。
L、必ることtは主(形式由
何か。 I 的か〉
ロ どう L、う考え
力、らしTこ力、
(必要?まね?
っきあL、?競争
?) 
ハ これからやら
ねばならぬもの
は?
(生産・社会 ・
文化〉
(おわりに，修養
の機会や宗教の問
題にふれてみる.
・司講座・研究会・
読書・スポーヅ
・婦人の教養面
.PAT公民館
・宗教と生活と
の関係等
d以上のこ主
の他に苦f¥落
の生活で叉
家の生活で
まだ不十分
だと恵、われ
る点は何か
一どうし
7こらよL、治、
-惑いとわかつて改められないのはわけがあるか
あなただけの理由か?
・それが村のならわしやたたりなどのことがある
のか。
・一般にはそれがよし、か悪いかp まひされてしま
ってわからないでいるという点はないものか0
.しごとや山の生活と深いつながりがあって改め
られないという点はないか。そう?ごとすればど
んなつながりか。
多く生・活改善というと，流行・競争が主li'，真
の必基堅からのものは少ない。
しかも形式的な荷iだけやられて，それが生活の
実質商にまでlえんでL、ない。 一例・・・台所が改
善されても，その下水溜が旧態然として処理が
考えられず，その傍に井戸がある。そして形は
できても，生活!埼間ゃくらしの内経は昔のまま
であり，意識の改善に生かされていなし、。
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ゆ直ゴ'.tI (7K悶単作)C西蒲原郡大原村上下大原〕
“研究紀要第八集県教課題設定のための地域社会調査の研究"参照
(3) I半農半漁村 IC北蒲原郡南浜村太夫浜コ
向上書参照
幽 !都市周辺農村 I(畑作と水回) (新潟市坂井輪〕
調査項目はつぎのとおりである。調査用紙の形式は(1)山村のものに準ずる。
I 農耕生活
a 農耕生活はどのようにされているか。
・たばこ裁培 ・耕地強理 ・労働力畜力の利用 ，・機被力の利用 ・共
同作業一薬剤散布 ・農産物価絡 ・その他
b 農耕生活に伴う諸生活
・生活時程 ・嫁入一部落内婚観 ・夫婦生活 ・衣食住 ・教育一長男
・女，次三男 ・女 ・レクリエーシヨン ・その他
c 農耕生活への構え方 4
・土地か教育か転職か・貧乏との闘争か逃避あきらめか ・生き甲斐
その他
E生活改善
a 生活改善はどのようにされているか
-食生活ーふだん，はれ ・衣服ーしごと着p ふだん着，はれ着 ・‘住居
一台所・便所・'風呂 ・寝床 ・冠婚葬祭一出産，婚姻』葬儀，祭礼，年巾
行事 ・衛生 ・消費生活 ・・その他
b 生活改善に伴う諸側面
・家計一収入支出 ・生産費 ・不作とその対策 ・子供のこづかい
-青年のむだづかい -部落経費 ・労働の再盟分 ・余暇の利用 ・そ
の他
c 生活改善への構え方
・生産のためか，理由 ・家格か因習か ・つきあいか競争か ・生活の
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単調さか ・その他
E達落の秩序
a どのように保たれているか
・家族一長男，主婦，搬，兄弟，使用人 ・近隣一吉区時の相互扶助s 風
呂農事協同 ・同族親族のつきあい ・部落一容合，役員選出，防犯，共
同のしごと へレク Hヱーシヨン，村ぎめ ・対村一部落根性，新潟との
合併 ・対組合一農協その他 ・年令集団一新l日世代の対立 ・その他
b これに伴う生活の諸側商
・生産生活 ・消費生活 ・厚生慰安 ・政治 ・教育 ・その他
c 部落秩序への構え方
・どんな姿でのぞんでいるか ・不満とその時の態度 ・その他
d こり秩序はどこから生れてをたか
-歴史的事情 ・農耕・生活的事情 ・部落の伝承的生活意識 ・戦後の社
会経済思想的事情 ・その他
lVしつけや教育
a どのようにされているか
・幼児のしつけ ・託児所 ・少年の技術や態度のしつけ ・新しい学校
教育 ・脊年学殻，青年団活動，公民館活動 ・婦人会活動 ・文化施設
J農事研究会 ・大人やこどものことば ・迷信や信仰
b 関連する生活の側面
・生産生活 ・消費生活 ・教育費 ・就職 ・その他
c しつけや教育への構え方
・子どもの人権と親権 ・長次三T:.次三男対策 ・子どもに対する期待
.その他
(5) L!!至王[c東蒲原郡津川町】
I生産的行動
生活物資の生産と再生産過程が令理化され，人間生命の保持発展の充分な
る基礎をなしているかどうか。
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a 経済的諸活動は能率的合理的に展開されて，経済的豊富と生活の安定が
保たれているか3
-金づまり ・物価高之税金高 ・収入ど支出の均衡 ・家計簿 ・冠婚
葬祭費 ・服装の華美 ・寄附金 .4:産関係 ・生産形態 ・経営方式
・労働力 ・労働観 ・生活保護 ・生き甲斐 ・職場の機構 ・労働条
件 ・組合運動 ・安全福利施設 ・労働と休養 ・経営の改善 ・技術
の改良 ・職場の教養娯楽施設 ・揚川発電所 ・木材の集散地 ・製材
所 ・木材加工 ・生産工場 ・観光答の詩致 ・商庄の専門イヒ
b 衣食住の生活様式およびその他の人間的生命力の増大に必要な環境的諸
条件は合理的に改造されているか
・台所，かまど ・便所 ・寝具や衣具 ・風呂 ・飲料水 ・通風採光
・カ，ハエの駆除 ・食生活の内容 ・食生活の方式 ・保健所の設立
・県立病院の設立 ・消火用水 ・下水道と汚水溜 ・ごみすて場 ・道
路のじんあい ・共向井戸 ・住宅難と町営住宅 ・伝染病の予防
チソコの騒音 ・災害の防止 ・IJ:闘と子供の遊び場
E 社会的行動
人間関係が充分民主化され，新しい社会の休制之秩序が形作られている
カミ。
a 家族生活は充分民主化さ れて，各成員の自由之独立が磯立されている
か。
-家長権 ・親子関係 ・夫揖関係 ・嫁始の関係 ・主婦の座 ・嫁の
座 ・隠居の座 ・兄弟関係 ・発言権 ・若い者の意見 ・子供の意見
・風呂のl頂 ・いろりの!頂 ・仕事の指図 ・経済の支配 ・子供のしつ
け ・相続 ・子供の将来 ・結婚 ・分家 ・親孝行
b 近隣関係、および町全体の統制と秩序は充分に人開化されているか。
・親類づきあい ・隣近所の相互扶助 ・もめごとの解決 ・日常の交際
・町内の警合い ・町の行事 ・選挙 ・町会の活動 ・町役場の行政
-徴説 ・犯罪の予防 ・殺人事件 ・災害の防止 ・放火事件 ・生活
困窮者の扶助 ・津川時間 ・きたりもの観念 ・高見根性 ・社会道徳
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観念 ・強いものが巾をきかす ・役所官庁へのへつらい ・成り上。者
意識 ・港町，原町，中央脅の対立 ・潟鹿瀬意識 ・祭礼の統一 ・町
民税の滞納 ・共有林売却事件 ・地方事務所移築問題 ・アスフアノレト
道路工事不正 ・列車回数の不足 ・農道工事
目文化的行動
文化の受容と創造が充分に巣され， 人間的生活の意味と精神的価値が笑現
されているかどうか。
a 新しい世代の4錯』が充分自覚され，その形成が適切に指導されている
か。
-家庭教育 ・保育所 ・幼稚園 ・小学校教育 ・中学校教育 ・高校
教育 ・青年団活動 ・婦人会活動 ・公民館活動 ・図書館 ・学校と
社会との透けい ・教育意識の向上 ・小学校建築 ・中学校建築 ・P
TA活動 ・.子供の遊び場の設置 ・子供は女まかせ ・素朴な町民性
・迎合的気風 ・会話気風 ・青年のぶらぶら ・青年の勤労心 ・敬老
の会 ・青年の犠牲心の欠如
b 伝統的文化と近代的文化の止揚が実現し，新しい女化的形成の要求が充
足されているか。
・農耕に関する慣習 ・出産慣習 ・成年慣習 ・婚姻慣習 ・葬儀礼
・厄払い ・年中行事 ・祭礼の統一 ・正月の統一 ・迷信 ・飲酒の
楽しみ ・映画館 ・岳会堂 ・図書館 ・本屋 ・運動場 ・新聞 ・
ラジオ ・説書 ・慰安旅行 ・成人教育講座
他)I旧市域一工業地区 IC新潟市入舟校区〕
級数の都合lとより，中項目までにとどめる。
2 経営と労働の合理化ーそこにおける問題点
。この職業についた動機
。職業移動
。職場における地位と仕事内容
。生産を高めるのに障害となる点
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。現在の仕事にやり甲斐があるか
。子供にあなたの職業をつがせたいと思うか
o職業意識・労働観
b 職場における人陪関係ーそこにおける問題点
o経営や経営幹部への不満
。組合や組合幹部への不満
。職場の人たちはよく協力しているか
C 生活の合理化ーそこにおける問題点
oくらしは楽か苦しいか，その寝泊は
o消費生活を計画的にしているか
。生活環境の改善は
。生活問題で司一番重視するものは何か
d 家族や近隣の人間関係ーそこにおける問題点
。家庭における人間関係
。近隣関係
。この町内はよい町内だと思うか
e 教育と文化 そーこにおける問題点
。近隣の子供闘係
。しつけと教育
。教養之娯楽
。人生においてもっとも貴いものは
口幸福な生活とは
(7)同百議二幅雇司 〔新潟市大畑校区〕
概数の都合により，中項目までにとどめる。
a 商売における合理性と非合理性との必然的連関はどうなっているかー古
い伝統との関係
。売れ行きの状態と打開策
。経営のしかた
一 印 }
。庖員の待遇
。商人気質
。痛売に対する心構え
。転職とl止襲
b 衣食住等の日常生活の合理化とそこにあらわれる非合理性についてはど
うか。
。生活は楽か苦しいか
。収支のパランス主計画経済
。生活様式とその合理化
。生活問題でもっとも重視するもの
c 集団生活における民主化と協調性は4どのようになっているか。
。家庭生活
。隣近所の生活
。町の政治機構
。他町内との対主競争
。専門庄会その他商業組合.
0町内の共通感情
d 教育と教義はどのように考えられているか。
。了供のしつけと教育
o子供との団らん
D子供の将来
。青年のあり方
。公民館活裏方
。教義面について
o宗教心について
o社会悪とは
。幸福な生活ーとは
E 児童生徒調査
調査票は山村のもののみかかげる。 l調査の窓」は，各地域ごとに異るが，
省略する。
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視I ~I |居[ iG、中平1:1
点|仕事に対してどのような生活行動をとり，どのように基宏的要求が充
| 足されてL 、るか。(生産的行動・社会的行事~)
基本的要求。どんなに苦心してもやろうと恩LうことはやりたL、(独立〉
。他人の価値をみとめ正しくi制面したL、(承認〉
。病気や死，父母の死が心配く罪恐怖の回避〕
o:;.i正や学校や1止の中のために働きTこし、(社会窓仕〕
・自分で考えて正しいことがやりたL、く独立)(中〕
・叱られるのはし、やだ〔恐怖，恥辱の回避)(中〉
-世話をやかれたくないく独立)(小〕
・協力して仕事をしたいく所属)(中〉
-役にv.つ主考えられたい，ほめられたし、く承認)(中〕
・他をあわれみ助けたいく愛情)(中〕
適応状況。いやなこ主はがまんしてやる(強制l不公平への態度〕
ロ自分のことも人のさしずできめる(独立感〕
調査の窓 。ほかの人のことなど考えない〔社会意識〕
・思うようにやれる仕事がないく白己充実感)(小)C高〕
なやみ oいやな友人がL、る，よく話せない (友人関係〕
特
調査項目 |
A 家でし、L、っけ
られてやる仕事
きめられた仕事
。親が忙しすぎる，家庭にごたごたがあるく小〕 こども扱
いにされたくないく中)(家庭環境〉
・しあわせでないとおもう(神経的徴候)(小〉
・つかれやすい(自己意識)(中〉
性 o気がるで人なっこい
。陽気でこだわらない(とくに男).
.感情が安定して自制的くとくに女)
。神経がこまかL、くとくに女〉
。感動しやすい o奉仕的
・どちらかといえば鼠順 o良心的な仕事ぷり
質問内容(例) 記録
・どんな仕事をするか
・それはし、し、つけられてするのか(叉いL、っけか〉 ーー だれがL、
いつけるか
o¥，、し、っけられたのでなし、とすれば，前からきまってL、るのか，
問分からしようと考えたのか
. ¥，、し、っけられてやるくきめてある〉仕事はうまくできるか
.うまくできないときはどうするかーー なぜそうするか
・仕事しているl時世話をぞかれることがあるかーーその時はどう
するか〈わけ〉
・仕事しているとまた別の仕事をいL、っけられることがあるかー
その時はどうするかーーなぜそうするか
・遊んでし、る筒， (友だちが呼びに来た時〕仕事をL、し、つけられた
らどうするかーーーなぜそうするか
・そのほか作事力旬、ゃなことがあるか一一(勉強してレるとき〉
ーーその時はどうするか一一ーなぜそうするか
・どうしてもいやな時があるか ←ー→どうするかーーなぜそうする
台、
B 家庭や学後で |・すすんでやゐ作事にどんなものがあるか一一どんなやり方をす
自主的絞極的に| るか一一どうしてそうするか一一うまくできるか
やる仕事 |・ やっておくと(大;人〉荷揚」はどう L、うかーニーどんな気がするか
・仕事:、なしながら歌をうたうようなことがあるか一一それはどん
な時か
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C 学校や地域でm同に加わって
やる仕事:
-仲間でやる仕本にどんなものがあるか一一それはどうしてきめ
られたか
・その仕事はうまくできるかーーし、っし上にやりたくなし、と思う
ことはなL、か一一あったら，どうするかーーーなぜそうするか
視
-その仕事について大人(村の人〉はどうL、うか一一君はそれを
どう臥うか
・仕草与をしてとても疲れると感ずることがあるか一一あればどん
な時か
・仕事をしていられる家人を見て，君はどう思うか一一それでど
うするかーーなぜそうするか
・大人になったら，どんな仕事をしたL、かく村にのこっていたい
か〉ーーなぜそうしTこし、のか
・大人になったらどんな職業につきたL、かく(女〉どんな職業の家
へ蜘こいきたいか〉 一 一どうしてか
・震は両怒Jや先生から愛されていると思うか一一どうしてそう，思
うか
・仕事のことでー番いやなことはどんなことかーーなぜいやか
ペ遊びゃ順会牛徒会の倒防いて…な生活行動をとり どの
ように基本的接求が充足されているか。(社会自桁動3
基本的要求。学校でよい成績がとりたい
。どんなに苦心してもやろうと思うことはやりたL、(独立〉
o未知のことを知りたい
。未知のことを見聞するのは楽しい(新経験)
o他人の価値を認め正しく審問価したい く承認、〉
。死や病気，父母の死が心開〈恐怖をさける〉
0家のため学校学級のためl生の中のために倒きたいく社会
傘仕〉 ・
・自分で考えて正しL、ことをやりず品、 (独立) (中〉
・巡動や絵がよ手になりずこし、(成就〉
・仲間はずれになりたくない
・協力して仕事がしたいく所属) (中〉
・めずらしいことは人に訴したいく新経験】 (中高〕
・役に立つと考えられたい役員になりたし、く承認〉 く小〉
・助けてもらいTこし、助けてやりたい(変情) (小〉
・友人のためにつくしたいく社会奉仕〉 く小〉
適応状況 oいやなことはがまんしてやる〈強制j不公平への態度〉
。ほかの人のことなど考去ないでやるく社会認識〉
o自分のことも人のさしずできめる〔独立感〉
. ¥，、つまでもくよくょするく自己鉛1質感〕 く中〉
調査の窓 ・だまってし、るので意見をきいてもらえなしく自己価値!感〉く中三〉
.思うようにやれる仕事がない
・伊Jもできないと思われているく臼己充実感) (小高〉
なやみ o食物にすききらいがある.姿勢力1わるい，身長が気にな
る(自己主主~設〉
。すぐ赤面する(伺経的徴候〉
O¥，、ゃな友人がし、る，よく話せない〔友人関係〉
o いやな異性がし、る，異性がさらいく具性関係〕
・遮mlJが下手，ものわすれをする，そそっかしいく神経的
微I~) (中〕
-けんかし易いく小) "、じめられるし!っ すぐあがる
く中〉 く友人関係〉
・異性に誌がうまくできない，聞くなる(具性関係)(中〉
・家庭にごたごた兄弟が多すぎる(家庭環境(小〉
・成縦がわるい くイ、〉 組の巾にL、じわるがいるく小〉
順位が気になるく中〉 く学校関係〉
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特、，
?
?
〉
?
???
??、
? ? 、
???????
??
?
???
???????
調査項目 | 空室 容 く伊D 記 録問 内
D 学校，校外で |・どんな遊びをするか
の遊び l・どんな遊び方をすると叱られるかーーなかまでだれかが叱られ
たらどうするかーー なぜそうするか一一く沌った人をどう思う
か〉
・叱られるとし、つまでもそのことが気になるか一一どうしてか
・ 怒し、とおもう遊びでも，みんながやる時はなかまには~.るか
一ー なぜそうするか
・いやな;友だちがし、て，なかまはずれになりたりしたり したこと
はないかーーその1待どうしたかーーなぜそうしたか
-そのほか，じヰまやいじわるをしたり，されたりしなL、か(男
が女のじゃま〉
・あったらそれはどんなことか一一君はどうするかーーなぜそう
するか
E 友人や異性や|・そのほかけんかになるのはどんな時か(自分の時，友だちの時)
兄弟(姉保〉と 1. く部落対立〉
の聞におきるけ |・兄弟げんかを時々するか一一どんなことからけんかになるか
んか 1・そうする左大人〈間務の はどちらく長幼正邪)に味方するかー
一君はどうするかーーなぜそうするか
・君を一番愛してくれるのはだれか一一兄弟と比べてどうか
F 学級〈ホーム|・相談や会議の蓄を勉はだれが出すか一一也、つも大ていそうするか
ルーム〉やY己差益|・君はよく発言する方か，友だちは君の立見をよくきくか一一ど
会生徒会の活動 | うしてか
・よく話す友だちをどう思うか一ーその話がよくわかるか一一君
はどうするかーーなぜそうするのか
・相談できまったきまりや学校のきまりをよく守られるか一一ど
うしてそうなるか
・君、はいつも役員になれるとおもうかーーなぜそう思うか
・うちで一番楽しいのはどんなときか，希望したいのはどんなこ
とか一一理由
・学校でうれしいのはどんなときか，もっとやりたし、こと希望す
ることはなにか一一理由
・お客が来るとあいさつをするか一一どんなにするかーーなぜそ
うするカ・
・教えてもらっていない先生ともいくらでもお話ができるかーー
できなレとすればどうしてか
・遠足や修学旅行でよその学校へL、ったとき，よその生徒と平気
で遊べるかできないとすればどうしてか
・相談会や会議で一番いやなことはなにか一一それはどうしてか
G その他の対人
関係
家 ・学校での
楽しみ・::rfi~進
客 ・3町村の
人に対する態
度
対教師の関係
遠足等におけ
る対人行!sIJ
視 点 |学習や学校行事その他に対してどのような生活行動をとり，どのよう
1 Iこ基-本的要求が充足されているか く文化的行動〕
謹本的要求 D学校でよい成績がとりずこし、く成就〉
D どんなに苦心してもやろうと思うことはやりたLく独立〉
。未知のものを知りたい，未知のことを見聞するのは楽し
いく新飽食〕
。他人の価値を認め正しく評価したい く激怒〉
o ~記のため学校のため世の中のために働きたし、く社会務位〕
・協力して仕ぷをしたい(所属) く中〕
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調査の慾
調査項目|
適応状況 o¥，、ゃなことはがまんしてやるく強制不会平への態度3
ロほかの人の手となど老えないでやるく社会烹識〉
。自分のことも人のさしずできめるα虫立高め
.1，、つまでもくよくょするく自己信独感〉守的
・思うようにやれる仕事や勉強がないく自己充実感〉 く小
高〉
・{iiJもできないと思われてL、る，だまっているので意見を
きいてぐれないく自己価値観〉 く小高〉
なやみ oすぐ赤面する〈神経的徴候〕
oすききらし、がある，姿勢がわるい，身長 E自己意識〉
0いやな友だちがいる，よく話せないく友人関係〉
。繍が忙しすぎる(家庭環噴〉
。ものおぼえがわるし、，しけんが心配仁さ学校関係〕
・親に云えないことがある(中〉 親の考え方か古Lく中〉
(家庭環境〕
・成績がわるいく学校関係) (小〕
特 性 o気がる o協同的
0;湯気で話しずき(とくに男〕 口仕事に対し良心的
。神経がこまかし、(とくに女〕
o感動しやすい
・せまい経験
・はきはき(小〉 から次第に消極化(中〕
質問内容に伊~)記録
????
??
??? ??? ?
?
?
I 映画，新聞，
放送その他の読
物に対する行動
J その他4知的教
義に闘する倶l'商
設な人えら
心にのこる社
会事象
地域成人に対
する批判
:?な勉強2科〕はなにかーーその理由
らいな勉強はなにか一ーその理由
・講義をきく勉点のし方と，ひとりひとりが自分で勉強するやり
方・グループで柑談しあってやるし方は，どれがすきでどれが
きらし、かーー その理由
・勉強の時とた史させられることはすきか一一どうしてか
・学校の勉強の時間中，一番いやなのはどんなときか一一どうす
るかーーなぜか
・運動会・学芸会・音楽会などはすきカ〈出るのと見る場合〉ーー
そのわけ
-出演・出場するときどんな気がするか一一 なーぜか
-そんな1時や父兄会に家人が来る方がいし、か一一それはなぜか
・ラジオをきくことはすきか〔きらし、か〉 一一理由一一どんな番
組をきくか
・映画lをみることはすきか (きらL、か〉一理由一一どんな映画
をみたか
・新聞を時々よむか一一理由一一どんなところを読むか
1・酬を読むことはす的らいか一蹴一 山 wf
むか
fラジオの有無・映闘を見る回数・場所・新聞の有無・種別1
1本の所有冊数と主な名称・買い方 l 
・背の人や今の人で く白木人でも西洋入でも家の人でも〉だれが
一番すきかーーだれがえらし、とおもうかー← そーのわけーーその
人のことを何で知ったか
・最近の新開・ラジオ・映画などで(叉ぎきでもよLうよかった
なあ，おもしろかったなあと感じたのはどんなことか
・ますこ，いやなこ主だ・おそろしいととだ・もうたくさんだ ・き
きたくないと感じたのはどんなことか
・村のことや，村の大人や青年のことで直した力がよい，やめて
もらいたレ，こう してもらL、たいということがなしゅ、
・あったらそれはなにか一一どうしてそう思うかーーいっごろか
らそんなことに気がついたか一一どうしてそう考えるようにな
っTこか
・さいどに，君が一番いやだとおもうこと(苦しし、闘ったこと〕
を一つだけきかせてほしL、一一それはなにか一一どうしてか
-65-
@ 第三次調査
第三次調査の結果，とらえられた問題的行動態度について，客観的な裏付けと確めをうるため，につぎの調査票にょう
て環境調査おこなった。
社 会 調 査 票 く註ー西蒲原郡大原村上・下った原部落におけるもの〕
g 
~ 
@ 第三次調査
第三次調査の結果，とらえられた問題的行動態度についだ，客観的な裏付けと礎めをうるため，につぎの調査票によう
て環境調査おこなった。
社 会 調 査 票 く註ー西蒲原郡大原村上 ・下大原音s落におけるもの〉
|世帯主|
そ石夜五五五百干とまでに王室っ7こl股業を蓄じでく
?ときい
11lE11-ILIli-l-」-Ll出jilJilklL
仁長住 J- ! -o- パ 1 1 1 _1 1 1 I _ I 1 
バ|
マ?崎町
一
匡霊室主主主 邑三雪E弓号....""， .. ー
@第 三 次 調 査
一一一一一一=￥，唱ー 宅き宅提=三日孟主与を宅S自"'"望盟F - 吾~宅、二一ーナ甲品合一ー←~
第二次調査の結巣，とらえられた問題的行動態度について，客観的な裏付けと碓めをうるため，につぎの調査察によっ
て環境調査おこなった。
社 会 調 査 票 〔註一西蒲原郡大原村上・下大原部落におけるもの〉
現住所|
あなたの家の孤先で，はじゅてこ |この土地にすみ |あなたは何
の土地に来た人 |つかれた年数 !代目か
(分家ならはじめて分家し以的
かく J 1 
|はじめの
l険業
|世滞主|
そ石覆五五Tこの代までに事さった職業を書いてく
fとさい
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? ? ? 、 ? ? ? ?
作業場の有無 有 無
作業場の大きさ 階建，建坪は 舟-
円
円
円
円
円
円
同
8 
務夫婦二人でタi出する機会
社会調査票制
| 仕事す…なし
・年にー・二回町へ出る
時k出かける
-8の中で夫婦二人きりで話し合う時間 |・ほとんどなし、
家族が楽しく話合う機会や時間
I :一時間くらい 冊
・夕食後はこ人の時間カ旬、つでももてる
|・夕食後はいつもそうだ
1 ・公休日はいつもそうする
・正月やZまのときくらいだ
1 その時聞は一日の中どれくらし、か
(約 時間 分3
l一家の財布| ・主人がにぎる |家の客に対 i・主人が応待するI i!-設がにぎ I.主婦がにぎる |して |・主婦も出て相手をするlるか l・その仇 I ・年寄り吋かせる
~(の座席 i・場所がきまっている |風呂の}I僚位 |・順序がきまっている
I .きまってし、るが守らない I I・男が先で女が後
li・きまってし、ない I I・きまっていない
食物の内軍事 }・主人は男IJのものをたベる|剖担きの順| ・嫁が一番早くおきる
|・みな一緒で同じものをた|位 |・女が早くおきる
| ベる I I・みんなーしよ
一一一一一丁て冨=面耳玉一一一一一一寸一一一一←!
内T卯Zん | ノJ十円、 l・ありべるか |・月二 ・三回くらい /../"""1-1/1''' j・忙しい時だけあり
|・月に一回くらい | I ~~~~~-~~~V' !・なし|・まれにたベる I 
佳品をーで結んで下さい) _..1部屋の糊121空間
み氷 川 水 I ¥時ん
風呂水 井戸水I I ~芙晶除のとき
野菜や食器を洗う*- I ~ ， ~ : 
せんたくの水 わかしざまし|お宮ふ警| 有， 無
世帯主氏名〈 〉
kっている新 1・毎日新聞 ・読売新聞
閣の名 l・朝日新聞 ・新潟日報
|・経済新筒 ・スポーツ新問
主っている緋 !
誌の名 l 
あなたの家の方々が出席された農業誘際，文
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2.2.3. 結果の解 釈
紙数に制限があり，各地域について詳細に述べることはできないので，山村
についてのみ解釈の例として，ややくわしく述べ，他の地域については，特徴的
なものについて，一言ずつふれるにとどめる。農村・半農半漁村については，“研
究紀要第八集 教育課題設定のための地域社会調査の研究刀を参照してほしい。
I 山村の結果解釈の概要
A 生産的行動・態度
(1) 狭い耕地に限られた農業は自給自足程度で，生活の支柱を山に求めると
いう兼業的形態の生産体制をとるc との生産体制が，自然のふところをあ
てにするという消極的 ・他律的生活態度を醸成している。
(2) 収入は多間的であり，他の山村に比してめぐまれた環境にあることから，
生活は安定している。そのため広い視野から自らの生活をみつめて，環境
を開拓し利用しようとする積極性にかけ，非科学的・伝統的・静止的である。
ω 山のきびしい自然条件のため，はげしい肉体労働に頼る生産生活となり，
栄養・レクリヱーシヨンその他生命の再生産的活動については“どうにも
ならない"というあきらめでわりきり，生活体制を文化的・統一的・綜合
的に再嬬成しようとしない。
ゆ~労働さえすれば食うに困らないという考えから ， 自足できないものはす
ベて行商その他から求め，村民の勤労による資本が他域に流出することに
無関心でゐっ.て，経済力の向上をはかろうとせず，意識の封鎖性や社会機
構の狭小性がうかがわれる。
(5) 山林の共有財産になれ，これを積極的に生かす生産休制の高度化が考え
られず，保守的排他的な傾向がみられる。
(6) 財布は主人がにぎり， 主婦の多くは，出費に対する計画性がなく，冗費
をくど.さつつも， これを改善しようとしない。
一子供の函でも-
(7) 他から与えられた仕事を機械的にやるだけで，自分で工夫してよりよく
なしとげようとする成就感や，考えや行動を自分で方向ずけよう主する独
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立J惑や，自信がみられない。
(印仕事に対して，新しい知識や技術を探求しようとする新経験獲得の積極
的な意欲がない。
(9) 他の人と協同して仕事をやろうとする集団所属的な協同感情が不足じて
いる。
(協女子はとくに消械的である。
B 社会的行動・態度
(1) 封建的な家族主義体制jは崩壊しつつあるが，なお搬は家主祭労働要員とし
ての価値を重視され，女はだまっているのがよいとされ， 二・三男は家の
ために働いてから他所にで‘るとして，まだぬけきれない古い家族主義的な
人間観がつよい。
(お 山村は山林開放がなかったので，この点農村より階級秩序の崩壊はおそ
い。しかし大きな山持ちがなく，部落共有林にたよるこの村は，比較的同
族的集団としての統制関係は崩壊しつつある。しかしまだ経済力が家格に
重って階層的秩序が新しく生れ，おも立ち的存在の組長が村内毛デリード
し，村民もそれに無条件にしたがっている。
(紛婚姻は戦後開放的になったが，まだ部落内婚を望む意識が女子につよ
い。総じて定住性つよ<，一村同門的関係に加えて，共有財産である山に
連なる部落共同体意識のため，排他的・部落対抗的であり，新入居者をも
第二区民(寄留者〉として差別をつけている。
制部落共有財産をまもり，部落内では平和にやってきたことから，視野の
せまい“和"になれて，覇気をかいている。青年も大人に対-し意識のずれ
を感じながらもだまっている。
一子供の面でも一
(5) 自己を防衛しようとする逃避的な態度が強く，また自分の安泰以外には
関与しまいとする功利的自己中心性があり，社会連帯感情にとぼしい。
(6) 自己の価値を低く評価し，集団活動の際はいつも後にひっこんでいる消
様性がみられ，自己信頼感や独立感にかけている。
C 文化的行 動
(1) 山に囲まれた生活環境は変化にとぼしく，伝承的生活慣行が多く g 意
-71 -
識の開放度はひくい。
(幼狭い耕地ど限られた山の生活のため，二 ・三男問題は深刻で，高校進学
率は高い。しかし社会教育面の諸活動は停滞的で，文化的向上への意欲は
みられない。
(3) 次代を背負う青年に，計画的積極的な価値追求の生活がとぼしい。
他 都市に対し劣等感情をもち，健全な山村文化を建設しようとする自覚が
ない。
(日 婦人にはとくに生活に対し，数量的思考や科学的知識校能をはたらかそ
うとする自覚がまったく之いってよいほどない。
子供の面でも一
(6) せまい経験に満足していて，生活をみつめ，そのなかで価値ある創作活
動や価-値追求的活動をなし上げようとする自己充F笑感にとほしい。
(7) 余暇利用のための望ましい態度はできておらず，その他生活全般にわた
り，計画的合理的に行動しようとする態度がみられず，総じて“その場限
り"の行動がつよし知性的かつ意志的な態度はみられない。
E 各地域の特色の概観
山村のもっともきわだった特色の一つは，山に囲まれた単調な生活環境のた
め，伝承性・停滞性がいちじるしいことである。この生活態度は，生産聞につ
いては自然にたより，積極的に地域の生産機構を高めようとしない消極性・非
合理性ともなる。またそれにくわえて，農村の農地開放に必敵する，山林開放
がなかったため，土地所有に根ざす階層性がはっきり残存してかる。そして，
階層性にもとづく緊張関係がみられる。
山村にくらべれば，農村は，地主小作の関係から開放さ九，措層性の崩壊が
いちじるしい。しかし，長い間続いてきた階層性は，崩壊過程にあるとt土いっ
ても，なお農村人の人格につよい影響をのこしていて，万事につけ自分の設に
とじこもろう之する封鎖的な利己性となっている。また，7k回から得る収穫は
安定しているため，それに安心し順応しきっている保守性・消極性がみられる。
漁村の生産構造は，農村の如く安定したものではない。したがってそこにみ
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られるものは，ー獲千金を夢みる投機性〈楽天的な淡白さもある〉であり，“は
ゃくいってとった方が勝ど"というせつばつまった利己的性格を多分にそなえ
た意味での積極性(はげしさ〉である。
半農半漁村は本県の場合，多くは漁業一本でいけなくなって，陸へおいあげ
られた形をとっている。脱務、村への過渡的な時期における，生活構造の混乱と
心理的不安がこの地域の特色である。極度の貧困からくるがむしゃらな気持
は，積極性とはかなりちがった陰影をもっている。
都市近郊農村は，都市という消費地に対するかけひきになれて，勘定高い。
また金になる仕事なら何でもとびついていく設機i生もあるc小づかい践に不自
由しない上に，都市に近いため，都市の悪い面を敏感に反応している。都市的
な資本構成と，空間的にも都市が膨張していく影響をうけて，都市的な意識と
農村的な意識の葛藤がみられる。
しかし以上の地域を“回会社会"として，これを“町社会"や“都市社会打
と比較すると，多くの共通点をもっている。すなわち，自然が生業の相手であ
ることから，われわれのカではどうにもならないという消極的な意識から，自
然を克服しあるいは自然をより高度に利用しよう主せず，むしろ向然に順応す
る。また土地との結びつきがつよく，とのととから，土地に対する執着・家に
対する執着が根づよく形成されていて，前近代的な封建性となり封鎖性とな
る。また資本主義社会の洗礼をうけることがうすし安易な進歩性のない生産
体制や生活体制をうんでいる。
これにくらべると，都市では資本主義社会での，激しい生存競争のなかに，
他人にまけないで生きぬくためには，金もうけ主義が先に立ってくる。これに
加えて，流動性のはげしい社会体制のため，非協力性 ・利己性をうんでいる。
まt.:..家族生活の場や職業生活の場など各種の生活の揚が分離して構成され，
とのような所属関係、の複雑さに加えて，生活に落伍しまいとする焦りなどか
ら，不安な心理体制や複雑な意識構造をかたちづくっている。
町は田舎社会がふとっていって，その地方における都市的な機能をはたして
いるものとして“回会社会"的なものと，“都市社会"的なものとが混在している。
以上は各地域の特色の一部についてごく大づかみに述べたわけであるが，く
わしいことは，く3.>を参照してほしい。
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2.3. 全体調査
2.3.1.調査対象の 選 定
<2.2>で‘述べたように，七つの類型的な地域について代表調査をしたが，さ
らにこれを全県的におしひろげる必要がある。このため，全県下の市町村を大
きく田舎 ・町(新しい市を含む) ・都iiの三つに分け，さらにそれぞれを，主
として産業構造をもとにして，山村 ・平山村 ・平村・漁村 ・都市周辺農村(以
全体調査における
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上回舎〉 ・農商・農商工 ・商工(以上町〉 ・商・商工・工(以上都市〉の1の
類型に分けた。そうして， 1-.越・中越・下越・佐渡の地域を按配しながら，つ
ぎの一覧表にかかげるような84地区を選定し，これを調盗対象主して調査を実
施した。なお，この調査の対象には，ーすで、にモデル ・ケースによる代表調査を
おわった三J[[，太夫浜，筒石，小針，新通，下大j凪津川[，大畑，入舟を含め
た。それは，これらの地域についてわれわれは調査の経験をもっているから，
他地域の調査結果を解釈するのに，いろいろ都合がよし、からである。
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校，およびそのイ・学校卒業生のス学する咋学校ーから '学校概覧の数料lをかくつもりで簡
潔に記入してもらった。しかし，各位域，学校で笑施するときは， とりたててこの筑査
を行う必要はなく，既有資斜の反省と検討およびその活用で事たりるわけである。
調査 V
この調査は，教師の評廷による児主量生徒の行動特性を知ろうとするものである。われ
われの調査では第二義的条れての航約で，やむをえず対象を小学校2 ・ 4 ・ 6~，寸学校
1・3年 とーしたが，各地域学校で実施するときは， 全学年を対象主するこ主が，調査の
妥当性をたかめるであろう。この司耳査には指導主主録の行動発達記録が参考になるが，厳
密に評定するには，観話rt星箇の設定や評定詰7告の必要なことはし、うまでもなレ。とく
に，この誠査で求めるものは， その学校あるいは学年・学級内の相互評定ではなく，他
の市町村あるいは低学校区の同学年の児室生徒との正較である点を注意する必要があ
る。
調査 VI
この誠査は児室生徒の生活様式の説査である。児.}t生徒がどのようにしてL、るかの事
実，すなわち生活行動と，それに際連するカ-れらの要求・興味・意見・5準備などの生活
意識をとらえようとするものである。われわれの訴査では，対象をイ、学校2・4・6年
中学校1・3年として， こどもの集団面接，教師が口頭で質問して挙手ー させる， 質問を
t反響して答を白紙にかかせるなどの方法で資料を得て，担任教師から記入してもらった
が，各地域 v学校で実施するときに，全学年に実施する方が望ましし、ことは詩型査Vと同
様である。その塚合は，.y己主主主徒には質府紙で，家庭生活，校外生活を釘J台とする項目
については，父母，地按人くたとえば椛淳一委員，団体役員，有稿者など〉に質腎紙また
は面接で，直敏筑査すべきであろう。質問紙作成にあたって 「理由」に抗挙した例にも
番号を附することが，整理集計上能率的である。
調査四
この調査は，児章生徒の生活桜式や人間形成に関与する生活条件のうち，児童生徒の
主体条件を知るためのものである。対象については調査v. VIと同様である。各地域・
学校で実施する ときは，項目 1・B・9などの数値については，撒布度をわれわれがや
むを得ずとった最高・最低の範囲でおさえるよりは，標準仮差であらわして，全国・会，
l呆あるL、は他地域・他の学校と比較する方が効果的である。
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(3) 各調査の項目
調 査 Iの1
との調査は学校をとりまく地域の社会越盤・構造および機能の概略を知るためのもの
です。つぎの六項目についてカツコの中の観点を参考にして地械の特性がよくわかるよ
うに要領よく記述してください。
付地域の産業経済や保健衛生および文化に影響をあたえている自然的条件〔土地・資
源 ・位置 ・地勢・気候 ・7uJI.面積・立地条件・交通など〉
口地域の産業経済や政治および文化に影響をあたえている歴史的条件(産業の開発・
土地所有の笈化・土地改良 ・水害やカYメツ ・苦とう史・農民運動 ・労働運動・歴史
的遺跡・町村合併など〉
(司地域の教育文化および子供の成長発達に影響をあたえている社会経済的条件く経済
状態・衣食伎の儀式・社会的緊張・地域の文化度・文化機関や施設・教育的関心度・
家族.~~成など〉
的地域の基本産業の性絡(農業ー経営規模・経営方式・生産技術・農業労働・土地所
有の互主化・苦力動力普及状況 ・副業・二毛作 ・重要農産物など， 林業一山林所有状態
・山林菌積・経蛍方式・生産技術・林業労働 ・専業対諜の状態・主要林産物など，漁
業ー経蛍規模・専業謝撲の状態・漁操組織・漁法・漁業労働・漁獲の国分・漁業施設
・主要海産物など，商工業ー経営の規膜・経蛍の方式・腔主主技術・業種別商庖や工場
.主な商品取引市場叉は商閤 ・主要工業製品など〕
同地域の社会構成の特質く家族構成員 ・家族の峨業分化度 ・血縁関係・社会経済的階
層構造・年令集団・新!日間世代の緊張・男女両性関係・地区の対立 ・土着者と来住者
の関係など〉
的地域の文化度(主な慣習や信仰・郷土芸術・文化団体の種類や活動・教設娯楽機関
-児童福祉施設や活動・新聞ラジオの普及 ・教養を高める機会や意欲・学歴など〉
? ?? ?
調査 Iの 2
⑨次の項目につトて、該当事項をCでかこむか、記入事項の必要なとこるは斡入寸るかして〈ださい。選択肢自
なかに該当するものがなければCでかこむ必要があ0ません。〈地続の全体的傾向kしてとらえるζ と〉
|挙区の地輯|イ山 間地 1 山島地 九平地 ム陣弾地 恥その他〈 一 -_2_j
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-市祖〈瞳聖〉
・市場 (B..め〉
・官止街
・師 行
s;蝿
調査 E
両-，，五-"嗣 ー ，&~，~寸
この調査は県の教育民標をきめるために各地峻の実態を知ろうとするものです。あな
たの池域のつぎの事柄につし、て改めねばならないとか，問題がのこっているとか， 障壁筈
だとか考えられることのうち，あなたが特に強〈感じておられるものを， Jえ体的にあり
のまま書いてください。 く 〉の中に抱いてあるこ主は考えられる例ですから， これ全
部にわたらなくともよいし，またこれ以外のことでもよろしいです。
(1) あなたの地被の家庭のくらしく経済〉をゆたかにするには， どんなこと・~改めたら
よいでしょうか。それを改めるのがむずかしL、とすれば，それはどんなわけによるも
のでしょうか。(消費の計i凶性・家制御・収支のメラシス ・生活必需品の購入 ・内戦
・冠婚葬祭費・教育費・部務や町内の経費・食生活・服装・主婦の経理能力 ・経済観
念・節約など'""e)
位)あなたの地繊の産業経済をより-r.1発展させるために，現在の産業経営 (農業 ・林
業・漁業・商工業などの経蛍〉のやり方でどんなことを改めたらよいでしょうか。そ
れを改めることがむずかしいとすれば， それはどんなわけによるものでしょうか。 く
経営の規模や桜式・経営の技術・労働条件・労働観 ・待通・原斜・機械や施設 ・資源
の開発 ・土地改良・作業の共同化・協同組合・労働組合・験場の組織・仕入れと販売
・副業 ・出務・行筋・経済観念・経済的みとおし ・宣伝・装飾・サーピスなどで〉
;3)あなたの地被の人Aの労働のしかたや仕事に対する考え方で問題となる点はどんな
ことて寸か。それはなぜですか。 (仕事の指図や決定のしかた ・灼入と子供の労働・
二三男の労働・青年の労働・1漁業選択・転機・失業 ・労働力の配分・男女の労働の釜
・家事労働・冬の仕事・肉体労働とサラリーマγなどで〉
(4) あなたの地主主の衣食住の改善や冠婚務祭の合理化について， どんなことを改めたら
よいでしょうか。それを改めるのがむずかしいとすれば，それはそれはどんなわけに
よるものでしょうか。(作業衣・ブ〆シ着・ハレ着 ・洗混・オゼY ・栄養・便所・台
所・寝間・遜風・採光・作業場 ・畜舎・燃料・出産・婚礼・葬式 ・正月 ・祭礼・節句
. ~主などで〉
(5)あなたの地授の保健衛生の閣で，改めた方がよいと恩われることは，どんなこと
ですか。それを改めるのがむずかしいとすれば，それほどんなわけによるものでしょ
うか。(風呂 ・便所・ハエやカの駆除・伝染病・盛芥の処理・下水・飲約水 ・栄養・
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労働と休養 ・ 保健医療胞設 ・ 職場の副利厚生肱殺と活動・育児のしかた・食~~や野菜
のあ七獄・衛生観念・迷信などで〉
(6) あなたの地域の家庭主活を民主イじするために，問題となる点はどんなことですか。
それはなぜですか。 く家長の権力・親子の関係・夫婦の関係・兄弟姉妹の関係・ジユ
ウトやシユウトメと嫁との関係 ・主人と使用人との関係・家業と防止量の相続・主婦と
嫁の労働 ・ヲ棋の労働・経済の支配・子供のしつけと教育などで〕
(7) あなたの地域の社会生活を民主化するために問題となる点はどんなことですか。 そ
れはなぜですか。(近所づきあい ・親類づきあい ・本家と分家との関係・部落と部怒
との関係・部落内や町内の階級・部落や町内の秩序の総持・会合のもち方や発言のし
かずこ・村や町の仕事・社会道徳 ・重立と 一般人ιの関係・選挙や政治・税金・寄附金
・町内費 ・公租公裂の徴収・商売関係・生活困窮者の扶助・犯罪の予防 ・土地の者と
来住者との関係などで〉
(8) あなたの地域の婦人の社会的地位を高めるには，どんな点、が問題になりますか。そ
れはなぜてすか。 く主婦の家庭における地位・婦人の労働・職場における梯人の地位
・女子の教育・婦人の教養・婦人の娯楽・婦人の社会的活動・婦人団体の活動・男性
の理解などで〉
(紛 あなたの地核の青年と大人との関係で，考え方のずれからくる問題はどんなことで
すか，それi土どんな考え方のずれからくるのでしょうか。(恋愛や結婚・男女の交際
・服装・仕事のしかた・礼儀作法 ・道徳・経済観念・就職・若衆宿・職業銀・しきた
りゃならわし・親子の関係・青年団体の活動などで〉
(10) あなたの地域の験場における人間関係で改めた方がよいと思うことはどんなことで
すか。それを改めることがむずかしし、とすれば，それほどんなわけによるものでしょ
うか。(経営者と従業員の関係 ・経営者と組合主の関係・従業員相互の関係・組合員
と非組合員の関係・デツチ奉公・徒弟制度・男女の地位・間業者の聞の関係 ・経営の
方針 ・労働者の思想などで〉
(ゆあなたの地域に残っている普からの慣習や迷信の中で，改めた方がよいと思うもの
に，どんなものがありますか。それを改めることがむずかしいとすれば，それはどん
なわけによるものでしょうか。(仕事・衣食住・出産・育児・成年・婚姻・葬式・年
中行事・病気や災厄 ・交際などで〕
陶あなたの地域の各種文化団体 (公民館・婦人会・青年団・ PTA'!lラプなど〉の
活動による文化水準の向上について，その問題点ならびに障害と考えられることにど
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んなものがありますか。(男女別，年令別に見られる関心の祁違・活動内容の質とー
般の関心 ・仕事や職業主の関係・経済的必盤とそれによる影響 ・幹部役員と一般との
ずれ ・政治ιの関心など
(ゆあなたの地被における子供のしつけや教育で不足していたり，改めた方がよレと恩
われることに，どんなものがありますか。 仁子供の労働や手伝い ・子供の学校や家庭
における学警に対する期待や要求・手伝い，学習，遊びの比箆・あそび方学用品遊び
道具おやつ小遣などの与え方 ・しかり方やほめ方などで〕
仙 あなたの地域における子弟の将来についての考え方で，問題であると考えられるこ
とはどんなことですか。 く子供の進学・職業の遡尺・女の子の倣業と家庭・家の緩済
状態・結婚・子供の能力 ・長男と二三男 ・家業の柑統などで〉
Q5) あなたの地綾におけた数強娯楽のありカについて不足しているとか， 改めた方がよ
いとか恩われるものl巳 どんなことがありますか。(娯楽の質と量 ・娯楽施設・娯楽
施設の利問・教義を高めようとする意欲や方法 ・余暇の利用 ・鮫書 ・新聞 ・ラジオの
利用 ・旅行やA ボ-'7・世代や男女聞の教養娯楽のあり方の符違などで〉
調査 E
この調査は県の教育目標をきめるために，各地域の笑態を知ろうとするものです。
あなたの地援のようすをごらんになって，つぎの事項それぞれにつき，判定欄の該当
項目をOでかこんでくださレ。
各事項について注意事項 ・特駐車項がありましたら，備考{舗に御記入くださL、。
|性別| |年令|
1
1麟 | |釧 |
草野 項 明l 定 |備考
1普からの不慣経習済やな迷も信のなどで不合理・ を矢こづとか・・・・多くある多少ある ほとんどないずに守ってL、るという
2病気誇ヂ何かのたたりだ がある多少あるとし、 ほともどない
3文の化に団ば体かの行・事J 多で娯く楽的なもh り人か あつまる・・・強 い多少ある ほとんどない
とし、う傾向
4 
公ぎ-民に
J
は館‘参や婦加人し会たれのい数けな詞れ的どなも行， ・・・多-くある a多ー少ーある蝦かなくてl封ら ないとL‘う ほともどない
こと
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ほとんどなし・
ほとんどおこ
なわれていな
L、
ほとんどない
多少おこな
われている
多少ある
多少ある
??????
??
??
??????
? ????????
???
? ?? ?? ??? ?? ??? ? ????
??????
?? ??
????????
? ?
???
ほとんどない
ほとんどなL、
ほとんどない
そうでない
そうでない
ほとんどなL‘
そうでない
ほとんどなL、
ほとんどなし、
ほとんどおこ
なわれない
多少ある
多少ある
多少おこな
われてし、る
多少ある
ほとんどなL、
ほとんどなL、
ほとんどなし、
そうでない
そうでない
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
?????? ?????????
???
? ??? ??? ?
????
? ??? ?? ?? ??
?
???
? ?? ?
?
?
? ? ?
?
?
? ?
?
????
?
?
??
??
?
?
?
L、
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
し、
L、
し、
L、
L、
1ラ1判を飲むことが何よりのたの 山
しみだとL、う風潮1 ・ 'fl{
16婦人が隣近所で祭って飲みく
いすることをたのしみとする・・ 強
風潮
17娯楽施設をもっとふやしたい ー
とL、う考え ・ ・多くある
18学校の延!liiJや学芸会，お祭り
盆踊り，正月などが大きな娯・ー・・多くある
楽の機会だとL、う考え
19教養を高めるために書籍や維 ー
誌を説んでし、るという人 ・・・多くある
20ラジオや新聞によって教養を
高めたり，視野を広くしよう・・ ・ー多くある
と努めている婦人
21 1Jγと経験にたよってものど
とを科学的，合理的に考えよ・・ 強
うとしなL、傾向
:a一般に音楽や美術についての 持
関心が強いといえますか ・・・ ・~
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23 ~ 、そがしくてラジオをきいた
り，新聞や本を読んだりする・・ 多くある
l肢がないということ
24学校でもっときびしく教育を ー
しもらいたし、とし、う考え ・・ 多くある
25子供の教育は学校にまかせて
おけばよL、，雲氏では子供の勉 a 
強なんかみてやれないという ・・ 多くある
考え
26こどものいうことt土あまりき
かず，なんでも親のL巾、つけ・ ・ー 多くある
を守らせるほうがよし、という
考え
27なるべく子供といっしょに遊
んでやる機会をつくりたいと・ ・ー多くある
L、う考え
28こどもの遊び場がなくて図る
とし、う意見 ・・ 多くある
2却9子供のE威¥?，綴t鎮員，のでき不できを気 ♂ 
瓜にする傾向 • .."叫
3苅Oこどもの勉強部屋や机.本平街首
など，なるべく整えてやろう・・ ・ー強
主する気持
L、
L、
31こどもに毎月木を貝ってやる家庭 ・・・多くある
32家でし、つもおやつを閑語、して
おくより，毎日おやつを貰う 血
金を与えたほうがよし、としヴ .'，'・多くある
考え
33経済のゆるすかぎり，こども
のほしがるものはなるべく与・・ 多くある
えるようにしたいという考え
34子供が巾学生くらいになった
ら，月々きまった小遣いを与・・・多くある
えたほうがよいという考え
35 ?択の仕事に子供の労働力がど
うしても必要だとし、う考え ・・ 多くある
36 ~誌の手伝いをするより勉輸の
ほうがたいせつだとしヴ考え・・・・多くある
37近頃の子供や青年は理くつば
かり込者で.さっぱり笑行し・・ 多くある
ないという芦
38部落や町内“尽野少年の不良化
が多くあって困るということ .・・・多くある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
39学資をかけて進学させても，
元がとれないから‘進学させ
るより早く働かせたほうがよ..多くある .多少ある
いとし、う考え
40親が，/('1守しても子供はできる
だけ教育したし、とL、う考え -ー -多くある 多少ある
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ほとんどない多少ある
多少ある
多少ある
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ほとんどない
ほとんどなし、
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどなし、
ほ2ニんどなh、
ほとんどない
ほとんどなし、
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどない
ほとんどなL、
ほとんどなL、
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
少しはある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少ある
多少;t;yる
多少ある
多少ある
多少ある
L、
44長男は高校や大学などへ出さ..・多くある
なくともよいとしづ考え ー
4ラ家族はまず署長のために働かな
ければならないものだ主いう・・・・多くある
考え
46年をとれば子供からくわして
もらうのは当りまえだという ・・ 多くある
考え
47近頃の子供は殺を敬う精神が.
足りなくて困るとL、ぅ考え‘・・多くある
481t2??湾企の闘にま 多くある
49これからは親は親，子供は子
供でいくほうがよL、という考・・ 多くある
え
50自分さえよければ，自分の家 多くあるさえよければよいとL、う考え ず
51人主のつきあいには義理人情 -多くあるがTこいせつだとし、う考え
52長いものにはまかれてしvたほ
うが身のためだ，強L、者には・ ・多くある
当らずさわらずとL、う考え
53分家したものは本家のいうこ
とをきかなければならないと・・ 多くある
いう考え
号4おらが部落またはおらが町内 t 多くあるとしづ考え ・・ 7
55郷に入つては郷にしたがえと 時
いう気持 ・・ ~1!H
ラ6部落や町内全体のことは，上
の人にまかせておけばよいと・・・・多くある
いう考え
57自分の草IJ宮を主張することは
当然であるとL、ぅ考え ・・・・多くある
58自分の考えで正しいと思う人・・ 多くある
を選挙するということ
59女の子には嫁にいく仕草Eをし
てやればよし、，高校や大学の・・ 多くある
教育はいらないとL、う考え
ω男の子はき択のためになる1.1¥，
女の子は家のためにならない・・ 強!
とL、う気持
し、
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61女は家にもぐっていればよい....多くある 多少ある
主いう考え ほとんどない
62考な主つ婦えや嫁t主主人のいだうなりにているのが当然 とし・う・・・・多くある 多少ある ほとんどない
63女は男にくらべて損なことが
気多持いが，しかたがないという ・・ 強 い少しはあるほとんどない
64女の子に考のも教，え将育来や技独術立がしてい
けだるとだL、けう 必要・・・・多くある多少ある ほとんどない
65女がもっと社な会的方面に活う考動
しなければ らないとい ・・ 多くある 多少ある ほとんどなし、
え
66近意は頃見きの若いものは民主々畿の
ちがL、をしているという・・・・多くある 多少ある ほとんどなL‘
67若ちいが者L、と年あ寄っとの考えのくい
が て図るというこ・・ 多くある 多少ある ほとんどなし、
2二
68理年意配解見の2皆には若くいて者因に対するが足りな るという・・・多くある・多少ある ほとんどない
69近き頃まの若い者は礼困儀る作と法いをわ
えなくて， う窓・・多くある 多少ある ほとんどない
見 ' 70年な寄らわりはJ普を守からのしすきた気り持やしを ろうと る ・・ 多くある 多少ある ほとんどない
が強くて図るということ
71 若意見い人を尊の気君主持しを理か解なし， そのてい ければ・・ 多くある 多少ある
ならないという考え
ほとんどない
72 職ょう場ない気のと持人L、達でう結考がび互えいに家族のよついたほうが....多くある 多少ある ほとんどない
731織を身にチう主考つ将公けえるには弟菅伽lのようなデツ や徒 度がよ・・・多くある多少ある ほとんどない
し、とL、
74 経でも蛍もよ者い自は都しに、合使う考に用よっ解ては胞L、っ白と 人えを して・ ・多くある 多少ある ほとんどない
75従絶い対業う服考員従はえ経す営者のいうことにるのが当り前だと・・・・多くある 多少ある ほとんどない
76不な満るはがあるけれども，くびに
無る理の こわいから，も経営た者が・・・多くある 多少ある ほとんどないの ないv・っけに し
っているということ
77労働基準法なうんか，ないほう ・・多くある 多少ある ほとんどなし、
がよいとい考え
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! うコち壱lニい え 隠とんどなL、
62主婦や嫁は主人のいうなりに
考なっえているのが当然だという ・・ 多くある 多少ある ほとんどなし、
が，しかたがないという・・・・強
63気女多持いは男にくらべて損なことが い少しはある ほとんどない
64女の二子に考のも教，え将育来や技独術立していfけごるだけ が必要・・・多くある多少ある ほとんどない
とL、う
65女がもっと社な会ら的な方面に活う動考
しなければ いとい ・・ 多くある多少ある ほとんどなし‘
ヲ、ーL 
ちがし、をしているという ・・ 多くある 多少ある“意近は頃見きの若いものは民主k義の ほとんどない
67若い者と年あ寄っとの考えのくい
ちがし、が て困るというこ ....多くある多少ゐる ほとんどない
と
りなくて るという ・."多くある多少ある68理年意配見解がの煮1包には若い者囲に対する ほとんどなし・
69近き頃の若い者は礼図儀る作法をわ
まえなくて， という意・ ・多くある 多少ある ほとんどない
見
• 
70年なが寄強らわくりは背を守からのしすきたる気りや持しを困 ろうと ・・ 多くある 多少ある ほとんどない
て るとし、うこと
71若主な主見いら人尊の重気持しを理解し， そのを ていかなければ・・・多くある 多少ある
ないとL、う考え
ほとんどない
72職う場な気の人持選が互いに家族のよ
で結びついたほうが・・・・多くある 多少ある ほとんどなし、
ょいという考え
73織なを身に奉つ公けやるには弟昔嗣lのよう
デヅチ 徒 度がよ ・・ 多くある多少ある ほとんどなレ
いとL、う考え
74 経でも営よも者い自は都にい使合う考に用人えよってはL、っ由と を解雇して・・ 多くある 多少ある ほとんどない
るのが当り前だと・・・多く<I?る 多少ある75従絶い業対う服考員従はえ経す営者のいうことに ほとんどなL、
76不な満るはがあるけれども， くびに
無る理のこわし、から経営者 多の なL守、っけに，もしたが"・・多くある 少ある ほとんどない
っているということ
77労が働ょ基準法なうんか，ないほう ・・・多くある 多少ある ほとんどなし・
いとい考え
-B1ー
78労働け運が動JSなどやれば経営者の
う くなカ1るから引っこん・・・多くある 多少ある ほとんどない
でいたほう よL、とL、う考え
79労働条らら例なく二人いを改善するためには，
はた が々団う結考 しなけれ・・・・多く ある 多少ある ほとんどない
ばななとい え
80 生れ職産場ばの能人率間関を高係め改るう善考ためには，の を しなけ・・ 多くある多少ある ほとんどない
ならないιい え
81その日その日の暮yう1し (経済〉
に闘ってしますう ，図もったと
L‘L、な「がらな こと なし ・・・多くある 多少ある ほとんどない
ただ 仕方がない，その考うちえ
になんとかなる」とし、う
82日金が入ることから.金使運い用
が猪く ，計臥的に家計の ・・ 多くある 多少ある ほとんどない
をはかろうとしないこと
83家れぎの主人が家の経済全体い出をしうに
って，すこまかし、金の 入'・・多くある 多少ある
までるのがよいと 考 ほとんどない
え
84 主経と婦済L、的にう経計こ理創と能性力がながない，またいので閤る・・ 多くある 多少ある ほとんどない
8ラ普い生意も見活の費や子供さがカ派手になっ"c， が もで閏ると ・2くある多少ある ほとんどない
86食どつうに隼か食きっててだけはいける，
て おればそれでよ ・・・多くある 多少ある ほとんどない
いとし、う考え
87家計簿はをつけあまて計なかけ倒ら的にやる
こと，ひも れば.め""・多くある多少ある
んどうでもる できない ほとんどない
とL、う考え
88家計郷はをつけ入て支昔1・商出依にやる
こと .以 ・ が一定で ・ー・多くある 多少ある
なし、からできないとL、う考え
ほとんどない
89金持ちにならなくて生も活よL、か
ら，せめ収て文入化が的ほな をす""・多くある 多少ある ほとんどない
希る袋だけの しいとい
90農関金牒収産物入・など収穫内物職の商品化 ・
鵠 ・ などで，妻 多くある多少ある ほとんどない
して えくらしを
にしようとL、う考
91 経商さ費売れ上の経生費計や上な生経の経産済費がに確要がす区立別るしt. ~ortJ::Q)it~;Ò'I2S.J11J" ""・多くある 多少ある
， 言r'j頭的 ほとんどない
ていること
92経き営のやり方は普からやって
たことをやっていれば，ま・・ 多くある 多少ある ほとんどない
ちがし、はないとし、う考え
一回一
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99協同組，合あや労働役組に合などあっ
ても， まり たたないと ・・・多くある 多少ある ほとんどない
いう考え
100 自分の生。肉休結産的局を労高自働分めで増体よ収がり仕資を本は方
かがなり，い。考結え の ・・ 多くある多少ある ほとんどない
とL、う
101生産を高めるには，経蛍を合
理化しなければならなL、。そ 多k くある 多少ある ほとんどないのためにはい科う学考的え合理的にや
りたいと
102生産を高高めるには，ま資な金らの回
転率を めなけれt ない・・・・多くある 多少ある ほとんどなL、
とL、う考え
103地繊の農地業域経の済人を発が展共させる
には， :l'lH~G')^ /.( 同しな・・ 多くある 多少ある ほとんどない
ければならないとし、う考え
104 経大か福営る帳を必合要で理収が化支あすのるるには符記やメラシスを実は 多一くある 多少ある ほとんどないあと感じて行...
していること
105子の供仕が事中に学使をっ卒た業ほしたら， 家
うがよいと・・・・多くある 多少ある ほとんどない
L、う考え
106婦人や子今供のの仕事はたいへん
だが， ところどうにもなし・・多くある 多少ある ほとんどない
らないとL、う考え
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多少ある ほとんどない
多少ある ほとんどない
多少ある 生!とんどなし、
多少ある ほとんどない
多少ある ほとんどない
多少ある ほとんどない
多少ある ほとんどない
122栄縫をとるには米とうまし、も
のをたらふく食べることが第・・ 多くある 多少ある
ーだという考え
123 ~灰の柄造などから，万年床が. " 
まだ浅っている状態 ・多くある多少ある
124健康保険の利用は不十分で，
医者にかかるより，まじない 点
や信心で病気を直そうとする・・多くある 多少ある
考え
125塵芥の処理や下水の施設など
よくないが今のところどうK....何もして 少しはや
もならないと何もしないこよ いない っている
126伝梨病の予防や問虫の駆除に
積極的に関心をしめさない傾・ 与とんど関少しは関
向 Uがない 心がある
、 ?
??
??? 』???
大レにやって
L、る
大いに関心を
もっている
127適当な休援をとることは必要
だと考えながら，くらしのた・・ 多くある 多少ある ほとんどない
めには仕方がないとL、う考え
128手足の消際や衣服の洗濯，日
光消穆などは忙しいし，手も
い魁らtt.l、からあまり考えな・・多くある 多少ある ほとんどなし、
とし、う習慣
129牧場の生産性を高めるにtま，
厚生 ・保健施設が主主要である・・・・多くある 多少ある ほとんどない
とL、う考え
130はえ ・のみ・かなどの駆除が v 
部落や町内共同でさかんに実....大いド実施 少しは突施ほとんどし
施されていること されてし、るされているてL、なし、
『註J1-40・・ 文化的生活行動態度 41-80・ ・社会的生活肩動態度 81-130・・・・生
E量的生活行動態度
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調査 E
1 * I ※」 2学校
0学校の規模 ? ? ?
l慶外運卸腸数!
|トラツ F一周|
?????????
0 生活 指準
指導組織l
の略示 |
生の活問指題導上点 | 
児童会等の |
問題点
0 学校教育目標
O 篇設 経営 面
くないものを消す〉 視聴説教具. 放送室 図欝蜜 特別室
重点をおし、ているところ
0 行 事 (特に力点をおくものと，その規模について〉
O 児童生徒の自主的経営面
〔ないものを摘しあるものを記入〉 購買組合 子ども銀行 学校新開.
0 その他学校運営上特記すべき事項
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〔調 査 V ? ? ?
下の 29の項目についも掌#のこnの傾向T'.他の市町村6;るいは他の4隆俊区の倒掌.のこE色k比べて，
比厳的優れてい畠か，劣.，τぃðかを野;!して<t:~ぃ.
(1) 処置帥橿抗τいる&噌えられる噴賓館f:t"……・ 0・0 ・ .......・・H・・"， 3、
嘗過と勾えられる‘のには・ ・…・・" ….......，.....~ ・山"・ 2I 
} ξ記入しぞください.lt程的劣9ていると珂えられる項目町t....，.， ・…" ・・・…..1r 
，遺書段措その他。温自でE予定で怠にくい唖廃11:1.1' “ ...".....~..........-・・0・ . J 
"-.I!y1I:ニ
rjJ主持3をした項目で.とくに量れ乏いるものは，‘ぅーっ3ttrき加えて・"、
r 1 Jと評定した羽闘でJ t!: 01:書山内るもの'n.， "→i柑帥れ 1Jと臥して〈闘い.
(2) k (晴人事@主主主{日制糊的制附添付朝間尚北ら，抑制定抑制閥的阻んで《ださい・
企〈に傭人章。土三~ (と 2'，1<同質的立帽周を朱ず}項聞があ。食品，を@野点聖徳丸で包んで〈ださい.
.， 11<脅岡田:Eλする必.がありまゼん.
-93 .-
HのI(町
調 査唖
仁士二ゴ 学校一一一年 性別( )一一一名
(1 JかE>(20J までの調査項目に9いて.学年øc.l:~が，どりま 5 に行動し.それをとど品自身ど0ょう tこ考えたり，鼠じた
bしているかを.日常の観銭。1:1:もとの官官し4暑い.をのためのかんたιな網干Fなどを重量宥にしτ記入してくtlきい.
胞 λ倒 ・一-.茸項目(1)よリーー
C 1) 練踊でいいつけられる仕事，色められt仕事に対l."r.I!んなや ~:Iiをし普すか。
( ) 1 いやな時はしない 〈口ごた土する，にげる， t!-! りこむ〉
( ) ，. い...でもが1まんしてやる〈仕方がないからぞる，いいかげんに。る〉
( ) l. 仕事は寸恥そんなにいぞでなレ
(0) 1. 仕事事をよろζんでする
( ) ι ぃ、司げられ恥仕事'!司法止にみつけτeる
( ) ..そ@処 f
.. (蝿びたい・主だちがよ~'.=..縄返る，盤強している，凡られるのが、咋品吐られるのが日潟、4 、‘、、、、、、..、、、 、.
- 1仕・が~たない， 、、、、、、、.、、 、"、 、、、、.司、.、"， 、、、、、、.‘、.、、
間 l......、、.....、'.
??????? 。???????????????? r蝿⑤
毘λ申芳量
削 をれぞれの富島査項目。質問に対七τ，苦がい《っか並べτめる・をの富司中から，下の( )に景すような骨勧銀貨を遭んで，害白書号の( ) 
自車内@まtはO喝を記入しτ(1~~ い・適当在蓄が在い時は. rl;司他J1=.'事事加えT(ださい・
〔丸帽のζど‘民闘にみられるもの ・ … ・ .................，... 。、
単敏また捻それ以下eこどもにし珍、みられない会L 鎗泊客に比べるL ‘.~‘ー訟の多いもの・・・.......，.... 0 J 
・印のついている粛圃強固 (7')(12】(1))(1")[1勾 (16)(17J 口町民品。却が2勺以上勺〈ζ之があ~1<す功、それ且外のe自のない項目割1， 0ぎた
はC聞のどちむか1つだけを記入Lて〈記事レ.
幽つ冨に@ま1:1:0印をつ吋1:蓄の書曹を f)欄に記入し.ζrもがなぜそりような行副態度配とるりか， ζC'60)!L掛からの翠由を，'Iil!;直倒」
を書帯広して 桝欄にi1.λしてtださいe遣自治、・《つ..t.る時は.多量生のζI!.が支持する‘のかb順番に記入してtだ8ぃ。
t周 @まtはO申をつりに行動態度が，地境IU，男女別，裂の馳票制喝の畿によ。T. 比按納は。普 ~vr.:傾向を吊すときは，上り記入倒になら。
て記入しτtだ書、'01:とえば，ゃ叫留に寄金・抗によ喝な理由で.r・Jの行動観度t'.J曜と比べでと《巴貴子に共通にみられる領内?ごと堪えらね
ると ~4:. 円欄巳「興 l玉)'Jι位入L針。同搬に，掛川. 現の職議問婚によ。て犠がめると噌えられると曹は，r(盤面.禍唐街J醜.
( 
~lJf:. è'のよ うに記入して{ ~~I.'o 
男宜!U，地域別， Il!""職議別おどによヲτ室長がめるとは噌えられないときは，料相に X却を記入して(1:きい。
醐 C3'J (18) (20)の項目には特別町指示があbますから.岳町南目的措吊t従'"てtださい。
個捺印の棋はE入のI!'、更が"'~ませんg
(IJ 家庭でいいつけられる仕事.きめられた仕事に芳し1:.どんなやり方をしますか.
) I固 いやな時はLたい fロごたえする.にげる.だま争こむ〉
) 2・ いやで4がをんしてやる f仕方がないから"o.いいかげんにやる3
( ) ~ 仕事はする，そんなに、、やでない
( ) ・. 仕事をよるこんでする
( ) 払いいつけられ恥世彦1<で自主掛こみ司けtやる
( ) ..その他〈
，-たい.宜た令が~=奇寄る.勉重している，吃ら料る0がいや世，11:られる@がこわい，たたかれる，仕‘.解怠が:苦l，.\.、.仕羽事Eがき?た4な、い.勺， tむyず=歩排し、h、.¥
.. 1<ま枇7た仙4品山、い、刈
; '''"''が刈‘らえる'恥翼ι'て叫も柿らHえる.t:;"、< ~出伽、ら.倍出め叫らt1，ò. 耳臥んで叫‘らHえHる'僻肘料蜘帥にu危る.家臥人‘榔甑4、る，孟脳Lぼ百け
\t'.Atする人かない， 揖人，剤費すたい，やると気持がよい，仕事をしたいと白骨の集合:す宮ない， lいこ~がしたい I
[_[ 
l丙
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Hの~(61 
【2] 掌使や町内.部落での滑栂，火の湖心の夜組Pなと，集団的な仕事に対しτ，とん句やり方をしまpすか.
) 1. い4少な肉はしなレ《醐手"'*妙にでる白砂畑しない〉
) ~ いやだど1れども仕方なじ伝やる〈がまんしてぞる.いいかげんに4やる〉
( ) ，..い唱し 4に仕ミ評する，そんなにいやでない
( ) . よろζんで帯加サる
( ) ， 仕事をみつけて!i11>破哲みこやる
( ) <弘 その他〈 ・
N J自舟のし品、ことがで証~.C\-勺いほる制丸、るu酎まこh\.\. おど倉寸滑がいるR 出r.c:\~.と""とでおこられるわ含めてあるのにじ郎、とわ恥、，人世間、
!b: . 1_，r，1'Ì仇する，~らないとほ同州らえないパ-， t..，，~:::.~る帥帥札ろい，糊ナると細川められる， 学峰子制のためにt.t~.大人坤|
胃 、んで('hる島全体で仕事を仕上げると気持がよ'"
(3)将来D職業選択について考えをも "，"Cいますか.
( ) 1. なにも考えてい怪い
( ) 2. 時に考えるζ2ヒもおる
仁 ) 3 しんけんに考えている
( ，) . その他〈
- r2J r'Jの場合":'J:尽を考えているかを乱ぺo-
"ー の躍しみながら守れる仕事iJ:'i.I.'， -~!N問問い'!I-h>'c;，訓のttJII'f.:ひきつぎたも、， 税のよ うな仕事ti貯ぼした<f1.\'" 苦い仕事 いけの少い仕$峨ど、
おいι 伺でもよい念になる仕掛・したい恥(ill Ht~がよい，伽抑ためにな日開Zよい，酬でき枕すればよい J
F可
(4) 衣類.学用品，日間出Bに対する扱いはどんなですか.
( ) 1 粗末に扱う〈貴晶乙担う『決時Fる〉
( ) 2. 大切，"-と字3ニ肝'.'lろとする関心がうすい
( ) ヲ大伊丹己土手に担う
( ) ー その他〈
羽 ，な〈なれ.t:t'.'I{?1:.-もらえる，も.>ほしい.そんなに欲し〈なh 古い骨やよごれた伶はきちいずL めんEう〈さい，賓宣で置。てもらえな¥.'.，患い寸雲、
高\"払てもらえない市は大切にしなけjla~1;:I?fl:1.、。臥がい4時叫する，蜘酬のζ同考える，教世間に風、社摘がム向 j 
(5)小遣いをどのように使。ーています炉.
( ) J. 小遣いは償bない
( ) ，. 小車』もお守唱。:;l!ぴ泊J!.なEを買号
( ) ， 小，jl!慨をつけている， ，)、地いは計倒的区酷う
ぐ 〉 φ 小置いをためてお((証人にあずか。てもらう，ためておいて貯宣する〉
( ) 5 その他〈
掴 /小遣いはもらあない， なにも買レまとい屯のがかい， )Ilいたいものがあり過ずる，まずさも毛おごり合いをすl" いらない輸をつい異，てしまう，お中唱の~\
11'1りに小温いをもらう.おやつ可もらい方副少ないからa相芝居が見たいp 小法制まめんどう("，'・鼠人に小池偵を見せなければならぬ，貯金がたまる可|
創 1引きれしい，た劫ておいて民いたいホのがあ'.>，
F両
(6J 悪い量産びをや静ますか.
( ) 1. 思いとおも5盤びでも寸る
'( ) 2. IIいとおも5描t1司まあま与しない
( ) ，. ~まいとおもら世ぴは.け， l，.τしない
( ) 仇その曲〈
理 /'功、。~ぴをずる沼市が郎、 Lたいと件聞は刊はこなる. 1...~い主いじめられる， ほかにやる車びがない，国自い目 、下品な瞳び仕惑い.;t，五郎、遊びは1
dI tmぃ.1>.のめかる遊びはわ毛h やか'iしい漉ぴほ阻い，メダチの土うな遊びはちるい，みんなが仲よ<"t'れない輩出はE匹、.大人が地'"遊びは恵い遊びi
~ ¥品 目タ}人記とも、ろも叫な遊びがで舎ない.
い
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百の3(.) 
得【7] 母校や校外の遊びで，いじわる，砂んか.1ギ聞はずれなどが畠りますか.
( ) I 、A冶&のととでけんか院なる("劇l 容の出し合、.)
< } 2 いじわる，軒、令、。じめ.併ザ品まずれをずる
E ヨ. よ且草ヨド下量生に対して上芋〈うわて〉にでる，い悟る
( ).. 錫乎が女芽に持して土"1'(うわて〉にでるI c.~をする.ほかにする
< "φ 併よ(1..ている
( ).. その他〈
岨 Jど主治、t..， '"王子鱒""イVチ..をナる，強口をいわれる.且をふんだり ぷつ岳、，たり 敏瞥と，たbする.5'い宵寓を倶ぅI~~tUをする，女が*'>\
i 11.("''''いじわるしたから""民仲間に入れたい，件面1:ずしされれAまして茸す.即孟女ょ"'，・-よ組金は下量生ょ，偉いわるいζ&で‘体調同まい!
" ¥らないとこ品、，11:に蹄惜，ている.州んしている，?
(8) どの主うな学習形惣がすきですか.
( ) ι 個別三学習で自分勺ひとり Gぞる方がよい
( ) 2. ..ルFプ君主置で，車叫ち~い. t..に帰るっちがよい
( ) 弘史!t'から由識でtI:えてもらラ方がよい
( .).. その他 C
~ I宮野て寸舎にでtる，グループでするとや恥乏しい.I!見がも五，てけんかになる，グルー プですると今るさ、、，.，-ー プ明暗暗巴でU..一人でほ令、
面 |岬郁嗣‘唖恥え山τ吋もω れ川る.欄吋刊u山、噌叩え剖M渇が向叩z河でる恥.先姓生の帽叩笛伽の柑匁畑加が訓E以主以山〈悼何b拙倉叫、
例 Iプ字冒はLたζとM治が2な恥、、
口
(9) 学般会， ホームル・ーム，児童会，.~主徒会などでは，どのような覧曹の仕方世しますか.
( ) J. I密主んど揖置しない
( ) 2. 聾冒するこ之が少い
( ) 弘 之〈発菅ずるが円~適温でない
( );. l <提言して瞳叡的な置且を出ザ
( )'・ その他C
~ ，はずかL¥..人‘書官しない，!!見事:郎、 l<わからない，J!I乎がひ..かす，Ei:培する舎が部、できる生Itt...咽冒しない.金聾会のζとがよ<，，"¥
i 1"な.¥'，あとでa‘'ロをU的れる..のたbだ.自分の軍見;.d:通るとうれLレ.先生にみ&められる，みんな@怠見でよい随面温婦でる. 1 
嗣 1 ? 』
(10) 自分たちできゅた規則や，きま Pをとりように守りますか.
ぐ ) J ほとんど守らない
ぐ 一 ) 2. qるtま'‘"‘t.，守らぬきまりも"る
( )" l (守る
( ) φ その包〈
・ /めん-E・1(さい。人のことだと制.仙の"，.qらない， j事情〉岬らない，なんで品柄拘からない，いやなことがきめられる，自分のt'.1>'1
! l'週らない， 耐慣などずる.::.2.1:''':)劫晶、， つい却もτし引， 自分常時が決めたの記から， t1:~を守るとほめられる・守らな防相雌めたかわが町;
田川、規胤を守ることはり，暗記 i
r [ r~ 
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(1) 学級("'~ム)や企校。役員，保に対して.どんな考え方をしていますか.
( ) J. 控員や蝿芯はな~t.o<ない
< ) 2. 担員や保証口まな，たいがな礼そう‘'"い
( .) >， 段員にな'た、、役員に危るこ ~J'サ~だ
( ) ‘， -l:の晶〈
1 lJt<}./Jtl"ていじめる，遊びたい， ，判1/(に掛'たい・女柑からなれないzひやかきれる.仕草がうるさャ.tI胡の由来がよ<1:¥，'，勉Eの暗闘がopくなる， 、
!Iλ割暗記量支える，雄尚ぃ" ^"町に士つのがl吋か¥"1.-，入噛止て刊'lI.雌区制t叫するa姐主情〈むたよ山知Z品 位。u¥
岡 1民毘したわJ先生に静かれる.
|師|開 f
t E 
聞の4(0)
-【l勾両親に対してどのような考えをもヲていますか.
) 1 説。、.ぃゥ什は守S切なければなら出
) ，. 麓は予.<:.ttf l..(寸る110・~ぃ
( ) 急 車広子、ー や香し〈す，，;，がよい
( ) . ~はも宅 Jヒ予のL北分をきいてもらいたい
( ) ，. .111_ζひいきをしてもらいた〈ない
( ) . その他〈
_ 1;震の<1<.事い早はいやだ.宜il!が車混:J:.1:.た句売んザ臼したらlo!lB'ともA子三.11隅ほかbいが.て〈れる，11裂は位1..(て失の穆ずさ間続周手昌弘、がISl? 時間から恥でも…"刊し〈 … ーなら品、……ι糊は百繍手品いと輪開バ欲しい.I，.，"?までj
1も.'1'併ではない.，ニどものいろ理事にも協力して欲しい，副総押は犬匂げを J
fI~ . r 1 
+m了担任外の敏師や来客に桜し.校外で朱知の人に物をきかれた時や，遺足その他で他校.他地域のとともに接する時，どんな
行動をとりますか.
( ) 1・ なる"'<革斤..よろにする
( ) z 向うが&1¥."1>岬れば:t習がなl.'i.I¥ら問手になる
< ) '. ナオんで相手唱な9白血に指す
( ) 1 他泡場@こど‘eロげんかに''''品い
( ) ゑその他〈; f~~~'.~:':られる 11"'::&>0:"\.，伽州ゅの抗判':..同さい・ M剛山ければなら由・ぐ弘、ろな置をt<"~~，."t，，，ょ?のこ日)
鯛 \11tらも.t.~ Jにその.-どもtまいじbるま'.:ζわい.
「f ; |
*[1.4J どんな学科が好~-r;ナか.
( ) 1. 国 Ii () 2 そ士 会 < ) ，.算書室岳写 ( ) . . 科
( )多含 蹴 ( ) .国 :I: ( ) 7・揖健体宵 ( ) .・嵐晶瞳案
( ) 9.英慌il;;:;;おいどご;fL:!?れる 袖川挫の臥方がうまい・m 恥将来の高に叫 λ判明t裂が大)?
?
*:15)修学旅行平沼足に参加し，運動会，学芸会などに出場，出演するφを喜びますか.
( ) 1 遣且~.~群島閉ま司!H. ¥.、
( ) 2.運動会ヨV畏畠省堪畠などに出初，出演十る主主はすきだ
( ) ，選曲，鞘晶輔勧印刷，r~酎るζ と11舎らい世
( ) ー その他〈・1お唱門中おい1.，..¥-4耐:宣ペ"j.る皆!::"'"L .lにいかれ為. I'!III~パスE費杭る・窓圃でさわがれる.品品色守噂いものが見刷、る，軒。たζ ，，"\、聖匂1i'暗へいか宮崎・各地の方冒や習慣9・M 屯・砂判4れる.はずかい、負けるの.'い守だ..1'おどりや副Zむずかしい・車入に聞かいh/.る.も|.， 'l('t: ttると弓1>1..い，証人に且て冶めてもらいたL、§まくで~ると先生J::み色められる. 賞品.'‘らえる in 
.(16)余暇~有動に別用しますか. (;カツヨの中の孟なものをOマ囲んでく花きい)
( ) t 叶いζご主品、ている 閣情，，，"'.軸剛，担甲車:， "逝b
( ) 2. 曲躍，町向。骨事に・Ollずる Eこども乱動同在， .，¥，yプ.幻量動
【 ) 1. 自主蛇な般車金する E置由h 写生，採量，担皐.I!作. 昏~. 軒都.
( ) 弘 だいたい)!tI'に画す
( ) !i¥ そのIlIC
.1創 {111>1すすめる，自分がす舎で，車JIl>tぃ，ているの，'c，みんなが砂加ナ...国首ぃ， 舟生がナナめる・ためになるB興換がお恥〉
日
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司の引&J
後(17] 本.頼回・~~ォ. t是舗などを好みますか・tカ.=町中の主江ものをOで積んでく t~きい)
f酬，餌.I'!l:!Ii!1輔.同醐帥，伍品開輔，岬崎鞠・ d晶 1
( ) I・I!暑がすt ( lその他( ， 
11札 rt，I/'~ "，，-，... 祉綿.......-7-，補予植村坤'!P....-1 
( ) 2. In闘をみるのがすt ( 1 ~晶量11. ~、置.韓韓曙，その他( I 
(':::"，，-;11.，夫気予札，ジォ休e恥 ζども依糞省波晶 λボ-?"，測が為 1
) ，. ?'rJ1t'をt<のがすt{ l~制， 帥，書居間，宮町胡. t.f民その他( J 
榊，時間，"'''';/，，ミ坤.田園・聞!島問醐帥，酬 &.1
( ) 令・R爾を見る@がす舎 { l-Ar宜僻刷.主の晶( ， 
園自嗣 〈おもしろ，ぃゐいろなζ之副わかる・ためになL 魁暗に担に:sr.~. ) 
U 
長【18] 偉いと告もう人.尊敬する人~色。ていますか・
< ) 1. 偉い&おもも人'"啓晴ナる人をも，ていない，わからない
( ) 2. 慣，."おも弓人.・8亀戸rる人をも，ていゐ.
( ) ) その也〈
-f2Jの肘，相川畑北当協同欄同刷、そ心掛を掴4 ー
‘ |本叫ん札鴇で柿.，~ .B"'''(\.~Q 加、叫..\~t:.. ~'t1~.，，?もいう・帽で見た・ ."..吋時酬で恥税問恥)=l丸
b 勉置制吋t.蜘 tいい，僻〈れたり絡を〈れたりずる1 制削ョである，砲、噌掛ける.親切である.ω喧しいI 人のためにつ〈れ柚につ1
2"しず・酬散を¥..t:..附U.<できる・醤Lいことにも尚んする，島、，人間跡、こと肘る・恒に叫けない)
(卜一一一一二千」
(19) ζ ともは自分をし'"わせ(率稿)tとJ恩。ていますか，
( ) 1. 等揮でほないと鳳，ている
( ) 2 普通だとl!loている
( ) .. 軍事習院総l8.ている
( ) φ， その他E
.(車に初Mt~，なもーある， かわい喬」てもらえな、ーもらえ，~， i':.L¥喝を貰勾て〈れ段、'-JII'..て〈晶b おいLν‘@が食べる，1."(l:1.ーいっ‘会ぺらI
S lME耐恥-::*:""'，よい脚如、ー品 E吋齢、司令山部叫也、〈・川崎山ー郎君叩柏 みーんな，..1
1ら..t.a両震がξゐ.ていない， 慣が花しすtr私蘭白いと£が魚いa時々けゐかするー隊中がなかがえ也、 J 
r .r • ，. '. r; . I l' .， . I I 
(20) むどもは問題意識~~ちますか.
( ) 1. ほとんE問題意訟がない
( ) 2. 時々問調を‘つ
( ) ， よ〈聞a置をつかんでいる
( ) 弘その他E
ー-f2J r'Jの渇舎の主なM.II・倒ー 一
-[寸
?
?
?
???
↑ ?
?
?
??
?
?
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調査 ! 喧の 1
r r 1 対象児 晃一一一一名学校 年童生徒女
" It員体重・駒四回事JtJ. .G'i高・量‘t~記入Lて〈泥酔・・ ぞもて瞳l曹剖にみてj .t \~-t.担率わるも、簡刻銘よびそolll!l tなる特韓@地様羽修情治唱え制はら，あhlt
"(1<λして〈だきも・.
|山おや吋相'色村パ叩) 1. 1:レたい制 2 肝こし叫~h'Q-T'btかなりいる '・ 4 叫 'H，lobない
1。乎棋はEんなもらレかた"ヒL虫すか. <0印) 1 蛸が4含骨めた卦量 ， ι，2 平棋のほLい世け " イ小、づかい含もら令て治か.号
j 叫叫山山…は川叩…Hそ引軌山Jれ出、市院…伽:唱…お
tr3糊…幽悶謙附…廿か 1 1:< 
a 極陸"1本且はじ.iぷんJヒられていますか1. じ・5ぷん 2 子供に，H 寧聞に.t.てはふじ@号ぷんな乙と‘ある ' ー 阻にふじ.1"::ん
L ，に匝Hずる象割Zその漉働監阻織に阻閉して〈必品、.
面，i.t身体会副増晴ですか・(0骨) 1 〒位取二清隆司康 弘存唱。乎ずややいる $ ー世に本置を民むがも守、、
凡 2I盤みが台。伏島はどきでサか.(001) 1 犬画妙。も@が.6みが〈 之 毎Eみがかない子供もかな9いる 弘 みがかない‘0*'*し図。:1'1寸レ
九 3っか九やすい傾向がゐeますが・(0印) 1 大鋪分。‘。.唱力，，;，，~ 2. っかjL't-j'1.'も白‘"なれ・る ， ー盟に勺か蜘宇すh偏向がある
つかれない
~， 2茸カは...主ナか.(0骨〉 B 犬冊分。‘のが虫カがふる Z 詞コ，，<>1注也、‘e‘かな'いる " ー盤巴買力がない
，.， '.1'.2区二ついて.その軍邸主な。ている地掴の輔陣J，.情渇'-'りますか・もしあ，たら毘入して〈起きいe
.t <.waド， rt.，ナ" .. ぜサI!， I・~勺かない，っかれやす〈す('Mる，かぜをひき...サ、ーなど健康体でない軍闘を#，ら拘しているチ侠がおりま'1' b'~ 
1-一一1"‘，" Z"今'倉隼手今輯毘4侭<，恥h町苫のa陶&た'たa鍋例h可I~虫町の5も， め削す世'.!.，てa多惨いものsがユもι，たらaあbげて〈だきい._叩司-一_.'H一一“ m 司M'"''一---一.一-一 "一戸{一.
色3乎袖供たMあの肺かか叫る嗣糊揖等桐州{喝輸脚酔こ勺引、い吋‘寸i:.酬拙に比出醐.岨虫して.と〈峰、吐息拙るものがあ令たらあげて〈削ぃ.."ーム一一一・…一一一白 一関
・ .ー.._ ，ー町田.明白 ......-.叩-_._..~屯田明胆 勾 問削 刷同何回 一.....~~- 開制4川 崎山山 白"山~ー何回 ." 句司~".'、剛・ ・・“" 一 』ー..'..・駒山岡--，，_""..._- 凶一色町四
l その慰留岬訪れますl!I'..，…ナ・一一 一 一 一ー ムー一一一一… _..-'t:""-;r"'-" …一…ー←一一 一一
五 4 身体虚弱，臨体不自由，官副院唖.1i11l・岬掴，輔晶#陣留をいている子供た日唱bますか.その/f--4:Yアー叫J.入して〈柑晶、.
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2.3.3.調査結果
調査Iから刊までの調査結果を，それぞれ詳しく示すべきだが，紙数の関係
上，調査Iから調査四までを通してみて，田舎社会・町社会・都市社会の全般
的な特性とそこに住む人々の特徴的な人格の操相を大雑巴に概揺することにと
どめξい。調査の結果は，具体的には，つぎのく3.>のなかに示されているか
らである。
まず田舎社会からみることにする。いうまでもなく国会社会の人材土農業や
林業や漁業なEの，いわゆる第一次産業をその生業としている。これらの産業
は人々を強く土地にしばりつけるためにp 国会社会を定着的な社会にし，また
封鎖的な社会にしている。しかも人々は大体農業なら農業，漁業ならt齢、業とい
うように同じ職業に従事ーしてしそるため，物の見方や感じ方が共通しており，等
質酌社会となっている。その上に家族や同族などの血縁共同休や，近隣・普1落
などの地縁共同体の掬東が強くて，伝統的な慣習が権威をもっ伝統的社会とな
っている。さらにまた，回会社会の構成単位は“家"であって，人間生活が企
画。悦零iF?宇中(1)$ヰ卒中され，従ってまた家格が笈んじられる家族主義的
性格が田舎社会を特色づけている。まだまだ，いろいろな角度から同舎社会の
特質をあげることができるであろうが，要は個人の自由や平等，自然性や創意
や個性が育ちにくい環境であるということにつきる。従て回会社会の人々は，
ぎわめて素朴で強制な意志をもち，またきわめて勤勉でまた節倹で、あるけれど
もν一面，家や部落に投入した投主体的な人間となり，批判や懐疑をもたない
で，おのずから積極的な進歩に乏しくなるといえる。し〈ろいろな社会的拘束に
しばられて，個性をもった人聞は育ちにくいのである。
それならば，都市社会はどうであろうか。いうまでもなく，都市社会の人々
に商業や工業などの，いわゆる第二次産業と第三次産業を生業の主体としてい
る。しかも人々は，それぞれ臭った職業をもち，臭った思想と感情を持ってい
る。さらに社会的移動がきわめて激しいために，土地との結びつきは弱く，地域
的な共通感情も比較的うすい。そうして金銭による評価が支配的となって，財
産の有無が人聞の地位と価値ーを決定するようになる。またs都市社会の人間関
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係は田舎社会のように，全人格的な結合でな<， 一両的役利響関係による結合
となる。さらに加九.て，都市社会には，いろいろな思想や文化が氾濫してい
る。そのほか，都市社会の特質として，いろいろなことが数えられるであろう
が，要は田舎社会のように個人の孟体性が育ちにくい環境ではなく，それが育
苧~-.t< ，子ちW-t，J子琴平である之いう干之につきるであろう o1!!lち，都市
社会の人々は，集団への埋没から解放され，非合1理J3f.Jな慣習から解放されて，
比較的に自由である。けれども，他面，功利的・打算的で，また流行的であり
分裂的でさえあるといえる。都市社会は，人聞をいろいろな社会的拘束から解
放するけれども， しかしまた，それは分裂したノミースナリテイの形成へと導く
のである。パースナリテイ統合という ことが，とくに問題となる所以である。
それならば， 町社会はどうであろうか。田I社会は，いろいろな点で， 田舎社
会之都市社会の中間的なものとして考えることができょう。即ち，町社会の人
回会社会の人々のように，農業・ 7漁業というような第一次産業を生業のト々土，
主体としているのでもなければ，都市社会のように商工業をその主体としてい
るのでもない。これらを大体同じような割合で全部含んでいる。けれども，識
業分化や階級分化は都市ほど著しくはない。 しかも， 田舎社会のように血縁共
同体や地縁共同体の拘束が強くはないけれども，しかし，このような共同体的拘
東から完全に自由でもない。さらにまた，伝統的な慣習が絶対的な権威をもっ
て支配しているわけで司もないが，しかし，そとから完全にぬけでているともい
えない。 このようなと主から， 町社会の人々 は， 田舎社会的な要素と都市社会
的な要素をあわせもっているといえるのである。即ち町社会の人々は，保守的
であるとともに他函進歩的であり，設主体的な側面があるかと思えば，他面ま
た利己主義的な側両をもち，義理人情を重んずるかと思えば，他商また損得・利
害に敏感である等々である。このように，町社会の人々はどの社会よりも境界
人的な矛盾的な性格構造をもっ人々としてとらえられるのである。
以上で，田舎社会 ・町社会 ・都市社会それぞれの社会と人間の全般的な特性
を概観したのであるが， これについて若干注意しければならないこ とがある。
その第ーは，以上の説明は極端に純粋化して述べたもので，実際は複雑なか
たちになっているのが現実だということである。例えば，田舎社会の人聞は保
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守的であるといったが， しかし医商また同会社会の人々にも極めて進歩的な商
もあるということである。また，都市社会の人々は個人主義的であるといった
が， しかし反面またいろいろな社会的拘点をうけて没主体的な側商ももってい
，るということである。換言すれば， 田舎社会の人々も， 都市社会の人々も， ・
程度の差こそあれ，町社会の人間特性として述べたような矛盾的人格構造をも
っているということである。ところで，とのような人格の構造特性は，日本人全
体の傾向であるとも考えられるであろうし，また危機足立つ現代人一般の特性
であるともいえるであろう。そればかりでなく，人間そのものが，本来的にか
かる矛盾的性格構造をもつものであるとも考えられる。ともかく ，かかるもの
として，われわれは人聞を理解する必要があるの従って，この調査から言って
田舎社会の人々は他の社会の人々にくらべ ・いることIt，どちらヵ、といえは_，
て，比較的ふるい生活連関と生活様式をもっているというにすぎないし， また
都市社会の人々は比較的新しい生活連関と生前様式をもっているというにすぎ
ないのである。そして，町社会の人々は，このどちらともつかぬ中途半端なあ
り方をしているものが比較的多いというにすぎないのである。
注意すべき第二の点は，回合社会といっても，農村と山村と漁村とでは，そ
れぞれその社会の構造特性がちがい， また人聞のあり方もそれぞれ違っている
主いうことである。町社会や都市社会主いっても，商工を中心とする町や都
市，農荷を中心とする町や都市，工業を中心とする町や都市とでは，やはりそ
の社会や人閣の特性はちがっているということである。けれども， 回会社会な
ら回会社会として，町社会なら町社会として，都市社会なら都市社会として，
すでに述べたような共通の特性をもっていることもまた事実であって，われわ
れはこの点に着目して，問題的行動 ・態度や問題となる生活の構えや教育のね
らいを，この三つの類型においてまとめたわけで‘ある。この三つの類型の中で
さらにそれぞれが細分イvヒされた特色は，むしろ各地域なり各学校なりで，とら
えなければならないものであろう。
以上，ごく大まかに調査結巣として三類型の社会主人聞の特性を概略述べた
わけでhるがLはじめにもことわったとおり，全体調査の結巣は，つぎのく3>
の具体的な内容のなかにあらわされているわけである。
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2.4. 現場で実施する場合の留意点
地域社会のそれぞれの現場で，われわれの調査研究を利用して，調査を実施
する場合には，どのどうなことに留意したらよいだろうか。
調査結果より問題的危仕組や人格のすがた，重点的な教育のねらいをみちび
きだす手1蹟については，く3>で詳細にのべられるので，ここでは主として各
地域で調盆を笑施する場合の調査方法に関連する問題について述べたい。
2.4.1. 調査実施上の留意点
われわれがこの調査研買でとってきた基本的な考え方や，方法・技術は，各
地域で実施する場合においても活用することができるであろう。
そこで現場がこのような調査研究をすすめる場合の留意点を，以下の項目に
わたって考えてみよう。
(1) 調査の基本的立場
(2) 調査の目標
(紛調査の構造
(生) 調査方法，資料収集の技術
これは澗査研究の全体的な研究過程とも考えられるが，実際に調査を実施す
る場合，各地域の具体的な条件によって，つぎの点からの考察も必要である。
(1) 調査対象としてとりあげる地域の類型や調査の範囲
(2) 調査を実施するスグツフの組織，その調蜜研究に必要とされる専問的訓
練の程度
(3) 調査研究に与えられるスグツフの時間的余裕，および地域からの経済的
支持
これらは，笑際にこの読査研究を進める場合に，その規模・構造・方法を制
約する条件となってくるので‘ある。
現場の教育関係者が，その地域教育計画樹立のための調査を実施するとき
に，本併究所のようなゆとりをもって，専心これにあたるということば困難な
ことであろう。
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また現場で司われhわれの実施した経過をそのまま踏襲するということは，地域
教育計画の性格から，また教育研究の本質から考えてみて，研究方法としては
妥当でない。一般的にはさきにあげた四つの条件の(1)および(加工困難な仕事で
も地域社会の主体性において決定しなければならない(われわれのものを参
考にしながらも〉ことであり ，(臥企)はおおいにわれわれの資料がそのまま利用
され得るところではないかと考えられる。
そとで現場で能率的にこの調査を進めるには，本紀要で報脅される調賓の構
造なり，内容・方法に，どのような操作を加え，どの点に留意して，調査研究
をすすめたらよいかということになるのである。これについて，やや理論的
になるが，さきにあげた四つの項目について述べてみよう。
2.4.2 調査の基本的立場の確立
この調査研究において，内容と方法を決定するのは，調査研究作業の全体を
貫く基本的な立場であるc これに基底をおいて，統一づけられた調査研究の全
体構造を確立し，個々の研究をこの全体構造の中に正しく位置づけてかかるこ
UI，どのような調査でもまず必要なことである。各現場においての研賞は先
ずこの点に向けられなければならない。
われわれはく1.>に詳述したような週程と操作でわれわれの基本的な立場・を
かためて，調査にとりかかったので、ある。この問題は深く究明するならば， 必
然的に世界観，教育的価値観の問題にふれてくるであろう。
いったい， この調査のむずかしさは資料の客観性・信頼性をどのようにして
確保するかということである。これは調査者自体が自己のとりあっかう資料の
中にいて，自分もそれにふくまれているということに幕因する〈その地域の中
に住んでいるため)。
とのことは自然科学と根本的にちが うところである。またこの領域で‘は， 自
然科学の諸分野のように，それ自体の方法や技術の主要な問題も全く解決して
いるとはL、われない現状でもある。そこで調査研究の基礎である基本的立場の
設定にあたっては，その内容の客観性・論理性の検討と同時に，設定・方法の
手順が，また重要な問題となってくる。どのような具体的な場面にたって考え
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られたか，おたがいの世界観にたって，共通の広場としてこの基本的な立場を
求めるため，どのような討議をかわし，どのようにおたがいが理解しあったか
という設定の過程が重要でゐる。そしてその聞の主鵠等の排除と君主観の保持の
ための能力が，具体的にこの分野における方法を進歩させるものであり，各々
に信頼のできる共通のかけはしをわたすものである。われわれの基本的立場は
勿論われわれの世界観に規定されている。しかしその世界観久は価値観が時間
的空間的に常に普遍的であり正しいものでらるとは断言できない。
ただ，われわれが現在の段階で把握した現実の資料と，理解し得るかぎりの理
論的研究の結果そのように信じている之いうにすぎない。
それならば，現場ではどのようにこの点を考えたらよいだろうか。
それは第一に研究者だけがこの資料の局外に立ち得るはずがないという事実
にもとづく反省にたって，自己の世界観なり教育的価値観の峻f敢な自己批判が
常になされることが要求される。
そして理論研究と科学的な方法技術を駆使し，客観的にとらえられた具体的
な事実の上に立つ実証的研究によって，それがたえずたしかめられなければな
らない。
さて，事実の客観的な把握といったが，これは基本的立場の成立について二
つの関連的意義をもっている。
むずかしい言い方になるが，その一つは現実に地域社会の教育機関の持つ公
共性ととぐに学校教育の持つ児童生徒の社会的準備性格〈将来社会を発展進歩
させる成人として陶冶されるべき〉よりくるそ安価値性への要求で‘ある。
この点については反論がないわけではない。真に科学的立場よりすれば現実
に防具体をはなれた-~崎由象はあり得ず，現笑にとらえる事象についてはなん
らかのかたちで‘価値評価をせざるを得ないということであるる。
ここに教育研究と社会研究之の限界が，考えられるのであって，教育課題と
社会課題との位相の差異を認める前提にたちながら，われわれは会教育の原則
として前者にたたないわけにl'士いかない。
第二の点は，ある価値観の混入せざるを得ない立場で事実を把握する，さら
にその事実によって立場を照査するという循環的矛盾である。
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この事実はあきらかにみとめられることであるが，この限界をおしひろげる
ことのできるのは，具体的事笑把握の客観性科学性をふかめることであろう。
調査者自身の研気過程においての常にその立場から検討しなおすことが，お
たがいの聞に共通の広場を設定し，基本的立場を構成する一基礎となるものであ
ろう。
2.4.3. 調査目標 ・内容の決定
われわれの調蜜研究は“重点的な教育のねらい"を設定するためのもので為
る。調査を実施する場合にねらいとして，教育目標・教育課程 ・教育管理・教
授法等の分野が考えられるが，その分類より考えるならば教育目標に関係する
調査であって，現場で調査研究をすすめる場合，この調査方法を利用するとす
れば，その調査目標・構造はその領域で設定されなければならない。
この調査出学習内容を直接にみちびきだすためのものではないから，もし学
習内容までねろうなら，さらにそのためには内容調査をすすめなければなるま
し、。
調査研究を現場で進めるにあたり考えなければならない点を目標設定に附髄
する留意点としてあげるならば ・
・調査目標を中核として全体構造をたてること
・その構造において調査すべき対象之調査方法を決定する
・さらにこの研究調査をすすめ資料をどのようにまとめるか予想を持つこと
等が目標設定の際の要請となろう。この点については本紀要のく1.>を十分参
照していただきたいと思う。
そしてその目標にしたがって研究作業はすすめられるわけであるが，目標は
最後の構造方法を規定するものでおるから可能なかぎり具体的に設定されなけ
ればならない。
2.4.4.調査構造の決定
調査構造を決定するには ・調査目標や内容・調主主の範囲・地域の類型・スタ
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ツフの組織が電要な条件となる。
そしてこの決定された構造は必然的に調査方法をみちびき出してくるもめで
あって， この二者は有機的な関連をもって考えられなければならない。
構造を決定する最大の要因は調査問機であるが，現実的にそれを規定するの
は地域社会の類型や調査範囲・スタッフに関連する問題であろう。
われわれの調査構造は，モデル地域調査，および全県詞査にわたってく2.2.
および2.3.>に詳細にでているが，その構造の基幹とおっているものはモデル
地域調査にみる第一次より第三次にわたる抑査の構想、である。
それは， まず第一に生活の事笑を洗い出すこと，づぎにその事笑を生みだし
ている人々の生活の構えを社会の仕組みと主体の側の人間成長の要因より究明
すること， さらにその生活の環境実態を把握することにより，たしかめ笑証し
ょうとするものであった。
またその環境笑態の調査も問題的な行動 ・態度よりながめることにより，人
問主体との有機的な関連において把握しようとこころみたものである。人間主
体と環境とのこの有機的な考え方は現場で誠査を笑施する場合，とくに留意す
べきである。
環境構造については，その概略を第一次調査の前に把握しておくことが必要
な場合が少なくないが，その際の訴j査視点および枠組みについては本研究所研
究紀要第八集を参照にされたい。
調盗の範囲の問題は前節で多少ふれたとおりに目標によって決定される。こ
こでは主として誠益地域の類型に関連して留意点をあげる。
現場で調査を笑施する場合には，学校には地方教育委員会，あるいは教育関
係者を中心にして特別に構成された委員によってさ学校区又は行政区を地域の
範囲之し，その笑態を調査対象として計画されることが多いであろう。
このことは農村においては問題が少い。つま り農村においては自然村として
の統一的地域として学校区 ・行政区を考えることも可能であるからである。従
ってモデル地域の農村についての訳査締造はそのまま利用できるであろう。
しかし，都市や都市近郊村では行政区あるいは学校区を農村と同じようにす
ぐにとりあげるわけにはいかない。
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-t:ζでそのようなl地域を対象とする場合には，第一次調査を具体的に進める
まえに，その人々の生活圏の笑態を明らかにする資料，たとえば，職業構成と
か商閣とか人口動態というような嫌相を洗いだしその構造においてとりあげ
る学校区なり地域を位置づけておいて，さらに事実を洗いだし解訳していく態
度が必要であろう。
その地域社会を類型的にみて，農村においてはそれが山村であろう之漁村で
あろうと平村であろうと農村として，統一的な特性をもっていると考えられ
るe
しかし都市であっては，人間特性にしろ社会機構にしろ，前主主で述べたよう
広生産・社会・女イヒの各構造にわたってきわめて複雑なものがある。
都市社会においてはその点の究明が， とくに注意される必要があって， 子εデ
ル地区として，大畑・入舟の両地区の資料は，その立場から他の地域と比較し
て理解されるべきである。以上の立場から，第一次調査のきりこみ方・資料解
釈とあいまって，その構造決定にはとくに留意が必要である。
なお，スタッフの組織・訓練度・その地域社会との関係等から調査実施の場
合の留意点をあげてみたL、。
日常の多忙な仕事をつづけながら，地域教育計画の諸調査をわれわれの組織
構造そのままで-つづける主要の困難は前にのべたとおりである。
それならば，そのようなスタッフでこの読査を実施する場合，われわれの研
究にどのような操作を加えたら，最も効果的に進めることができるだろうか。
この点については調査者がその地域に居住するか， または関係している点，
しかも地域の人々一子ども，大人をふくめてーとくに児童生徒については他の
誰よりも広く深く熟知しでいるということからくる操作の簡略化が考えられる
であろう。
われわれはこの調査研究の基本構造にみるように，地域の人々の問題的行動
・態度を検討することによって，地域の人々にみられる問題的な人格の様相と
地域社会にみられる問題的な社会の仕組みのこ簡を摘出した。そしてさらにこ
の何者に立って問題的な生活の行動産度をみなおすことによって，そこに問題
的な生活の構えを洗い出したのである。 しかし現場でこの訳査研究を実施する
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場合，これらの操作を省いて~(資料の処理において問題的な人格の様相之社
会の仕組みに分析し，さらに問題行動をみなおす操作をすることなく〕 ーわれ
われの地域類型によって設定したそれらの金体合見通し，それを検討しながら，
現場で具体的にとらえている問題的行動態度とつき合わせてみることによっ
て，直接的に問題的な生活の構をみちびき出そうとする操作がなされてもよい
であろう。これはく1.>の23頁の調査構造図式において，前側を省略して中央
の線だけで進める主いうやり方である。なお，手j瞭上の省略はその場合々々 で
いろいろ考えられるかもしれないのである。
もちろん，みちびきだす操作の過程で，われわれの分類した地域類型にたいし
て，その調査対象とした地域の接近度を考え，われわれが，都市 ・町 ・回舎に
各々あげている人格の様相.社会の仕組みについて接近皮の高い地域のそれι
つねに関連して検討しながら作業を進めねばならないことは言うまでもない6
2.4.5. 調査の方法と資料蒐集の技術
調査研究における第一段階は資料の収集とその組織化であり，第二段階は資
料の解訳とそれを有効な教育計画におりこむことでゐる。
この第二段階についてはく3.>で詳述されるのでここではふれなし、。第ー段
階での中心的なことは決定された調査の閏模範囲によって，もっとも信頼ので
きる資料が得られる方法と技術を選定することである。
その場合，第一に目標の達成のために構成された制寮構造自体が，方法を規
定し方向づけるということである。とのことは調査構造と調査方法とは密接な
有機的関係にあり，構造は方法の一昔日であるとも考えられるということである。
そこで，その調査構造によって具体的に展開される過程で，技術的な問題・
スタッフに関連する問題を検討しつつ，ふたたび調査構造を見なおすという態
度で考えてみることが必要である。
この場合，とくに区別して考えなければならないのは，調査の目標構造によ
って決定される調査方法と 3 その資料収集のための技術を混同してはならない
ことである。前者の調査方法については，今さら言・うまでもない。ここで問題
としなければならないのは後者であるc
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われわれの実施したモデ・1レ地区の代表調斉や全体調斉における，商接法や質
問紙法..liPち後者は資料収集の技術である。ところでこの方法や技術について
実際笑施する場合，スタッフと深い関連がある。
そこでわれわれのとったような自由記述函接法・質問紙法という資料収集の
投術もスタッフの組織や地域社会との関係によってそのとおり踏襲する必要は
ない。
スタッフがその調査地域に生活しているならば，おたがいに把握している資
料をまず持ちより，それを検討することによって問題点を設定し，それをたし
かめるという態度で，環境実態なり，生活休制を洗うという方法も考えられる。
学校区を対象とし，その学校職員がスグツフである場合には，恐ら〈このよ
5な方法がもっ三も調室を可能にするであらう。この場合， とくにわれわれの
調奇中の児童貨に闘する調査はうんと簡潔にして，スタッフの持っている日常の
観察資料を巾核としてそれを実証する程度で実施してよかろう。
しかしながら，地教委ー特に都市のように広い領域をしめている地域ーが中
心になって実施する場合では，われわれのモデル地域の調査のような代表調査
を上の蒐集法で実施し，これを全体の地域でたしかめること〈全体調査〉がど
うしても必要であろう。
つぎにスグツフの構成であるが，これは教育関係者による場合が多いであろ
うが，ただ教育指導担当者のみならず広〈地域の各層のヱキスパ{トも加え，
“地域の限と頭脳"を結集することが望ましい。また教育社会学，心理学の分
野については求めうるならば，理論研究者をむかえることが望ましいことはい
うまでもない。
実際の調養作業に地域の有識者が各方面より参加することは，問題掘すに広
い視野を与えるという利点はあるが，反面職域の異なることに起因すると考え
られる意識のずれのため，問題焦点があいまいになる危険性もあることに注意
しなければならない。この点については，共還の理解が持ち得るように悲本的
立場をかためるための努力が何をおいてもまず第ーに必要なことである。
つぎに，資料蒐集の技術としての面接法について，一言ふれてみたい。
各地域でこの調査を実施する場合，われわれの場合と比較して，一ばん大き
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守ちずヒ、は，われわれはその地域の人々や笑棋をあ支り知らず，地域の人々に
とってわれわれは完全なよそ者であるということである。それに比して各地域
の場合は，調査者は多少のちがいはあっても，その地域をよく知り，地域の人
々にとっては同じ仲間だとして受け容れられるということである。
とのことは調査方法，および調査技術のうえにいくつかの問題点を提示する
のである。即ち， 調査者が資料自体の中にあることは， この調査の場合の根本
的な性絡であるが，このことがよくおたがいに知りあっているということと相
まって，苧零?客観中宇平苧き甲難にし，地域の人々の意識の深層までっきこ
んで零寧宇苧琴?与冬<.IJ中すさいう ことをなかなか難しくする。たがいに痛
い所にはふまれまいとする遠応、の態度が無意識にはたらくのである。
しかしながら，地域の人々とつねにふれあって，その中に生きていることは，
われわれの調査のように面接の機会を特設しなくとも， 日常の聞に長期にわた
って，喜怒哀楽等こまかに資料を収集することができるという利点もある。そ
してその資料に基いて項目を設定し，質問紙訟でたしかめるというような方法
で，かえって効果的に調査を実施することが可能になると思われるのである。
したがって，われわれの調査構造の第一次 ・第二次のモデノレ地域でとった方
訟は，現場ではもっと単純化することもできるであろう。
このためには，くりかえすようであるが，調査の基本的立場，調査者の主体
性の確立がもっとも強く要求されるこ とはいうまでもない。
質問紙法については， さきに商接と関連して現場では，われわれのものにつ
いて改変する可能性をのべたが，全体調査の項目について考えてみたい。
この内容は第一次より三二次にわたる調査研究によって設定されたものである
が，現場において比較的生活様式の差異のあるいくつかの集団によって構成さ
れている広い地域の場合にはそのまま使用し得るが，学校区やせまい行政区が
調査範囲である場合は，単純にすることが可能である。その項目毎の操作につ
いては全体調査のところを参照されたい。
おわりに蒐集された資料解釈についてであるが，われわれはつねに全体的・
構造的に，歴史的・ 発展的な立場より問題専突を検討したのであるが，現場に
おいてもそれは強調されねばならない。
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3. 重点的左ねらいとその活用
3.1. 県の立場と三地域類型の意味
ととにいう県の立場とは直接的には地域教育計画に対する県の態度をさして
いる。しかも， ζれは県の教育行政機関地域教育計画に対して現実にどのよう
えE態度をとってきたかというととの解明ではたし地域教育計画に対する県と
しての正しいありかたそ思考する意味訟のである。
いわゆる新教育の反省期・沈潜期であるとの時代に， しかも市町村合併とい
うような行政上の変革期に，県は地域教育に対してどのような角度を持つべき
であるかという思考の所産が， ζの第十一集の紀要である。われわれは，教育
界の動向に照らし，また地域教育計画の本質を検討し，教育機能の完全な発揮
という観点からとの問題をとらえて吟味した。 ζの原理的主主面については，く
1>ーの，く地域教育計画の意味>く地域教育計画の必要〉く地域教育計画の
性格〉等に詳述し?と。また，く地域教育計画樹立のための重点的友ねらい>
の活用についての棋本的な態度はは， く国家基準之の関係〉の項で述べた。
したがって， ζこでは，内容的には亘複を避けられないのでるるが，県の組織
体としての位置づけ (県とはなにか)や，地域教育計画と県の関係についやては
なるべく実際的放商からふれてみるととにしたい。
3.1.1. 地域社会としての県
県は，都道府とならんで，わが国地方公共自治団体の最大単位である。道1'1
制のまだしかれない現在においては，都道府県はわが国政治組織の中核的君主分
節として，位置づけられている。ととろで，呆は一行政単位として政治的に
区画され3 政治的機能のみを発錯する組織休でるるにとEまるのであろうか。
ま?と，県はただ政治的方便のための人間の集合体でるり，そとに心情的私共通
性や，社会集団的友傾向性が金〈みられ友v、極めて客観的友組織体で、必'るにと
Eまるもので喜うろうか。 …・…ー・・とれについては，一応簡単にく1.2.1.地域社
会のぴろがりとその教育計画のるり方〉でふれておいたが，とれらの問題を解
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決するためにはj 県そのものが地域社会的性格をもつかどうか，を県というも
のの社会的特質からもう少し解明してみたい。
まやp 制度的 ・歴史的にながめると1 燥がいまのようゑ形態と，区画をとる
ようにたったのは明治以後であり，その明治の初期，す友わち廃藩置県時代に
は，制度の移行期止してさらにいくつかの小県に分割注れていた時期もある。
ととろ慨在のよう友形態になった歴史的闘を考えると，いには伝統的た
流れをみるととができょう。太古にほえぞ民族が先住したという定説があるけ
れども，考古学的には出雲系の民族の移住も唱えられている。いやれにして
も，当時の自然発生的た原始社会の形態には著しい特色はみられ友がったと考
えてよい。従って，地域性という観点からみると， 自然的 ・地形的特色は現在
と同じく存在していたにしても F 入閣の側がかもし出す地域的特性は顕著でた
かったとみるの郁至当であるし，否定通も不便で生活圏も狭かった古代では，地
域相互の特質をと表現する場を持たなかったでるろうc また，多少の特質はあっ
たにしても，それを記録するととも不可能た状態でるったとみるべきであろ
う。と ζろサ，奈良期以後一一文献が保存されるように放ってから，新潟県は
『高志』と呼ばれ，住民は『高志人」友どと称せられるように怠ってきた。後
批には，モれが「越後』と呼ばれ，r越後者』左異称されるように充足った。との
経過は新潟県が一定の地域社会として認識されてきたととと同時に，その気
候 ・風土に育ワた人聞の類型イじが可能とたったととを証明している。すたわ
ち，そとに一つの地人相関現象カ屯昆出したととを意味するものでるり。地域と
人間とが動的友関係を成立させたととにたるのでbる。現在の新潟県は，その
意味でp 歴史的・伝統的た跡づけに立脚しているのであ り，抽象的た単友る行
政単位では友いととがとのようゑ簡単た例からも考えられる。
なお，地域社会の成立条件については，先にクックの説を基点にしたが， と
れらの条{牛はっきゅ四つの条件におきかえても考えるととができる，そとで，
との四つの条件に照して，もう一度本県を考えてみたい。
(1) 自 然地域
(2) →定規模の人口
(3) 欲求充足機関
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ω 同質性ξ共同意識
| さて「自然地域」としての新潟県は，その地勢上の見地からまた気候・温
度等から観察すれば，多分に菓日本的特色を持ち，概観には殆ど異質的君主もの
はみられたい。ただ，離島としての自然的特色をもてフ佐渡と p 大きくは越後平
野を中心とする下越地方p 越後平野に中心都市を持ちたがら三国山脈よりの山
地を多〈抱・〈中越地方，頚城平野を中心とする上越地方，合計四地方の間には
多少の自然環境の差が認められる。
「一定規模の人口」という点に関しては，地域社会成立のための十分友人口
が集結されているといえよう。
各種の「要求充足機IimJについていえばp 政治 ・厚生・産業・文化 ・慰安等
各種各領域にわたる機闘が，地域社会としての必要限度まで整え，一つのまと
まりをもっているというととができょう。
最後に「同質性と共同意識」の問題についてみれば，むかし，高志人と呼ば
れたよう貫工原始的ゑ気質等は，そのまま ρ越後者γ の時代にも，行動特性の一
部分としてうけつがれたと左左推察される。現代のわれわれ新潟県人陀も，む
かしのよう友初発的危形態で君主いにしても，伝承的た気質として， ζれを保持
しているしp それは県民性とでもいうべき気質的乃主性格的特性危なしていiる
ものと思われる。ただその強度と，間定怜とは， -:;rスコミその他の影響κよっ
てパ{スナリテイが拡大したり分裂したりしている現代では，むかしの単純友
社会構造の時のよう友すがたでの共通的なものではないと考えられる。
. ~1と， r共同意識」は，政治 ・経済の分野では特に強烈にみられる場合があ
るけれども，目的の多様性と，集団の多様性に左右されて，固定した，また一
貫した強い共同意識というものを感余ることは困難た段階でbる。しかし，そ
の意識の底には。俺が国ゲ的君主共通感情は流れている。とれば対外的危交渉に
おいてはよく意識の表層にあらわれてくる。 r県人会」の結成主Eどはζれを物
? ? ?? ?
語っているとみてよかろう。
さて，以上のようにたがめてくると， !尽は概ね地域社会としての要件を具え
ているかのように考えられる。
U地域社会とはHというととについては，との項の前，すなわちく3.1>の前
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ι 
段のととろで地域社会としての新潟県をいう前ι ほんとうは地域社会の定義
が必要であろう。しかし、とのととは今まですでにく1.>で述べられてきたと
とで了解できるととと思われるので，ととではかんたんにつづの二点だけを?お
さえておくとととしたい。
・地域社会は相対的な位置づけによる概念であるとと。
・日本における地域社会の考えかたは，アメ Pカから流入されたものであ
り，地域社会の実体 ・内容そのものは異なっているが，根底的には自然的
な形態を第一義的たものと考えているζと。
の二点を， おさえてお〈ととにしたい。
地域社会が3 相対的君主関係において云kされるというととは，自然に発生し
?と部落カ域主域社会であると共t'L，町村も地域社会であり，県も地域社会であ
り，場合によっては国もまた地域社会と定義される速関性を指したのである。
その秩序・ 系列の関係からみた時I'C，地域社会という通念が生すおるととを意味
したのである。文化の進展と共に交通の進歩 ・マスコミの発展は，それぞれ伺
有友ものをもちたがらも，おモらく五大陸をもまた3 広い意味で地域社会化す
るであろう。現在文明度が高く地域的にも接近している西ヨ ーロツバ友どで
は，個人の生活圏は拡大し国家的た境界や制限を撤廃すれば，地域社会的た
様相を呈してくると極言するととさえでよう。
しかし 同じく地域社会と定義づけても，国家や県と，部落や村との聞には
形態や要素は異たっている。部落や村が血縁 ・地縁を媒介として共通意識に貰
かれて仕組まれている共同社会であるのに対して，県はそれらの自然発生的な
地域社会の複合体として，さまざまの要素を踏まえた上に成立っている。アメ
HカではJレーラJレ・コミュェテイの上の次元に，ラーパン・ヨミ=ユテイを据え
ているが，それは円本の部落と県の闘係とは少しく異なっているけれども，同
じようた地域社会の階層関係が認識されると考える。そして，地域社会-の地域
社会たる原始的構造は，最小単位である部落主主どにみられ， をとに最も直接的
君主自然とs 人間のカ動的関係がみられるのである。 とう したととを，われわれ
は第二点でおさえたのである。
そとで， 最終的に，新潟県はどのようえE地域社会であるかについての判定を
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してみたい。
第?に，県は各下部地域社会 (生活圏)の総合休としての地域社会でるる。
第二に，特に新潟県では，その地域の広大さ ・地勢上の特質からみて，行政
単位として3 行政情動の立場から統合するという色彩が強い。(近く の富山平
野を中心とする富山県，甲府盆地を中心とする山梨県などに較べて複雑であ
り，いわゆる郷土地理的主主観点からみて，分裂度が強ぃ。)
第三I'L，しかし物質的層面は別としても，制度的脳出.や，心理的層面にば
かたりの同質性がみられるので，制度的・心理的にはかなりまとまった地域社
会を構成していると考察される。
さて，とれまでの叙述で，地域社会としての新潟県の推察をし，その様相的
特質にもふれたので，ついで，県の教育機能一一特に地域教育計画に対する県
のありかたや働きかけかたに焦点をしぼって述べてみたい。.
3.1.2.地域教育計画と県
戦後の，いわゆる新教育に沿いてP われわれカ灘得した収躍の一つは M教育
の民主化。というととでるる。 r教育の民主体嗣!と指向して教育における独断
専制を拒否し中央集権を排除する」 ととに友った。そして民主的方式による教
育の地方分権化は，教育課程の構成をも現場の手に還した。
とうして地域教育計画が提唱され，多様主主実践が開花していったのも，一つ
には教育の民主的体制に闘辿している。しかし，地域教育計画の提唱について
もうー商見のがしてたらたいととは，経験主義的教育思潮が支柱とたっていた
というととで言うる。地域社会の生活現実を経験し友がら，地域社会の問題に直
面し，ζの解決を指向する生活活動の過程の中I'L，主体的友人間形成の意義を
見出していとうとする立場は，必然的に地域教育計画を要請する。殊に教育は
「社会を形成し，社会の有機的活動の基底や根源力とたる働〈人間の育成」を
中心命題とする。しかも民主的社会人の形成によって社会の改善進歩を期待す
るならば地域教育計画というものは，いよいよそのE要性を増してくる。そし
て，それは，地域社会の現実から出発し，地域社会の発展の姿を透視するとい
う関連において設計される。
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グ地域教育計画グの意味と必要君主らびに性格の大要についてはp く1.>に沿
いてわれわれの立場を説明したので，冗言は省きたいが，前述した通り地域教
育計画の樹立ということは，単なる地方分権化の現象としてだけ考えるとと友
し経験主義の教育哲学を背畏としているととについて着眼すべきでbる。従
ってP それは中央集権に対する反動という表層的友意義だけでは友し教育の
本質的方:性格をも示しているのである。とにかし教育の基本的原則として，
地域社会の主体的立場に傾斜をかけて，教育計画を立笑し実践するととは3 教
育すaるものにとってP たおざりにしてはたら主主いととであろう。
しかし との地域教育計画はかFられたせまい視野からの社会構造の地域性
のーみを強調するのではたいo4i>くまでも広い視野から，地域社会の歴史的現実
ゃ，世界や国家への仏ろがり y また地域的連関性を判断し，目的的にとれを統
ーして計画されるものでなければ放らない。
ととろで，われわれは今県るいう地域社会について3 その地域教育計画を述
べようとしている。県という仏ろがりで，県という行政休はいか怠る地域教育
計画を立案したらよいのだろうか。またそれは可能たのだろうか。
教育学者の一部では，日本のよう忽狭小友地域は，それ自体一つの地域社会
であり p それが同家という組織構造の中で行政的に区分されているにすぎ歩，
国内に地方によって地域教育計画をるえて設定する必要は主主いという Q その場
合，国家基準はす君主わち地方基準であるわけでる札府県 ・市町村どとの教育
計聞は不要とお:る。しかし，地域社会は地域としての広狭に左右されるもので
はたしモの照史性・伝統性・風土性等を条件とする。ま?と環境的特性のみで
主主く ，意識の共通性や，共同的行動の商が条件と友る基礎的支E社会集団であ
る。そとで，実際には各居にわかれた個有の地域社会の存在がとらえられるべ
きであり，従って，各層どとの地域社会での教育計画が全体的には上位の庖に
構造的な統ーをもちながら，信!有に存在すると考えられる。
ととるで，われわれは県というてλろがりで・の教育計画をいかに考えたかとい
うととについてでるるがp 概論的にはく1.>において述べた。
すたわち，県は郡市町村部落等各地域社会の行政的統合体であるが，行政権
力によって一方的に各地域社会を統制するための行政体ではたい。
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県教育委員会も当然そうであって，あ〈までも民主的えに教育行政休でたけれ
ばならない。それは県という一つのまとまbそ意識したがらもp 各地域社会の
主体性を尊重している0・従って教育の計画も， J1主に県左いう立場からの一貫性
を持ち友がら，具体的た商では各地域の特殊性を十分生かすととを期待する。
そして行政体としての民主的f性格から，各地域社会が立案する教育計画に助言
を与えp その立案に奉仕する立前自どとるのである。従って，県は各教科の末端
にまで及ぶilJ一的/'t.教皮細目的友ものまでをF作成するととはp むしろ誤躍で
あると判断するo なぜならばp ナペての組郁に至るまで規定するととはp 教育
の自主性を害うものであるからである。地域教育計画は， しばしば述べたよう
ι その地域社会の主休性において計画立築さるべきものであり p 他の按倣や
追随であってはたらないものと考えるo
そとで，県の立場から地域教育計画に参与する意味札 くりかえすようでる
るがp 結果的には各地域教育計阿の自主性を高めp 充実させるというととでた
〈てはならないo重要たととはp 地域教育計画の正しい方向づけへの助力とい
うζとである。国家基準に照らし，上部構造としての県の一般性に照らして，
偏向友〈臨漏の友い教育計画樹立への協力が，県としての立場でるる。
もし，県としてまとまった地域教育計画をたてるとしたら
・県の綜合的友立地性に立った教育の基本的友ねらい
・とのねらいを各地域が主体的に生かす手1国
・そのための指導助言の計画
-吹育内容・方法に対する留意点と指導助言の計画
.指導者養成計画
・施設・設備ーその他必要友重要点的行財政計画
等が必要条件とたるであろう。われわれはその一部について県の立場からの使
命を果そうとしているのである。
いわば，県は一つの構造的なまとまりをもち放がらp 国家と末端地域社会と
の一つの橋渡し的役割を果すものであり 2 国家基準を各地域社会が具体的に受
けとめる媒介の使命を担うものといえようo ととにp われわれが 「地域教育計
画樹立のための重点的ねらい」を設定した意凶がるるのでibt，各教科の指導
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目標や，指導計画の下部組織にまで着手したかヲた理由が存在する。端的にい
えば， われわれは県を相対的主主意味規定における地域社会としてとらえ，そ
の範囲と限界に為・いて，地域教育計画との関連を指向したといってよいと考
える。
そとで，われわれは基点的たねらいを掲げp 各地域社会が国家基準を受けと
めるときの基本的君主観点としたわけであるが，元来，国家基準はさまざまの立
場を止揚しようとしてP 中間的・普遍妥当的た性格が強いものであり，そのま ー
までは迫力ある学習課題を設定じたり，切実感をもった学習活動を出現させる
ととは困難である。われわれはとれに県という地域社会的視野からの重点づけ
を試みる ζとによって具体化を図ると共に， 下部地域社'会の教育計画カ執t域性
に拘泥して，巨視的観点を失うととを防いだのである。しかも 3 単に学校教育
といラ組織的な，部分的た地域教育計画に陥るととたし非組織的な社会教育
部門をも併せ考慮する地域教育計画への前進を企図したととは3 前述の通りで
ある。
ととろで， ζの重点的友ねらいを設定する際!"C，三地域類型を設定した根拠
を次に述ペてみたい。
3.1.3. 三地域類型の意味
新潟県陰地域的にも極雑であり 3 その様態はさまざまでるる。地域社会とし
ての新潟県について考究したように3 地理的 ・商業的 ・文化的交流面からみ
て，本県はと越・中越 ・下越の三地区に大別される。それは近代社会の生活
閣という観点から考えてみても 3 高田 ・直江津 ・新井を中心として囲接する上
越生活圏，長岡 ・三条 ・見附を図接する中越生活圏g 新潟・新発田 ・新津等を
囲携する下越生活圏という風lι 町を中心として後背地としての農村がとれ
をとりまく形態を考えるととができる。現在のように都市人口が農村人口を
超えていく時代には， ζ うしたみかたにも 一理がるる。 しかし終極的にはp
生活問として活動しているのは，より下部の層における地域社会であると思わ
れる。
宗教育研究所は，昭和26年，研変革己要第一集として 「学力検査問題作成につ
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いての標本調査法」を刊行し，その殺かで，われわれの層化め態度を明白にし
た。第一次層別としては，行政区画単位をあげ
① 1[村 ②平山村 ③平村 ④漁村 ⑤町(人口 9，000人未満)
⑥町(人口9，000人以日0，000人未満) ⑦市(人口30，000人以上100，000人
未満) @ 市 (人口100，000人以上)
の8層を設定した。
それを3 さらにコーりン ・クラークの第一次産業・第二次産業 ・第三次産業
の分類を借りて，学校単位別に産業率(産業率とは，第一次・第二次・第三次
の各産業人口が会有業人に対して占める割合をいう)による分類を試みて，第
=次層(0 1]¥学校 43周 。中学校 38層)を設定したo
とのような研究実績に基いて検討し，今日の地域社会調査には第一次層とし
て ，
① 出舎 ②町(新市を含む〕 ③都市(旧7市)
の三麿を据え，第二次腐として
①山村 ②平山村 ③平村 ④都市周辺村
⑥農商工の町 ⑦商工の町 @商中心の都市
⑩工業都市
の10周に分類した。
⑤農商中心の町
⑨商工都市
ととうで，代表調査として7類型を実施し，全体調査として前述の10層につ
いて研究を進めるにつれて，凡そ地域社会にはいろいろの要素が混在してい
も事撚と他と区別されるようた模式的，典型的主主地域社会は，存在したいこ
とを確かめたのであった。そとでP 地域教育計画樹立の場合にもいくつかのサ
ンフ勺レを見て，それらの計画の模倣，たいしは組合せによって適明な計画を作
成することは不可能である色とも推定した。たしかに各地域社会はiそれぞれ
の特質と構成的要因をもっ独自主E存在であり， 単純カ:類型化は地域社会の生
命，機能を歪曲するものであると思考される。
そとで，われわれは，調査結果の共通性に立って， 一応第一次層の田舎，
田]:，都市の三地域類型を設定したしだいである。とれば3 地域社会の特色の最
大針句数的存在であるが故rc.，具体的実在では友ぃ。全体調査の抽出表にある
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ょうた地域を総合して，そとに共通にみられる問題を整理し，国舎p 町， 都市
の類型で強調的にとらえたのである。したがって，例えば燕市という特定の地
域社会をとる場合， 燕市は新市であって， 町社会の類型il!vc入るわけでるるが，
特に農村部は国会社会の課題 ・構え -E点的ねらい等を参照する必要があり，
都市中心部は都市社会のものを参照する必要が生じて〈る。ま?としかし，都市
といっても文化的開放度等ーによっては，同f社会の内容あるいは回会社会の内容
をそのま L温存している場合もあり得るので，との点についての調査や洞察が
必要となってくる。とのように， 結局，地域教育計画はそれぞれユエーク配持
質を内包ずるものであって，との三地域類型は，調査結果の共通性の抽出を強
調してその傾向性をみたものであり，一商s 社会学的通念にもよっているとと
を明確にしておきたいe従って，各地域社会は，われわれが顕別してあげた三
つの顔型に照して， 自分の地域社会の実態を ξらえ， 人;き〈ほどの類型に入
るか，さ らに細かい内容についてはどの類型のものがどん君主すがたで現われて
いるかを十分考究して3 各地域社会の歴史的現実より独自のものをみつけてい
くととが大切でるる。
3.2. 地域社会に見られる問題的な仕組と
その問題内容例
既i'L述ペたように，われわれは， 教育の機能は社会の発展と個人の幸福の実
現とを統一的一体的にみて人間形成を行うものである止考え，そのよ うた人間
形成の方向を，自由 ・平等 ・協同の実現というものに見出そうとしている。そ
して，それぞれの地域?と見られる問題的生活行動態度というものは，その地域
社会が一つの環境と してそとに生活している人kにEのよう放影響のしかたを
しているか， また，そとに生活している人k 自体の人格的要因がどのように結
びついているかの関係構造をと らえるものとして考えている。
っき「に挙げる問題的た仕組は，とのようえE構造における環境の側の問題とし
て特に抜き出 したものでるって， その意義は 1.5.1.に示したとおり， i教育の
主体的立場から取り上げた社会課題であって，その課題解決のための特K人間
資質の改善治等割待されるものである。とれは具体的危問題的生活行動態度の基
-122-
盤とたってい.:s問題的危地域社会の仕組としてとらえられたものである。」で
あるといえよう。
田舎社会，町社会，都市社会それぞれの類型毎に，その通有性に立ってみた
社会の問題的た仕組と，その問題内容例を掲げるまえに， ζれを理解するに必
要なわれわれの立場を箇条的に述べておきたいと思う0
(1) 問題的友仕組は，その地域の人kの問題的友生活行動態度を余儀たくさ
せている環境的主主要因でるる。
(2) 問題的友生活行動態度の改造により，変革し発展させなければたらたい
社会体制における問題点として，問題的た社会の仕組を挙げている。との
ような意味で，教育の主体的立場からとらえた社会課題だというのでb
る。
(3) 社会発展の方向を，日本の基本的課題として私たちが自覚した， ρ経済
自交をめざした生産の合理的危向上々 グ民主化をめざした人聞関係Kおけ
る自主協同の笑現。 。精神文化の創造的発展γ に求め，モれぞれの観点か
ら地域類型の問題的危仕組をとらえたのでるるo 君主治，生産的主主領域とし
ては，それぞれの地域の産業経営，生産方式，di.食住の様式，労働体制一一
社会的な領域では，家族関係，地域共同体の休館IJ，人間関係における階層
性 ・階級性，世代間の社会的緊張←一文化的領域では3文化団休やその活動
の様相，教義や娯楽のるり方，教育体作IJ，日常生活慣行の様式等における
問題的た仕組としてとらえてある。
ω 各地域類型における田舎社会から都市社会にいたる空間的左系列の位置
づけをするため，定住性一一流動性， 伝統性一一進歩性， 封鎖性一一開
放性， 狭小性一一拡大性， 等質性一一異質性 等の度合を見'ko そして
それぞれの系列上における特色を考え君主がら，問題的君主仕組として据えた
のである。
(訪 問題内容例としてあげたものは， (1)(2)であげたようた関係に沿ける，そ
れぞれの地域類型に見られる問題的行動態度の主主主例である。従つも問
題的放仕組を理解するためにも，逆に一つの問題的行動態度が，仕組から
どのような規制を受けて現K見られるかを解釈するためにも利用しやすい
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ょう意図したものである。
(6) 一つの問題的行動態度の環境的要因を考えるとき，モの要因は単-1;.も
のでは放しいろいろ友要因か複雑にからみあっているのである。たとえ
ば，田舎社会で q冠婚葬祭i乞多額の経費を使っている'1というととの環境
的要因を考えてみよう。直接には。因習的えにつきあいや慣行にとらわれた
り，先の収入をあてにする無計画的で非合理主E消費生活。が，そのようた
事態を生じさせているといえよう。しかし，もっと考えて〈るえにらば"血
縁地縁的な共通感情の強い封鎖的・排他的な脅1¥落共肉体制ゲだから，そう
怒るんだとか， ρ家のための働き手としての嫁をもらうという古い家の観
念にとらわれた家族休制かが歴史的にとのような習慣を生み出しているの
だとか，それは砂家族労働に支えられた生産体制々そのものを変革したり
れば改善でき主主いのだとか，いろいろた考え方があり，モの要因はとれら
いろいろのととが錯綜しているのだととらえられるであろう。
われわれが問題内容例としてある仕組の中に挙げたことも，深〈考える
ならば，いろいろな仕組との関連で浮きえられ怠ければならないととではあ
るが，重複する点もあり 3 数も多くたりすぎるので，主として関係すると
判断したととろへあげておいたのでるる。したがって，中には同じ問題内
容がいくてコかの仕組の内容としてあげられているものもあるととに留意L
ていただきたい。
[地域社会に見られる問題的な仕組
(主な問題内容例を附して)
1. 伝統的な生産基盤に固執する停滞的保守的な産業経営や，産業界
の表面的た動向に左右される模倣的で不安定友経常
-祖先伝来の資産を消極的に守り，これに安住する風習 ・家業は長男が世襲する
ものだという固定的な考え ・脅からの慣習や俗僧に支えられた生産様式 ・部落財
産や生産物への消極的な安住 ・米開発資源への積極的な関心の不足
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f 
書
や土地改良停を国難にする都港や家の利己的態度 ・自分だけこっそりうまいこと
をしようとすり利己的孤立的な経蛍 ・見通しのない模倣的な経蛍 ・失敗を恐れ
ながらも目先の利益に動かされる消蹴与で設磁的な経告さ
2.勘と経験に?とより，:1"十学的君主技術の導入に消極的な低い生産方式
・占い決漁法を墨守しようとする伝縦性産様式への安住 ・普からやってきたこ
とを守っておればまちがいないという態度 ・新しい樹悌入に対しての警戒的な
態変 . i持団活動，1'1年学級等における生産働慌の研究に対する関心の低調 ・
抵抗，I~紛習会における科学的探求心の欠如 ・科学的技術導入による効率的集約経蛍
への相互E鮒j ・科学fl"J断言習得に対する教育的無関心 ・貧困な資本にもとづく
機減化へのあきらめ ・科学閥憶や機械，施設の潟入を遅らせている共同購入，共
間使用に対する偏見 ・食えないときは出稼ぎすればよいという単純な者え ・蛍
々と働けば何とか食っていけると考える生活観
3.家族の労働力を無条件，無計画に投入する低生産的家族主義的労
働体制
・労働の適正昭分への車時計図性 ・生産形態の規模様式と家族労働力との関係に対
する無配慮 ・二三男の自立と家業のための労働力との聞に見られる矛盾 ・なん
とかなるという二三男対策 ・婦女子の体力管理と過重労働 ・青少年の離村傾向
・俸給生活への裳望 ・労働力としてのこどもに対する期待と要請 ・こどもに見
られる家.~のための長故欠席 ・家族労働力を増すための早婚 ・労働力としての
嫁の足入れ ・家のためには家の者は無条件に働くぺきだという考え ・手|凱はた
だだとして労働力を凝視すを態度 ・営h と体をはって働くのがよいのだという労
働観 • 
4.因習的えにつきるいや慣行にとらわれたり，先の収入をあてにする
無計画で非合理な消費生活
-畿混入府にしばられた究費の支出 ・生産主主と家計費を混同する来分化的経済体
制 ・とれ秋，漁盛期をあてにしすぎることと，それにもとずく借金(農協組にお
ける預金主借金の不調和)・年間収支計画への無関心 ・主人の財布に頗る主婦の
未熟な経理能力 ・家絡等から〈るつきあいまけするなという窓殺 ・冠婚葬祭等
における冗費の支出 ・盆主主勘定の経済的しきたり ・せめてあるとき使うという
経済観念 ・都市文化の流入による消費の無計凶的な膨腿
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5.労働一辺倒的友生産体制から生れる紙lUJi着で非斜学的3 非合迎的
~衣食住の犠式
・働〈ことが優先して休養や娯楽が罪認祝される生活態度 ・形式的表面的な生活
改善 ・食生活における栄養のアνメラヅス ・生活に直結噌ず模倣的で無駄の多
い衣生活 ・休養慰安に対する無配慮 ・医療をできるだけ避けたがる傾向 ・計
画的出産への無関心 ・守られない諮会合の時間E府 ・無頓着な環境術生 ・l日
系の慣習通りにおこなわれる育児
社会
1.後の観念に強くしばられた家族主義的友人間関係
・個人を束縛する家の観念 ・家長擦の残存 (家長による経務の支配，家族は家長
のいうとおりになるのがよいという考え)・低い主婦，緩の庖 ・長子耳慣，男子
優先の風習 .ー家族の座席，発言順位，入浴の順序等に残る家族内の路間性 ・家
長，主婦，滋等の聞に見られる生活時間の差等 ・家のために働かせられて将来の
自立が酪ぼされない二三男の地位 ・親子関係のあり方が優先する道徳的な要請(
子弟に対する務の一方的な態度)・嫁は家に銭ぐものだという考え ・結婚後も実
家に経済的依存する畿に見られる，婚家と突家との前近代的な関係 ・始の存在と
家族構成 ・本家が倍以:する本分家関係 ・若い世代との緊張や葛藤
2・血縁地縁的7J:共通感情の強い封鎖的排他的友部落共同体制
・部落共有財産の封鎖性 ・部落内婚姻の傾向 ・開通実 (まき)の優位性と封鎖性
・部落の同門的傾向と他地域や智子留者等に対する排他性 ・音s落の家族的擬櫛j
新入居者に対する排他的態度 ・共通感情，事大思想により強制されやすい村議ぞ
各麗役員選挙のあり方 ・学区の問題等に見られる封鎖性排他性にもとづく感情的
抗争 ・子どもに見られる部落対抗意識 ・封鎖的。凶色的な背年団団結のあり方
・村八分的制裁の残存 ・内熟知的な部落内関係
3 . 家柄や資産による階層性の残存を消極的~C肯定しとれに闘定的
にしばられる非民主的友社会秩序
・重立衆制度の残存 ・有力者に支配されやすい1総務常会，務会合等における形式
だけの民主的進営 .・鰭会合における消極的な発言 ・家柄p 資産等による一方的な
公租公課の割当 ・部落財産の窓立による営選支鹿 ・義理主人情と箇チによる交
際 ・一方的にきめられ，強制される休みのもち方 ・上下の階居関係における窺
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子関係的援制 ・階層性に支えられた事なかれ主義主部落内の和のあり方 ・財政
的援助にもとづ〈室立の青年団支翻 ・寺社の催越性 ・婚姻におけるつりあいの
観念
文化
1.前近代的な因習や俗信にしばられている非合理た目常生活慣行
・原始的信仰と俗信の残存 ・形骸的な年中行事 ・伝承的な教育慣行 ・冠婚雰
華美に見られる非合理的な慣習 ・若い衆と青年団の二重品醸 ・おとりとしゃ法恩
檎 ・婿家に対する突家のっとめ
2.都市に対する文化的劣位感から，形式的表面的に受容されている
形骸的文化
-マス・ヨミユニケーシヨYの無批消腕明党な受符 ・都市に対する無恩隠なあこ
がれ ・不健全娯楽の流入 ・流行の表面的な模倣 ・出穣者がもってくる悪風習
.都市文化に対する意思地な反発
3.単調友生活に埋没して自己を深めようとしない停滞的後進的た文
化活動
・精神文化を軽視する生産一辺倒 ・単調な静止的カνY!I'-的な煎臓のない潔邸
・地威の文化的封鎖性 ・日常生活に精神的なゆとりのない非文化性 ・形式的表 目
面的な各磁の文化活動 ・文化団体における指導者や幹部の役職過大視や名挙職句
な態度と一般の無関心 ・文化団体の活動に見られる自主性の欠徐
|町社 会|
生産
1.因習にとらわれたり，経済的見通しK欠けている非合理で非生産
的充足経営
・家産の尊重と家業の世襲 ・経済的視野の狭い箆倣的経営 ・非効率的な作業方
式や技術 ・経蛍の零細性と不備な作業条件 ・経営貨と家計費の混同 ・自分の
休が資本だという考え ・感情や因習が先に立って大きな商機をつかむ工夫の不足
・危険常い道を進んだほうが鰍だとの意識 ・まわりのことを気に目新しい
経営を患いきってやれない傾向 ・現在の萄圏や阪路をも寮食されている状態に傍
観的な態度
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2.利己的打算的態度や秘伝的危技術方式の強い孤立的で脆弱放経営
-割拠主義で孤立的な経蛍 ・先祖から伝えた秘伝的な生産工程や生産技術・形式
的な商工会や協同組合の活動 ・呂先の打算に走る脆弱な経営 ・企業における協
同体制の不備と共倒れ現象 ・大資本の下請的な不安定な経営 ・物価のつり上げ
とよろず屋的な商)占経営 ・大工場の誘致を妨げている利己的打算的な態度 ・自
分さえ損しなければという意識 ・他人の失致や倒産を陰で喜ぶ意識 ・共同f棋
は決められた時間だけ働けばよい主L、う考え
3.低い職能意識や不安定友職場関係にまつわる生産性の低い労働D. 
休制
・家族労働に依存する家内主業的経営 ・徒弟制度的労働体制の残存 ・職場にお
ける使用人と労務者の聞にある家族主義的擬制 ・他に適用しない局地的な労働技
術と不宏定な労働条件 ・給粉第一主義の労働観主職業的劣等感 ・労働力の古い
評価観念主適正配分への無計画 ・就職難，失業，失業保険等に見られる不安定た
麗儲関係と青年の無気力 ・低賃金をを余儀なくされている二三男の労働とその将
来に対する不宏 ・家族企部の低能率な労働による収入に頼る胸奇な家計 ・収入
を増すには家族みんながただ働くより仕方なしという意識
4.見栄や義理人情からおげされや，勘や因習に左おされ勝ちで，非
合理主に消費生活
・見栄や義理にしばられた冗費の支出 ・義理や家絡にしばられて無理をする物資
の購入収支の均衡に対する無関心と経理常助の低調 ，冠婚葬祭における完費の支
出 ・都市文化の流入による消費の無計画な増大 ・悶舎への誇示的態度や成念意
識の潜在 ・冠婚葬祭等に金をかけることにより意識する誤まった優越感とその逆
の場合の劣等感 ・祭礼の不統ーによる多い寄附金の回数 ・親の虚栄による子ど
もの服装や所持品の上に見られる競走意識 ・物資の共同購入への要望がありなが
らそれをさまたげている利己主義と階層性の残存
5.伝統的たものにと らわれながら，進歩的なものを表面的にとり入
れようとする不均衡な生活様式
・見栄に走りすぎるちぐはぐな生活改善 ・他からいわれなければlギない他律的な
野克衛生 ・食生活における栄養のアジメラヅス ・休養や余暇の利用に対する無
配慮 ・和洋三重の-IY..生活 ・生活改善についての理解k実行の不一致 ・不健康
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な作業環境L おくれている職場の健康管理 ・人まねと惰性で動〈生活趨度
伝染病を必要以上に不名誉と考え，極秘にする傾向
社会
1.古v、家の観念に・とらわれた人間関係からぬけきれない家族体制
.古い家の観念と家長権的支配の残存 .低い主婦権とt嫁袋の座 .長男と二三男の
待過の差異 .家絡による人閥間面の虐持 .貌子関係の道徳御治がz優位する家族関係
.古い親族及び同族(ま.き幻)関係の磁搭 .家族中
どもを労働カと見るf額翼向の浅存 .こどもの貌に対する親と祖父母の対立 .姑銭
関係の複按J雑f化七 .子どJ込込への依存から〈る私有物視 〈こどもに金をかけることを将
来の依存のための技E資をと考える)
2.狭い血縁地縁的結合が残存u新しい社会的結合や社会休制との間
にかもし出している社会的緊張
-狭い地或主義による地区の対立 ・古い世代の思想や感情の対立 ・労使の潜在
的対立と地縁血縁による拘束がかもしだす複雑な関係 ・伝統的な政治的無関心と
政治行動の聞に見られる矛盾 ・義理人情と利寄損得のからんだ人間関係 ・地域
共同体維持に泳げる非協力 ・選挙における部落及びl町内推せん制の残存2::，そこ
に見られる無関心乃釜石芸大窓識 ・地域の狭少性と地縁血縁の拘束により東縛され
る個人の行動 ・他人の成功をうらやむ利己主義
3.固定的友階層による秩序の矛盾を感じたがら，常に階層的意識を
祖存し，主従的友権力支配関係からぬけきれ友い社会体制
・顔や金主政治的支配との結合 ・ぬけきれない事大主義の観念 ・職場における
階層的秩序の中に見られる家族主義的援制 ・年令的な序列が優先する人間関係の
残存ー・男尊女卑的銅版玄の残存と女性の低い社創句地位 ・労働者の経済的逼迫に
乗ずる権力主義の人事管理と事大的な追従 ・不満をもちながら既成事実に屈服す
る労働者の社会意識 ・精力的に摂鋒う役人気質の残存・ 使ってやるのだ，使わ
れているのだという鵡践の残存
文化
1. 因習的友文イむに疑惑を感じ放がらも，合理創造的友文化向上の自
党を制禦しようとする伝承的友日常生活慣行の優先
・冠婚葬祭にまつわる非合理な慣習や俗信の墨守 ・病気や災厄にまつわる償習迷
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イ言の疲存 ・撲や育児に演する伝統的な方式・文化的向上意欲と経済条件の不調和
・新しい文化活動を抑圧する伝統的な文化観念 ・年中行事の商業的娯楽化の傾向
・改めようと思ってもいざとなるとどうにもならないとL、う意識 ・まず第ーにし
きたりを考えてものをする生活態度
2.都市と田舎の中間的性格から〈る文化の混在と断層
・文化的欲求をlil.lI:る経済的社会的体制 ・世代による思惣や文化の断層 ・社会
的移動に伴う文化体系の混乱 ・知識層や指導者層とー般との文化的感覚の断層
・文化団体の政治化的傾向や政治怖に利用されやすい文化団体の機構や運賞 ・町
部と村部の関に見られる文化活動の弓均衡や不調和 ・商業主義と結びついて利用
されやすい文化的活動 ・教養娯楽施設への要望;J:.，それに対する障害克服の困難
・畿や教育に対する一貫した態度の失除 ・不良文化財;橋大の傾向
3.都市文化への劣位感と農村文化への優位感との混在が生み出して
いる不整合た文化体系
・都市に対する無思慮なあこがれ・ 不飽詮な都市文化の流入と，それに対する受
入れ休制の不備 ・外見によって人聞を評価し律する態度 ・マス・コミニュケー
シヨユ/の固定的受容と批判精神の麻郷 ・教養を一種のアクセサリ ーのように考え
る傾向 ・農本主義的観念と長民蔑視的観念の混存 ・文化的劣等感から〈るとど
もへの過度の期待
|都市社会|
生産
1.目先きの利1閣のみを追求する 利己附功利的な商庖並びに企業の
経営
・弱肉強食的な経営競走 ・大資本に抵抗しようとする投売り的経蛍 ・競走して
利潤追求をあせることから生じやすい商道徳の軽視 ・経営競走によって生ずる共
倒れ現象 ・ゆきすぎた損して得とれ主義の経蛍 ・誇大な宣伝とギマシ的サ{ピ
ス ・自殺的大売出しの繰返し ・共同仕入や飯売の動きに対する非協力 ・組合
組織への懐疑と消極性 ・模倣的経営によ.る競走滋化 ・自分さえもうかればよい
というもうけ第一主義 ・従業員のための待遇，施設の不備
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2.零細た資本のたかにあえいでいる消極的で不安定友生産体制t:;，
苦しい生活を支える商品化的労働体制
・自転車操業的な資金繰り ・出血酌なやりくり経嘗 ・売掛金の増加主回収の不
円滑 ・衣食住の犠牲と家族労働の強化による経営の維持 ・大資本の下請による
不安定な経営 ・残っている家計裂と経営費の混同 ・収入絶対量の不足と主婦の
内職さがし ・就職協誰，失業，低賃金雇用に見られる悪循環主生活の不安定 ・職
にありつけさえすればよいという考え ・給料第一主義の労働観 ・生活は古・しい
カ宅見状のままではどうにもならぬとしづ意識 ・少しでも金になるほうへという考
え方からくる職場の移動 ・給料分働けばよいという労働意識 ・子弟の教育や就
職に対する功利的な考え方
3.損得勘定にもとづく信用と函子が，悶習的友生活感情に結びつい
て打出されている非合理念消費生活
・因習的な物品の贈答の残存 ・損得勘定を前提とした招待，皆Fふ贈答等 ・つき
あいによる飲食や慰安旅行 ・結婚事祭における冗費の残存 ・よい越しの金は使
わない職人気質の残存 ・義理買いや，義理.やふりあいにからまる祭礼その寄附金
4~ 限られた収入で多彩君主消費文化をとり入れようとして流行的友見
栄や虚栄に走っている不均衡，不健全友生活様式
・流行や宣伝にふりまわされる生活と不安定な収支のメラYス ・外函をおfJり，内
屈をかまわない生活様式 ・流行の表商的な模倣 ・チケット，拐費りのゆきすぎ
た普及 ・外食的行為の普及と娯楽化 ・派手で実質の伴わない衣生活 ・娯楽費
増加の傾向
社
??
1.資本中心の激しい生活競走にもとづく忙しさと，自分本位の考え
方に左右8れやすい不安定友家族関係
・家族内の異質的な職業構成と，各自の経済的自立の傾向に伴う生活意識の分離
・家主長の生活時間のくいちがい ・自己本位の考えによる親子関係の不利 ・各種
家事調停の増加 ・職場と家の分離からくる家族内に生じキ寸い仕事に対する無態
解 ・子どもを私有物視することからくる過度の要求や期待 ・子どもに対する社
会人としての共通感情の欠除(自分のこどもさえよければよい)・忙しきさに伴う
こどもの放任・l生活の苦しさからくる家族の総かせぎL 家.~の放任 ・ H親は親H
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H子どもは子ども，1 とし、う意識 ・一歩外へでれば何をしようとわからないという
匿名的地位にもとづく放縦気ままな行為
2.激しい流動性や異質的な職業構成より生れる地域的共通感情のう
すい形式的非協同的友社会体制
・地区の共同生活に対する無関心非協力 . 1隣は何をする人ぞF 的な意識による
近隣潤係 ・地成関係 ・地域の共通問額に対する意識の低さ t・環境衛生に対する
非協力 ・地域内の同業聞に見、られる対立意識 ・転住してきた同業者は商売仇と
みる考え方 ・町内役員選出のしかたに見られる無関心 ・町内役員と一般との間
にある感覚のずれ ・禾憶が相反したり感情的にーなったりしてまとまらない会議の
あり方 ・一般の意志が反映しない会議のあり方 ・中小企業における低調な組合
意識
3.革新的進歩的傾向と，とれを抑圧しようとする消極的保守的友社
会体制との聞に見られる社会的緊張
-職場の階層的関晴に温存されている家族主義的な人事管理 ・労働者の経済的逼
迫に察ずる権力主艶仇人事管理 ・徒弟制度的雇傭の残存とそれに対する反穣
・主主行線上で対立する労使関係 ・労働組合に対する労資両者の認識のくいちがい
・親子姑嫁聞にみられる複雑な緊張 ・世代相互間の生活観 (労働観，結婚銭，恋
愛観，道徳観，教育観，国家観)にみられる相違と対立 ・青年の無責任と放縦
• 1近頃の若い者はρ という意識
4.一面権力にすがり，義理人情を肯定し，因習やしきたりの中で行
動を律する ζとを無難とする人間関係に温存されている保守的伝
承的消極的友社会体制
・家長権の残存ゃ，家業によって束縛され勝ちな個人の自由 ・親の私有物視され
る子弟の地位 ・i町内における顔役の残存 ・中Ij、企業における従業員のれい底的
な地位 ・まだ低い婦人の社会的地位 ・金によって支面される社会体制 ・自己
保身のための消極的な迎合主義 ・利書にからんだ地域意識の残存
文化
1.町人気質または拝金主義的観念にとらわれて，高い文化意識の見
られたい卑俗的た文化
・もうけさせてもらばよいという町人気質 ・縁起物をよろこぶ傾向の残存
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尚的文化の根強い残存 ・低級だ映画をよろこエ傾向 ・金もう庁第一主義で教事長
の向上に対する無自覚 ・一部のものに限られた文化活動 ・教育に対する古い考
え方の残存
2.剃那的た写楽を追い求める心情に迎合する不健全友商業主義的
文化
・トノミグ的行為の流行や，いっぱい屋の氾濫 ・低級なよものや興行物の普及
文1ti的美名のも とに横行する享楽的官能1'1内娯楽の流行 ・生活の苦しさから利那的
な享楽に走る傾向
3.価値追求的態度の麻痔と分裂を招来するマス・コミの氾濫や不統
-l'J.文化活動
・交化団体の活動の司ミ均衡 ・文化活動に対する一般の無関心 ・余暇利用の低俗
位・知識障と大衆との間にある文化的感覚の断層 ・教養をアクセサリー のま日く考
える虚栄的な傾向 ・商業主義に利用される文化活動 ・マス・ コミュユケ シーョ
シの氾滋と批判的精神の麻捧 ・未成年者に対する刺載の過多現象 ・教委主や文化
活動が一昔Rの人にかたより，高踏的なものとして一般大衆から遊離する傾向
3:3. 地域の人々に見られる問題的な人格の様相
と問題内容例
3.3.1. 問題的な人格の様相の意味
さきに 「基本的立場」や， r基本構造」の主主でふれたように，われわれは教
育の終極の目僚を，幸福の実現をめざす主体的危人聞の創造においた。そLて
与のよう友人間は， 日本の課題を踏まえた主体性の確立した人間で~ t，本質
的には自由であり，平等でbり，協同する人間で昼うるとした。すたわち，われ
われの理想的人間像は， 自由人，平等人，協同人の 資質を具備するもので追う
る。
そしてこの基本的立場からの視点は，さらに人間成長の方向からの視点をあ
てることによって，七つの領域に聞かれる。 ζの七つの人格形相は(自由性，
複合性 向柔軟性，開放性，統一性，抗抵性，広大性)，われわれの希求する理
想λが兼備すべき人格形相であり，また人間成長の方向からの視点で遣うるとい
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う意味から価値基準を内包し'ているといえよう。モとで，われわれは教育を
、人間主体の側において考える時tじいよいよ地域人の人格様相を洗って，理想
人C人格様相と対主ヒして，そのやれを明らかにする必要を感じた。従ってとと
で定義づけを試みる怒らば，
問題的友人格の様相とはp
望ましい人間形成のために改善しなければならない人格のゆがみでbる。と
れば，具体的な問題的行動態度を人開発展の方向に照らして，人格の様相のqt
にとらえたものである。そして， とのゆがみは，具体的な問題的生活行動態度
の主体の側の要因となっている。
従ってとのゆがみは，望ましい人間形成を志向するi際の課題とたる性質をぎ
むものである。
3.3.2. 問題的な人格の様相の設定過程
前述したように，われわれは基本的立場に立って人格の様相を検討し，問題
となるゆがみをとらえたのであるがp とれば，人格形成との課題的性格を合ゐ
でいる。と ζろで， ，~このゆがみをとらえた筋道を一応明らかにしておきたい。
問題的及本格の様相が導き出された基本方式については，既にわれわれの研
究の基本構造の項で明確にしたし実際，調査方式と，モの笑態については，
調査の章で説述したわけである。そ ζでp とζでは部分的，直接的怠点につい
て多くふれてみたい。
まやp われわれは基本的立場に立って，自由，平等2 協同の原則の上に主体
性を確立する。そして人間発展の方向に沿う理想、人を志向するわけである。モ
れで，人間発展の方向という視点から，調査した地域人の人格的様相を照らし
で，そのゆがみを発見する手法をとった。代表詞査Vとおいても，全体調3をにlf
いても p ます勺地域社会の人えの生活行動態度(意識)を洗いs 特に人間の側
に焦点をあてる調査としては，児童 ・生徒および一部の育年の段階をも対象と
してp その生活様式(生活行動，生活意識)を， 行動特性や行動類型の面から
精査してみたρ たおp 全体調王室では生活条件(環境条件3 主体条件)の調査を
附加し面接，実地観察の不能を補った。そして，地域社会の人kの
-134ー
態度を基本的立場に照らして抽出した問題的友生活行動態度に，人開発展の方
向を照射し，人聞の側の調査をも参照して，問題的友人格の様相を摘出した。
モの療の七つの規簡は，人格心理学の佐藤幸治博士の学説に拠ったものでbる
脅し ζの七つは，人格の形相面を表示した抽象度の高いものでbるので，それ
た人絡の内容特質面を包含するととによって，検討の的確性を期した。そし
て問題的友人格の様相の表現としては，ζの形相面と，内容特質面の二者の用
語を中心として使用した。
いま，モの原案を示すと，下のようにたる。
1.不自由性~自由巨E (形相函)
適応性 弾力泊二 自主性 (内容特質面)
2.単純性~複合性
経験の分化皮興味の多面性行動の特殊性
3.夜直性~柔軟性
可塑性の大小
4. 閉鎖性~開放性
社交性包容性 自由君主自己表現
5. 分裂件~統-'~~
一貫性
6. 服従性~抵抗性
強制不公平に対する態度
7. 狭小性~拡大性
-社会性 包括性自我のひろさ
との観点からおさえてみたのが，別表のような問題的友人格の様相としてま
とめられた。
/i;tQ，との際おと友の問題的友生活行動態度の主体の側の要因は，それ自体
を在し〈捕えると共札 青少年の行~1J4寺性や，行動類型の調査を通してみられ
る成人と共通のゆがみについては特K注意した。それは，同一類型の人間形成
を暗示するものであり，成長過程の同一傾向性を呈示しているからである。と
のようた立場から「主主E問題内容例」が強調的犯配列されている。従って，た
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とえば田舎社会における
6. 権威や，不当た強制に随順して，問題意識をもたや3 自己保身を図る'5
とすQ迎合性と依容性
の中でp 三とな問題内容例として， 0重立や支配階級への追随があがっている
がs とれば 。子どもの聞のボスの存在 として，子どもの段階:でも強調され
ているし， 。婦人の被支配者的意識ム社会的地位の無自覚は，子どもの世
界では，。男子の女チへの暴力的支配の例として現れているげとのように2 大
人と子主もとが，共通したゆがみを合な事例であっても，事例そのものκ発達
段階としての位相差がみられる場合は，特に子どもの面もあげてある。しかし
事例内容として概ね等しいものは，殊更に子どもの分をあげていたい。
また，同一事例が何度も掲げられている場合があるが，とれば，一事例が人
間の働きかけのありかた(人格の様相〉の多面性を内包しているととがあるか
らである。
たとえばp 田舎社会の生産経営の保守性に関する事例は，つきやの問題的友人
品
格の様相に起因するものとみられる。
1. 場面に応じて弾力的に思考し，行動するととができで夕、p また日常生活の
不合理に対して無感覚な適応性，探究心の欠除と依存性
2. 経験出せましとれを深めようとしたい無関心た創造性，批判性の欠除
と単純性
5. 生活に反省を加えや，不合理私生活体制にも問題意識をもたたい非合理ー
性と分裂性
ζの他，細鍛え主点まで考究すれば，田舎社会における生産経営の後進性は，
さまぎま主主要因をはらなのマあり， 人間行動の基底には各種の人格的ファクタ
戸が混在し，有機的に働きあっているととを知る。
さて，っき?にわれわれが田舎桂会人と町社会んおよび都市社会人の三者を
同一次元にみたのは，人格的た価値観からしてp 都市社会人が近代人の理想型
でないという現実認識に立つからである。人間発展の方向比自舎社会人一 争
都市社会人とたり，町社会人が過渡期的存在とたるのではたくて，前述した七
つの方向(不自由性一→自由性)を辿るものだからである。
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その意味で，人間形成の歴史的過程が，必歩しも理想像への正常君主方向を指
示していたと断言ができないと判断するからでもある。
さて， ζの地域人のd¥J題的君主人絡の様相は，より具体化され， r発達設階に
照してとらえた人怖のゆがみ」の設定とたるK及んで，具体的な指導計画のー
支柱と放るととを附記してとの項を終る。
地域社会の人々に見られる問題点な人格の様相
(主な問題内容を附して)
。田舎社会
1. 主~商に応じて弾力的に思考し行動するととができす勺 ま?と日常生活の不合
理に苅-して無感覚た適応性，探究心の欠除と依存性
。無計画な家庭筏済にみられる放漫な態度 。冠婚葬祭の過大な出費 。交際に関
する冗重量にみられる箆性的態度 。日常諸行嘉につきまとう飲泊のための浪費状況
。収支の不怠ず街 。生産量基営にみられる保守性 。未開発資源ゃ，余剰労力の活用
不十分 。殻業経営の多角化に関する後進性 。晴鷲の夢硝にみる衣生活の不合理
性 。米食本伎の侭した食生活 。往生活に対する現状維持的態度 。子どもの依
存的生活態度 。学習意欲の不足 。判断力の不足。 衣類・学用品 ・臼他用具の
取扱い粗雑 。衛生観念の不足
2.経験がせまし とれを深めようともし友ぃ無関心放創造作f:批判性の欠除と
単純性
。生政経営の単純1金制Wj~主 。進歩的な耕学的闘すの採用緩漫な態度 。科学的能
率的な機械 .Ril:s!，の使用に関する懐疑的態度 。労働過多に比例しない低生産性
。方角，忌日 p 占い，などの迷信禁忌の残存 o生活慣習に流される態度 。文化
的意欲の低開 。教義のための余畷利用について無関心な態度 。数合・的見識と関
心の低劣 。都市の消費的，享楽的文化の受容 。子どもの電車替意欲の低調 。研
究心の欠乏 。脊年の安治放~b 子どもの模倣 。人との応対，言語，動作，身
なりについて無関心な態度 。遊びの種類が少なく ，興味関心の低調な状態
3.かたょった意識に定着して，とれを変えようとし友い硬直性
。家族内の人間関係にみられる封建性 。男尊女卑の意識 。長子尊重の気風。重
立や，支配階級の特権意識 。家絡による人聞の絡付けにみられる封建性 。緩の
れい腐視 。家絡の条件を考慮する子どもの進学 。二三男対策にみられる消極的
態度 。女子の自立と，結婚への配慮不足 。家風や，家の慣習の酎居 。ミ子ども
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の私物化 。子どもの強度なはにかみとがんと 。行動の敵遜挫の欠乏 。我を張
る態度 。相手の事坊を考えずに，すぐけんかする傾向
4.他をすなおに受け入れよう とせす勺 また自己を自由に表現しようとしカ:い
閉鎖性
。停頓する発言状態 。家族聞の話合いさえ不十分な状況 o部落集会での偏った
発言 。他部落の者~.する閉鎖的な態度 。未知の者に対する態度 。移住者の
具端視 。創造的表現活動の不振 。子どもの遠足や，修学旅行l時の他人との応対
。学芸会3 音楽会への出演忌避 。学級会，生徒会の発言不活滋 。他校児童，他
部落生徒への理解不足
S.生活に反省も加えや，不合理友生活体制にも問題意識をもた友い非合理9性
.と分裂性
。収入を考慮しない支出状泊 。家計簿や3経理慌を記入しない放漫な経理 。合
理的な経済観念の欠乏 o農業，漁業等の経営組織化の未熟さに現れている箆性的
感覚 。衣食住全般にわたる生活改善の不徹底 。労働体制の動率化への間慮不足
。保健衛生施設の欠除と衛生観念の低調 。家族体制，部落体制に対する問題解決
意識の貧困 o学級会p 生徒会における問題主主識の稀薄 。学習生活の計画性不足
。進んで不正不合理を改める態度の稀少 。規則jの無視 。男子は特に反省的jTh.度
不足
6.権威や不当な強制に随1顕して問題意識をもた寸、 同己保身を図ろうとする
迎合性と依存性
。強大な家長権 。封建的な家族体制 。重立やp 支翻階級への追随 。婦人の;俊
支配者的意識と社会的地位の無自覚 。各額団体の役員の専断的傾向 。役員依存
の態度 。本3 分家関係の存続 。小作関係の残存 。世代聞にみられる意識のず
れ 。子どもの聞のボスの存在 。家絡に左右される子どもの格づけの残存 。男
子の女子への暴力的支配 。弱い者いじめ o親への服従態度
7.かたょった仲間意識にもとづく排他的非寛容性と 3 狭小性
。おらが村意識 。他部落の主主視と抗争 。議事な血縁怠識 。士清者と移住者の
対立 。旧地主と新興自作農|協の暗い対立 。子どもの部落対抗意識 。未知の者
に対する子どもの閉鎖性と警戒意識 o偏った愛校心にもとづく他校生への敵対心
。学殻内の仲間づくり
8.とざされた自我意識にもとづく 自己中心性
。協同経営，共同作業の不円滑にみられる利己性 。奉仕活動の不振 。がんこな
性格 。別己的な経営方式 。利己的な行動のかもし出す材の社会的3 倫怒的秩序
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の動指 。土地の交換，分合の困難性にみる利己心 。生徒会役員に選ばれること
の忌避 。自分勝手だとの理由によるけんかの頒発 。会共用具の独占 。一般に
粗野，粗暴で社会観念が稀薄
。町社 会
1.生活の不合理に安易Kながされ3 また問題意識はあっても，とれをすすん
で改葬しようとしない適応性p 探究心の不足と消極性
。経済的視野の狭さじ出?ととこ勝負 。経営の合理化に対する消極性。経済的立
ちおくれを傍観する態度 。経常の共同化や，揃時提携に対する消甑的態度 。彪
栄や義理，因習にしぼられた出費 。消費の計画や収支のパラY;1，に対する無関心
。環境衛生に対する消極的態度 。消極的で低調な婦人の社会的活動と，婦人の無
自覚 。婦人の男子への依存 。家庭や学校の仕事の仕方の他律的態度 。校外
奉仕活動における消極的態度 。学習意欲の不足と 自主的学習の不円滑 。場巴官
じて適切に行動する態度不充分 。推理力，判断力の不足 。とくに男子にみられ
る反省カの欠除 。衣類，学用品，日用品の使用に対する無関心 。小遣いの計画
的使用に対する無関心 。乏しい衛生範念
2.教誌に関心はもつがp 積極的にとれを高めよ うとしない創造性の不足と単
純性
。教養娯楽施設の欠除 。低俗な狭酉やパチyヨ・浪曲 ・歌言謡曲に満足している態
度 。日常生活に娯楽をとりいれようとしない態度 。音楽や波書のサーグルに対
する消極的態度もしくは白眼視 。主婦やそ「供の娯楽の機会の欠除 。叉化団体の
活動の不活波 o学習興味のせまさとかたより o単純安易な余暇利用や遊び 。せ。
まく周定された興味の対象 。単純安J誌な説書 。映画iやラジオや新聞に対する興
味 。文字，1m史p社会，自然科学などE二対する関心の低調
3.変化をとのまや， とれを抑制しようとする固定した意識態度にみられる硬
直性
。祖先伝来の財産をきずっけまいとして，万事に消極的な経営態度 。在来の方法 .
にーとらわれた企業経営の態度 。経営の共同化や技術挺僚を進めず，不満足な現状
からぬけさ?れぬ態度 。因習や古い生活慣行をそのまま守り続けようとする生活態
度 。生活改善に対する消極性 。家族体制に残存する古い人間関係 。祉会体制
に残存する地縁血意義的昨ふと，権力支配的な階層性 。職場に趨存するr守い後第的
な主従性 。いいったえや，信仰に無批判にたよって生活問題・会決定しようとする
態度 。新しい・世代の動きに対する古い世代の圧迫 。百姓 ・大工 ・殺人に学問は
いらないという根強い因習と意識 。自分の重症にとじこもろうとする態度 。自治
活動にみられる消極性 。進んで新しい経験を盤得しようとしない態度 。学奈会
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に出場したくない意識 c成長につれて強度になる男子のはにかみ，がんこ o婦
人の社会的活動に対する消極性及びかげロ
4.生活のボ合辿を意識しながらも，すすんでとれを解決しようとしたい非合
理性と分裂件
。企業経営における意識と行動の矛盾 。表面的形式的な増産体制 。成栄で競争
的に出資する消費生活の不均衡 。負担の大きい衣服の二重生活 。白主性のない
非合理な生活様式 。虚栄にはしる表面的形式的な生活改善 。家族，職場，社会
体制などに議存する古い人間関係とその反動としての極端な反媛 o古いいい伝え
や信仰芳生活問題を決定しようとする態度 。都市文化の形式的受容によるちぐは
ぐな文化的行動 。子供の教育や将来の方針に対する一貫性のない態度 。自分で
計画工夫しようとする態度の欠除 。自治活勃における問題意誠の不足 。学習活
動における一貫性の不足 。なげやりでその場かぎりの物品の使い方 。安易でぞ
の場まかせの余暇利用の態度 。自分たちの規則，きまりに無関心な態度
5.権威や圧力を意識するがp 消極的にあきらめきっている服従性
。職場における雇主の絶対権力と，親方 ・子方意織 o徒弟的な関係 。下請制に
よる来端就業者への圧迫と泣きねいり o家族体制における嫁や年少者の労働力視
。家長権 。長子優先 c援の地位と主婦・権 。社会体制における顔役 。重立ち
と長いものに.はまかれたカがよいという窓論 。婦人の社会的地位とそれに対する
あきらめp または当然とする意識 。文化団体における幹部への盲従 。親に叱ら
れるのをこわがって， いやでもがまんして仕事をする態度 。女子いじめ 。弱い
ものいじめ 。仲間はずれ
6.根づよく残存するか?とょった仲間意識にもとづく排他的た非寛容性と狭
小性
。業者のセグシヨナリズム 。土着者と来住者との差別意識と相互索制 。部落と
部落との対立窟哉， とく に農村部と町部との対立 o団体役員，町会議員選出にみ
られる固定的な社会階層性 o女子いじめ 。弱いものいじめ o仲間はずれにみ
られる仲間意識
7.利己的た自我意識にもとづ〈非協カ性
。自分木位の経営と共I食い， 共倒れ 。経蛍の共同化，漁場拡猿，土地改良などが
で舎ない白分さえよければの意識 。共同作業への消極性 。l験場における誤った
ゆ勤労観と無責任 。家族関係にみられる家庭木和 。社会奉仕感情の欠除 。文化
活動を不活援にしている実刑j的意識 。集団作業における消極的態度，と〈に男子
にみられる依存主なげやり o一般に多くみられる自分勝手な行動態度 。遊び?と
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ぃ，仕事カ，¥，、やだとして，佼員や係になりたがらない皆議 。規則，きまりに対す
る無関心
。都市社会
1. 生活の不合理は強く意識するが，各種の障害に停滞して解決出来ない実践
的適応力の不足
。合理的な企業経営に対する保守性と消極性 。生活改善について諦観的であれ
熱意を欠く態度 。そうあせっても駄目という忍従的態度 。生活費と営業費と区
別せぬ商倍経営 。収支のバラユノスを考慮しない虚栄による出費 。洗行を追う虚
栄 o因習迷信慣行にとらわれる保守性 。協同態勢や同灘胎等の 1組織について
の消極的態度 。低調な自治活動 。家庭学校における仕事のしか?とにみる他律的
態度と実践カの不足 。衣類，日用品，学習用具の使い方の無関心 。無計画な小
遣の使用
2.自己の安逸を主とし3 研究心をもって職分をつぐモうとする積極的友態度
を欠く責任感の欠除
。勝易の仕事のしかたにみる他律的な労働者の意識 。貯苦手はするが投資はしない
消極的な商践経営 o給料だけはたらけばよいという労働者の意識と，労働の商品
化の傾向 。商庖，小企業経営にみられる雇傭関係に残る保守的な関係 。小企業
に残存する徒弟制度 。生活や事業経営にみる惰性的傾向 。惰性に流され，問題
を持とうとしない諦観的保守的な生活態度 。形式的な近隣関係 。消極的他力本
願的な婦人の態度 。革新的進歩的意見を忌避する態度 。残存する封鎖的な家族
関係 。不活援な審仕活動への参加 。家庭，学伎の作業にみるなげやりと消極性
。集団活動における無責任な態度
3.環境にめぐまれながら， 統一的積極的κ自己を高めようとしない価値実現
的自主性の不足
。享楽的文化の横行 。図書館，公民全官等の文化機関の低調な利用度 。見えによ
るおけいこごと o商業第一主義で，自己の教養向ょについて無関心な態度 。自
己の地位や資質向上について関心の号すい婦人の生活態度 oその日ぐらしで計画
性の乏しい生活や，企業，酪庖の経営 o子弟教育の学校依存 。見えや国子によ
ってきめる子弟の進学 。無批判に流行宏追う態度 。低俗な趣味，娯楽 o生活の
改善意識の稀若手之諦観 。男児に不足している反省的態度 。生活物資の浪費的取
扱い、。かたよった教科に対する興味 。かたょった読書
4.固まぐるしく多面的た環境の変化に流される自主性の欠除と分裂性
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。その日ぐらしで計画性の芝しい生活ゃ，企業と商l苫経蛍 oマス・コミに谷易に左
右され，無批判に流行を追求する態度 。雑多で統一のない趣味，娯楽 o就職難
に起因する勤労者の主休性の欠除 。溜盾経蛍や職人気質にみるその場主義と無計
画性 。刺戟過多な環境に起因する利那主義 G乏しい符久ブJ 0依存的他律酌な
おけいこごと o大入の流行事象に対して敏感，軽薄な模倣
5.権威や圧力に意識的に反挫するが， 自己保身をはかろうとする迎合性と眼
従性
。被震傭者の]歪僚主に対する屈従的態度 。職場にみる長も、ものにはまかれろとい
う事大的脅歳 。消極的でまbって積極的にふるまうことをお互に阻害しあう婦人の
生活態度 。町内会などにみる階層的な欝哉，重立ちに対する事なかれ主義 。子
弟教育に対する過大な希望 。企業や経さきにみる因畜的なしくみ o家携関係，近
隣関係に残る現状維持的な考え方 。女子に対する蔑視 。児童会，生徒会3 ホー
ムルーム等の活動にみる消極性と迎合性
6.かたょった自我意識にもとづく自分本位の功利性と狭小性
。自己過信にもとずく権勢意欲 。小企業や商官経嘗にみる計画性，協力性の欠除
。自分でかせいだのだから自分が費うのは当然だとする職人気質 。近隣関係や職
場にみる自分さえよければという功刺主義 。理解の欠除に起因する労資問のする
どい対立 。結婚観，交際，労働観に関する世代のずれ o事業経営にみる自分さ
えもうかればといろ態度 。職場における利己的な針働観 一。勉強ができない，自
分が損になるとして，児童会や生徒会の役員になるととを忌避する態度
7.他'人との生活に関心を持たたい 奉仕連帯感性の欠除にみる非協力性と狭
/J性
。ー環境衛生に対する無関心 。商売関係や見えによる近隣関係 。家，職場では自
分中心であって他人には関心のうすい生活態度 。町内行事や奉仕作業につい4て熱
意のない参加 。青年同，婦人会等文化活動の不活設 。低調な町を単位、とする子
ども会などの活動 oホームルーム，自治会活動の不活援
3.4. 問題的な生活の構えと重点的なねらレ
問題的友生活の構えとは「具体的主主問題的生活行動態度の基底とたって，と
れを常に一定の方向に定着させようとする基本的傾向である。とれは地域人を
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して個kの行動場商において，常に一定の方向で規定し，その紘から行動を推
進せしめる行動傾向の基本型であるJと 1.5.1の基本構造で説明し?と。言いか
えるたらば，地域の人k とが或問題場面に逢着した時，とれを切り抜けるため
に何らかの行動をとるが，との行動をとらせる底に彼らの心を，そし，て行動を
左右しているものをいうのである。例えば，田舎社会では農村 ・山村 ・漁村等
を問わす"勘と経験に頼る生産技術が優先し，進歩的たものに対してはとか〈
警戒的 ・消極的た態度をとり， H今までだってとうしてきたのだからー…・，ー
若ししくじったら大変だ…..'/という構えが，生産経営に沿いては常に先に立
ち，とれからの割り出しで，具体的友生活行動がうまれている。乙れにヲいて
は，とれらの社会の人kの多〈が，歴史的にいつも被支配的階層の地位におか
れ，稼宮の何割かが常に支配層にしぼりあげられてきた事実p 自然の支配のも
とに消極的君主防衛をしてきた事実軒端みあっているととを見逃がすわけには
いかたい。そして自己の設に逃避して， .最少限ぎりき。りいっぽいの生活にあき
bめてきた生育史書と思うl時，との警戒的・消限的危あり方は肯定でぎるのであι
るυ また か家グというものを中心に物を考え，生活する構えも，田舎社会の人
々に見られる通有的た構えでるる。
とのように，絶え歩、人kの生活行動宏一定の方向に揺り動かす発想、 ・意識・
態度等をん生活の繕え"と呼んでいる。そしてとれらの生活の構えのうち，基
本的立場に照して問題一ーす友わち2 とのま与にしておいては人びとの幸福の
実現が阻害される一ーと忠われるものを問題的た生活の構えとしたのである。
との問題的友生活の構えは，要素的に絡みるい友がら，さまざまの生活行動
を具現している。したがって，とれをーっす=つばらばらに列挙したのでは，関
係構造としての生活の構えが正しく表現されたいし，受け取る側からも誤解さ
れ易い。モ ζで，できるだけ関係構造としての生活の構えを崩さたいように表
現するととにつとめた。その結果が長い説明的友表現K君主った。(説明の仕方
が十分で誌うるかどうかは，そζに調査者の洞擦が入っているため，異論のaうる
ととるである。しかも特に問題的た構えを強〈浮きぼりにしたので，当然とれ
に対して反媛的感情が起るであろうととも予想している。たれとうした表現
をとっても，決して地域の人びとの伝統的たよさや，歴史的必撚性を無視して
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いるのではた<，むしろ ζれらを士ik認して，その矛盾的構造の上に立って問題
点を突いたのだというととを付言。しておく)
つぎに「重点的たねらい」で3・あるがζれについては1.3で詳しくわれわれ
の立場を説明したので重複をさける。?とど一言する怒らば3 問題的君主生活の構
えをp その歴史的現笑から改善可能貫工道を見透し3 人k の努力によヲて一歩で
も近代的・民主的ゑ構えの方向に切り替えてい〈止する友らば， C!:'うすればよ
いのかといlう観点から， r重点的君主ねらいJを設定し?と。す1t.わち，教育はζ
の社会の人k の人権形成に対して，どのよう君主角度から切り込んでいったらよ
いか2 との働きかけに対する教育者の目指すっ方向(自覚)を重点的にとらえた
ものでるる。
。田舎社会における問題的な生活の構えと重点的なねらい
田舎社会といっても，長山漁村及び都市近郊の畑作・水田農村等，それぞれちがった
球をもった地域社会を形成しているのでp これらを一つの回舎社会としてく与ってしま
うことが，果して妥当かどろかは異論のあるところである。しかし，それらの底を流れ
るものを見つめるとき，ある径の通有性を発見することができ，しかも都市社会はもち
ろん，ここで類別しよ うとする町社会とも明らかに異ったものがおる。 そこで2 今この
通有般に立って田舎社会の問題的な生活の構えをとらえてみることにした。
・2量産的生活行動態度の商において，先ず問題主しなければならないのは， r祖先伝来
の生業を守り抜こうとする隣国たる備え」でるる。 1，下手して失敗したら，先祖様に申
訳がたLな"，1 1今までこうしてがまんしてきたのだからグ 1'uかしから親たちが苦労し
て今日にきているのだ。今さら別のやり方をするなんて……生意気やって，下手すると
罰があたる"1いろいろ苦しいこともおろうが，何とかなるものだ1 という変化を好ま
ない現状維持的な物の考え方が，1.ノ百姓人並み，ずさんどは屋並みH 付奄ばかりでない，入
もそうだもの仰という 等質的感覚と結びついてP回会社会の人びとに一貫して見られるs
この根強い意識が中心になって，農民・漁民の生活史が綴られているといってよい。耕
地盤濯が進み，農地開放の風が世の中を一変させても，また近代資本主義経済のもとに
商知識民・商業的漁民の性格が生れ，新しい漁法・農法が採り入れられ，1米 ・魚は
とれるのでなく ，作るもの ・穫るものだ"という意識が芽生えてきても，なおかつ，こ
の人々の底を貫いて変らないのは，この物の考え方に支られた生活の構えである。 この
入みとして精一杯の計画的生産が実施されてはいるものの，との望ましい構えの芽はp
ために伸び悩み，或Ii:坐折ずることが多い。
Lk.がって，伝承的な勘と経験は祖先からそのようして今回まできた間違いないもの
として優先し，進歩的 ・科学的な生産に対しては，一部のものを除いて多くは警戒的 ・
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消極的で，改善は遅々たる歩みを続けている。新しいものを追い求める「とに対する問
舎社会の人々の慾支闘な態度は，一方において，その堅実さと実直さが習をえられるけれ
ども，合理的・科制怜計画性と能率カ寝求され，金の力がものをいう近代社会におい
ては，その消極さ ・非能率さが，低生産的零細経さきを余儀なくさせている。
この低生産性は当然の結果として経済的貧困を招来し， 白らを苦しめているが，回会
社会の人kは広い経済的視，!lltからこれを眺めようとはしない。 しかも，7k回農村などに
見られるところの，決地開放による小作からの解放は，労せずして急に転がりこんだ僅
かな財産に漉れされる結巣となり ，必要以上の支出が増した。 このように，水田農村を
はじめ，一般に間合社会においては，ぜっかくの汗の結晶は利潤として，十分自分に遼
えされず， fl也に!J&.収されている面が多L、。 しかし，人川副主に結果としての食乏や生活
の苦しさを焦るのみで，;r.J;に自分らが由:i討している問E習を見つめて対処しようとしな
い。そして単に茨国的な現象商にのみ目をぞ-傘
の一カか当わ下に，視野の奇ぜ也r:'1まい自己中心性を育てただけで，一方祖先の財-産を傷けまいと
する一心が，ますます問分の放に閉じこもらせ，何とか自家内でこれを解決しようとい
う消極的な後肉きのあせりに追い込んでいる。このような近視腺的な消極的努力が十分
みのらない時はが仕方がないρ"何とかなる砂 H人もそろだもの……。という「あきらめ」
で，すべてを解決しているのである。こうしたところに， 単純・素朴でおるが，潟・に人
tこ，或~t家に引きずられる自主性の乏しき，保守的で変化を好まない消極さ， ρ人主み
ずさゲということで簡単にあきらめ，大JTjから冷静に自己を見つめs当面する問題を正し
くとらえようとしないという回会社会の人Aの構えを見ることができる。
これがさらに前近代的な家族主艶句人間観と結びついて，無条件的に家族労働力を家
業に投λいその能率的適正配分を考えない dひたむきのねばりρ・のみを強要する家族
労働体制jを生み?としているといえよう。丈夫で骨身を惜しまず働くことが，この討会で
は一人前の人としての最大条件になっている。越後人の突i直とね附り強さと 巴、う長j所
は，とうした社会人としての条件の中に生れた人h の特性である。われわれはこの長訴
を否定はしない。むしろ一つの誇りとすら思っているがp これを哀返して見るとき，先
に述ぺた問題的な生活のti'lJえを， 同じく否定す~ことはできない。
また衣食住の生活段式を見るとき，生産形態ときり離して考えることはできないが，
根底に、流れる問題性として，こ与にも硬直な麗活性の少ない家業専一的な紛えを見ると
とができる。休養・栄義・能捧・街牛ー等，合哩性にi恨ざした科学的或は統一的な=与えJj
ft.生きるために余儀なくされているこの家業専一院な結えと，これに必然的に結びつ
〈古い因襲に生きる非合湿な構えのために支配されている。結蜘今にそうせざるを得な
い事情は同情されるにしても，その故にこれを安直に肯定することは，田舎位会の発展
に対する一つの根源約な欠陥に候を被うことになるであろう。 しかもそれに金の回転が
おそし自然相手の生産形態からくる μとれ秋fI 1.漁獲期"をあてにする不安定さがこ
れに絡んで，f碕れの臼 ・冠婚瀞祭・その他のつきあい ・つりあいでは，'1後腹を痛めるよ
うなW 出さずもがなの出演をして，溜りに溜っている抑圧された緊猿・欲求を一気にと
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きほぐそろとする。こうしたあり方は， つぎにのぺる社会的生活行動態度に
遠し，文化的生活の向上にもマイナスの影響を与えているのである。
以上から，問題的な生活の構えを要約してみるとつぎのようになるのでらろう。
-祖先伝来の生業を守り抜とうとする臨固たる構え
-若し失敗したらという不安と恐れを先K立て，新しいものに対して警戒的
消極的た構え
-失敗や困難に当面すると，グ仕方がfJ.V、νρ自分ばかりでたい，みんrs..、もそ
うだクという考え方をしてあきらめるか，問題を回避してp 深〈当直する
問題Eとさぐり直視するととをしたい構え
-自己の設にとじともり，勘と経験で生活を処理しようとする構え
-目先の打算や自己中心的た利己性にみられる，視野の狭い消極的危自己保
存の構え
・社会的生活行動態度について，先ず第ーにいわれることは，何といっても f古い家族
制度の中に埋没し易い没我的な構えW で，これは祖先伝来のi生業を守り抜こうとする生
産生活における構えと通ずるものがある。 この構えは家族内における人間関係からy部
港内の人間関係に至るまで一律に見られる。 。国のためかに一身を犠牲にした犬和魂の
温床であった 1I家のため1 の構えは，没主体的な自己犠性の態度を最高の道徳とLて認
めている。 1I家の燦I!11家の子" 1 0どんのあにv ρ家のi賂グ d家のつきあ1-，1 11i: ~内以
等，すべてこの長い歴史性に培われた古い身分的階層意識，または家篠主翻句人間枇
支えられている。この構えは，さらに血縁・地縁でつながり， ~J[と顔とを常につきまるわ
せp 互に他家の内部事情まで熟知しているような関係において，しかも共に生活の苦し
みを味ってきた共通感情に融和して， 'まき"fi.勿言語，部落全体が家族のような，また等
質的・一視同仁的な感情で結びつき，音B落共同体意識を長怒りよげている。 ここにt対す人
の素朴な伝統的な人間的温さと，互に扶け合う団結の力を見ることができ， d隣は何を
する入ぞグという冷めたい非協調的な人間関係の多い都市社会とは大きなずれがみられ
る。しかし，とれは反商 d俺が村グのためには結束して他に当る閉鎖的・排他的またぬ
部語審判己的な構えを育てたり， dまきF や，顔 ・て絡につながる縁故関係重視の社会的仕
組みを肯定したり，或は dきたの者グ観を育てたりして，好ましくなし緊猿関係を談成
していることも宥.i&lできないのである。文化に対する開放度の稀薄さも，これに起因し
ている場合が多い。
また， j乏い封建的体制の中に培われた田舎社会の生活では，低生産性に根ざす貧困や;
文化度の低さからくる閉鎖的な自己卑下が複合して，家柄 ・資産 ・役職等の外形的権威
に対して卑屈なまでに服従し，迎合する構えをつくっている。といって，これに対する自
覚的芽生えや，これより抜け出そうとする人hの精一杯の努力を否定するわけではない
が，低生産に基く零細な弱い個人の力では， いきおい強いカのかげに自己を保持、せざる
を得ない事笑や，田舎社会の歴史的過程が余儀なくさせている人hの追いつめられたあ
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り方が3 そこから抜けだすための抵抗の強い積極的努カより，安易な道を選ばせている
ようである。この結呆，えらい者に対しては服従するのが当然で，敏抗するのはあとさ
きを考えない (世馴れの足りない)浅はかな行動で家のためにならないと考えてい，る。
務い背年の革新的意識の軟化や， 覚限者に対する ~人主役いの現象も，この点から解釈さ
れる。とにかく， 個人としては内心これ手抵抗を意識し矛盾を感じながらも，社会的に
弱い自分を怠ろ時，結局 dよらば大樹のかげグであり， JJさわらぬ神に崇りなく" /1長
いものに巻かれていたほろカヰ辱fC.V と計匁する。村の和はこうした古い権力的秩序の.tj'・
定によって，互に自己に限をつむり， H妥協とがまんM によって消極的に保持されて
いる。しかし ， このあり方に矛盾を感じている→11の人々や，若い青年の抵抗I~， 伝統
的で強靭な力の前にほ微弱ではまbるが，マス ・ヲミユエケーシヨνの発達と相倹って，
艇に見えない速さで，田舎社会に浸透して行きつLあり p 伝統的で閉鎖的 ・保守的な村
の体制並びに人Aの櫛えは，新しく脱皮しつつある。 国会社会に残る伝統のよさを潟存
しながら，一方この芽生えとしての民主的な主体的人間への自覚を，実現可能なみちに
沿って伸長していかなければならない。与はを要約するとつぎのようになるだろろ。
・血縁 ・地縁という歴史的主主共通感情に支えられた強いつ主主がりが生む，部
落共同体意識と，おH帥司君主部匙利己的構え
・失敗や困難に当直すると H仕方がえにい'1 1自分ばかりでたい， みんなもモ
うだr という考え方をしてるきらめるか，illH琶を回避して，深〈当面する
問題をさぐり直視するとと左し友ぃ構え
-目先の打算や自己中心的君主利己性にみられる，視野の狭い消極的君主自己保
イ7・の構え
・2反を中心にした古v、家族制度や，社会の仕組の中に埋没して，自己を見つ
めようとし君主い没主体的君主構え
・家業のための笠倒一辺倒えに非合理的・無計間的(生活の調和に対して)構
》
A. 
-権ブJ'{(消極的にi主定し，格カに逃避するととで向己の安泰をはかろうとす
る構え
・3t化的生活行動態度で問題としなければならないことは，以上の田舎社会の近代社会
に対する万般の逮退現象に結びついて生じている文化的劣位感情である。この感情Ir
d百姓ふぜいが…...11 という自己L年下と共に，逆に人に負けたくない優越感主からみあ
って，模倣とか或は他の代償による佐越感で蒋を埋め合わせるという消極的な適応機制
を示している。言葉からくる劣位感も大きく作用し，これら由緒官市文化に対する無批判
的な受け九れの構えを育てている。単読な生活を破る つーの刺殺として， 商業主畿の手
先になっている都市文化の一部が田舎社会に流れ込んできているが，これを迎え入れる
田舎社会の人hの繕えが都市優位でらる以上，形際的な模倣に精し，軽薄な、流行にふり
まわされることになるのは当然でらる。劣位感が価値追求に対する建設的・積極的な意
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欲を正しくかり立てるならば，この問題は時字決されるであろうが，焦りと結びついてく
るために，遂に木質的な生活に社長ざした価値追求の姿に育たないでしまっているのでは
なかろうか。
マス ・ コミユエケーシヨシに対してもこの構えでとびっ~，結局マス・ヨミユニケーシ
ヨYのとりこになって，こLからは価値ー追求的な創造性t1:生れてきていない。マス・コ
ミュニケー ジヨ~が人聞をとりこにした場合，その人間L 人聞の形成する社会はどう
なるであろう泊、その事実に当直してから，マス・ヨミユユケーショνの賢らす暴力と
害毒の恐しさを自覚したのではおそいのである。 ここに大きな問題が為るので忘る。
回会社会における外国と内面のちぐはぐな様相は，以上のような文化受容の構えL
文化に対する無自覚なあり方に起因しているといってよい。そして，一方田舎社会の文
化的達退性は，国軍書的な日常生活慣行や迷信を温存し，人kを無自覚的にとの中に生活
せしめている。伝承に生きる田舎社会の構えは，その近代化への犬をなフ・νーキとなっ
ている。以上を要約するとづぎのようになるだろう。
・失敗や困難に当画すると，ρ仕方が放いか U自分ばかりでない，み!u放もそ
うだγ といら考え方をしてるきらめるか，問題を回避してP 深〈当商する
問題をさぐり直視するととをしたい構え
・家を中心と した古い家族制度や社会の仕組の中に埋没して，自己を見つめ
ようとし友い投主的友構え
・室長業のための労働j一辺倒友非合理的・無計画的危(生活の調和に対して)
構え
・文化的劣位感に支えられた退嬰的乃王様倣的'f.i..文化意識と文化受容の構え
回同舎社会ヒ対する重点的ねらいは，以上の立場に立ってつぎのようにとらえたゐ
1. 開拓的友生産意欲と，広い経済的知見をもって当面するI1J題を見つめその
f鋒決のために進んで総合的・計画的に事ーを運ぶ。
2.新しい科学的知識・技術を身につけ，常VL今までのあり方を反省し，より
よいものを産み出す態度で，仕事に当る0
3.広い視野と寛容で柔軟友態度を葵ぃ，自分の莫の利益や生産活動のあり方
を正しく見透し，常に組識的に協同する。
4. 人間性に¥J.脚した必働観ξ社会的知見をもって，絶えや効率的で合理的1t..
労働のあり方を考え，実現する0
5.従来のあり方陀対して常に批判的・建設的に処する態度を表ぃ，自己の生
業に適合した合理的 ・調和的1i.衣食住の様式を自信をもて2て実現するとと
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につとめるC
6.因習にとらわれるとと友<，個人個人がモれぞれの立場を自主的K判断し
て，主体的でしかも平等友人間関係の実現をほかる。
7. より広い社会連帯性を自覚し，社会がJ知性をもった自由で解放的たふるま
いでイ也人κ接する。
8.伝統的友権威や圧力に対して，常に批判的で毅然たる態度をもってのぞ
み，近代的 ・民主的友社会秩序を形成することKつとめる。
9.現実に埋れす勺絶えて許自己を深めようと揖カして創造性豊かた教義者ど高
め，自信をもって自分らのものとしての生産的な文化の建設につとめる。
10.豊かえJ:'i肯操と高い知性とをよ争陀つけ，健全でうるおいのある生活の建設を
はかる。
。町社会における問題的な生活の構えと重点的なねらい
ここでいう町は，農山漁村の田舎社会と旧市域をもって代表させた地方都市との中間
的な地被社会である。しかし，このような町の中にも，国会社会に非常に近いもの，ま
たその地域社会の発展の契機が大工場の設置とかp 近代指盈の要路とかいう都市的姿索
に強く起因している場合fi:，むしろ旧市域のゐる都市よりは近代化しており，都市的性
格をもっているものなどに至る多くの類型を考えることができる。 これらをおしなペてl
見るとき，総じて田舎的ではおるが，といって田舎社会の類型に簡単に入れがたい。や
はり都市とも田舎ともつかぬ中間的な性絡が共通してみられるので，こうした角度から
町と総本する地域社会の問題的な生活の構えをとらえてみた。、これらの町では，ある特
異な例を除いては， r凶舎に対しては町のものだという袋詰感を持ち，都市に対しては
岡舎者として自らを卑下する劣位感をもって接する」といろ，ある意味で事大主義的な
ものに通ずる構えを持っている。都市社会においても程度の差こそあれ，こ号した構え
は見られるが，.町の場合はこの構えが回附:会を性格的に特色つ。けている。もちろん，こ
のことから町は一方的に田舎社会を見下していると簡単に解釈されると困るのであっ
て，田舎と町の密接な依存関係を無視しているのではない。 ただ，町の八々の心の隅に，
常にはそのま L露頭していなくとも，何かにつけて大なり小なり糸を引き，いざとなる
と頭をもたげてくる構えであることは，多くの場合否定できない。 このような構えが代
表的なものとして取り上げられる町は， 'その故に伝承的。・保守的なものに反援する商を
もっていると共に，なお古いものにこだわり，とれから抜け切れないでいるといろ二霊
的な重層機造をもち，両者が混在しているのである。
・生産的生活行動態度について見るならば，生産構造カ立第一次産業より第二次・第三次
産業が多くなり，異質的に分化して舎ているので，田舎社会のような d俺ばかりでな
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ぃ，人もそろだ，皆同じだov という等質的感覚は少くなっている。 そのかわり dもう
けF というととに敏感になっており，按得勘定から物事を割り出す構えが強くなってい
る。しかし，町社会の顧客ともい号ペさ生産販売の対象はp 総じて田舎の人々であるた
め》この人h の関心は多〈田舎の方にむいている。 そのよ，社会的なつながりも田舎の
人h との方が密接で:li::>り ，またs 自分でも多少の畑作をするという状態の人々も多
く，悶舎社会の入Aに見られる問題的な生活の椛えもみられp 前者主後者が混在しもい
る。従つで，田舎の人々が財産に強い執着を示すのに対して'.金銭に対する執着は強
< ，金で事を処したり，自己のf員得でのみ行動する傾向カ喰〈なっている。しかし，生存
競争の滋しさは都市ほどひどくはなく，土地とのつながりも滋いので経済的な逼迫感は
稀薄で忘る。このためp d相手を抑しのけても・…・ グという強い抗争性も少<(芳し，か
りに内心そういうものを持っていたにしても 3 世間のことを考えれば控えなければなら
ない)，//何とか食っていけるr 11自分があ〈せくしな〈とも，そのうちに何とかなるグ
d人もそうだもの… 俺ーぽかりやっては惑かろうグむ他との振り合いを先に考えたり，
のんきに人のカをあてにし，現状の中に埋れている。ちょっとした歳暮や鞠引きで義理
や恩を感じてきて〈れる回舎の人々の索朴さに頼ってらぐらをかいている。庖のかざり
や宣伝もp 田舎の人Aの関心を買いばよいので3 それ以上の事は d金をかけてやらなく
てもよ¥，1/ と考えている。そこピは本質的な或v'l:.広く 経済界の動向を見透した生産経
蛍 ・商庖経営は見;られず，経営の飛躍的発展も足踏みをしている。可議場においても消極
的で，低い職業意識をそのま L主人のお図によって働いているに過ぎない。大資太によ
る会社・商居の宣伝カーが町や閏舎に入り込み，自分らの牙城を少しずつ浸蝕Lていっ
ても，都市に高h と労働歌が合唱されいても，なおかつ3 対岸の火を見るよろな受櫛ち
で足下を見ょうとしない。 そして自分らの当面する問題を1Eしく見つめ，これにE対し
ようとしない。 /1何とかなるグ dことはざいごだからM と，殊更自分を局外におこうと
する無感覚的乃至逃避的な構えをとっている。 そしてゆきつくところは，田舎の人々に
見られるような d仕方がないグ d今さら俺が一人でさオついでみ・ても，どうなるものでな
い'!1，:，あきらめるので為る。 この生産に対する後向きの構えは，大きな問題で;li.)る。
とにかく，田舎の人Aの関心をつないで，何とかやっていけれ凶よいのであって，その
限りにおいて器時的経営を取り入れ，損しないようにうとめ・ている。そじて， グどうせ
大きいところとちがうのだから，そのまねはできないo r e.，都市や大資本に対して
は，その劣位感より自己逃避的熊度をとり，、一方 田舎に対してはグ自分らはざいご治Z相
手だから，これでよい。グと，自己の立場や感覚・視野の狭さ ・力の不足を合理化し，
dお山の大将W 的な感覚で独りよがりをきめている傾向が強い。//どうせ… ..11とい号
「あきらめ型Jの構えは，越後の人々，さらには東北の人hの特徴的性格でおるが，と
れはなお前と後に向いている町社会の人hの特徴でもある。それには或時は独善的，或
E警は逃遊的，そして或時は諦観的といういろいろの妥索が重複している。商活経営のみ
ならず，工場等の職場におい℃も，雇僚主及び労働者のあり方，また作業管理その他経
営全般について，伝統的なものに支えられた，この dあきらめ澄グを見るととができ，
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固定的・消駆的で，進歩性・将来性にどうしても欠けている。 一方，消費生活面におい
ては，伝統的なものとこれを打ち破ろうとするもの之の葛藤が見られる。保守と進歩の
両面に股がって，その葛藤と矛盾の中でi鳴いでいるという姿は，現代の臼本人のすペて
に，多少なりとも見られることであろうが，町社会の人々の中に特にこの基容をはっきり
とらえることがで会る。すなわち都市に遮れないように，その都市的な鶴素化された，
また合理的な生活設計をたてると，それは必ず図書誌や義理人情kこからむ生活との問に
不整合な商を生じ，現実に埠れ生活の安易感に支えられた視野のせまい創造的知性の低
い人々には3 この調整はむずかしく ，止揚は困難である。従って，ある国は都市的な流
行を追い，且つ押し流され，派手な服装や，その表面的 ・形式的な生活改善が見られる
かと思うと，一方では，栄養・休養等明日への生産力に対する科学的翻意が足りず，美
食即栄養食と心得えて， 調理への関心や工夫に欠けていたわレグリ エーシヨYと~~ì遊
ぶことと考えてp 精神的 ・肉体的労働と休養娯楽の関係を緊張弛緩の合理的按配のよで
考慮しようとしない。 さらに収入支出の関係を綜合的 ・計画的にお際立て.ltず，/Jめん
どうくさ"，I(でかすこづ、けてしまうことが多い。街生国等も旧態然たるものがあり，これ
らがそのまま本質的なものにつながらない不均衡さを露呈しつつ混在している。そして
この間の矛盾的な問題に直面すると 3 簡単に 1人だってそうしているんだものグという
田舎の人Aに見られる構えで片附け，自分自身の問題として，これに正対しようとしな
し、。
損得づくの個人主義が尽につくと共に，っきらい，つりあいを気にし，都合のわるい
時はまわりのカに依君子するか，第三者的立場に立7こうとする使宜主義的な構えは，町社
会の人々の中間的世格をよく物語っている。以上を弘明して，問題的な生活の構えをひ
らい上げてみるとつぎのよろになるだろう。
・田舎社会に対する優1睦感乃至安定感に支えられた現状埋没的主主独普的構え
.都市に対する自己卑下に近い劣位感と焦りに裏付けられたうわすべりな構
え
・自分の生活を圧迫している当面の対象に正対して，それを切り抜けること
をしない消極的乃至視眼的放とそく放構え
-因習や義理人情からねけされ主主い非合理的た構え
.ゲ仕方がないケというあきらめで，主体性をゆがめている自己逃避的態度
・社会的生活行動態度においても，この人々の生活対象が主として田舎社会の人hであ
るため，回会社針。な色彩が強くみられる。すなわち，古い家の観念にとらわれた家族
主義的人間観がそれで，家を中心とした生活の都えは個人の自由を相当束縛しているo
d家の嫁グはもちろん '家の格グ d家ののれん〆がまだ大分幅をきかせており ，長男が
この束縛に悩んでいる場合をよく見かける。 しかし，多くの場合，家族の入kも dそう
いうものだグと思っている。文化的開放度r~， 職業構成の異質性 ・ 人口移動 ・ 交通 ・文
化施設等の面からも田舎社会よりは高いことが肯定されるし，それだけ閉鎖的ではな
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く，特に若い也-代の考えは相当伝統的・回定的な考えより脱皮し・ている。しかし，その
反面，家族聞の温い人間感情のつながりは田舎社会より稀薄になっている。それら古噛
合して，新!日の対立が表面化して家族聞に思想上の緊援を生じたり，青少年不良化等の
問障も田舎より目立っている。けれども，まだまだ家長権のもとに家族は統卒されp女
の座は低位におかれs それが当り前だと思われている向きが多い。女~.'i- /1でしゃばら
ずp おとなしし言われたことを索直にきいて，よく働く者がよ，-，1' とされている占ま
た， グ家ののれん"は，自分一個人の考えでは，どうにもならないし， "家の仕事をす
る分に1:，教育は大していらなL、。グと抑え， "女は践にいければよい。そのために支
度は必要だが教育はいらな¥，，11'と思い込んでいる向き-も相当多く，今の生活を肯定し
て，新しい飛躍に対しては警戒的または無意識的でらる。そして，これに対して或一部
の人々は，何か割り切れないしこりと抵抗を感じながらも，結局け."しかたがな¥，1
H乙れが町のすがた?とグとあきらめP 追従していっている場合が多い。
町内関係においては，田舎社会が膨援し発展した地域としてP 回舎社会の歴史性に支
えられている商が多い。従って，地縁・血縁的な共通感情が都市社会より楼<，祭の対
立や弘他地域との抗争にもその片鱗をうかがうことができる。 しかし，生業の坊や種類
は分化して具質的な軟調誇成が盆れており，また他地域からの分家，その他の人k等が
移住してきている点も看過しがたく，こうした関係においては，個人主義的な他にかが
わりを持ちたがらない態度が見られ，会合や事業等に利己的乃弼ド協力的な構えが育ち
つつあり，田舎とくらぺて対外的にも非協調的である。総じてはまだ悶努力(共通感情
に支えられた保守的構え)が革新的な考えをおさえ， "くさいものにはふたをするグほ
うであり p 都合のわるいものは d赤グの以ヅテルで抑える傾向が強い。顔のつながりと
義理人情のつきあいは，公休日でもお茶のつきあいをしないと変人あっかいにされるこ
とさえある。それに長い間，頭を抑えられてきた人A としてP 身分的階層意識も強く，
権力，に対しては迎合的である。"ざいごもんグといって田舎社会の人々に接し，都市の
人々には自ヨを逆に'ざいごもんF と卑下する態度はp との構えを説明するに十分であ
ろ号。役殺に対しても表面はこれに従いつつP 内心はとれに反援し抵抗しているためャ
活畿なしかも組織的 ・統一的活動はなかなか展開できない。しかもかげ口が符われた
り，失敗したときは， rそれみたことか」という冷淡な態度がみられる場合が多い。
この構えはそのまま職場にもちこまれ，職場の人間関係においても， "親分・子分v
d兄弟分グという関係で結ぼれ，都市の生産社会で見られる労資の階級三!~も微温的で
らり，.IEしい意味の労資関係や同僚関係もなかなか育たない。蔚芽をもちつつも地域社
会の視野の狭さ・古さはこれを抑圧している。以上主ナ要約すると，つぎのようになろ
う。
-自分の生活を圧迫している当面の対象に正対して，それを切り抜けるとと
をしない消極的乃至i府県眼的たこそくた構え
・因習義理人情からねけされ方:い非合理的放構え
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• 1仕方がない。というあきらめで，主体性をゆがてている自己逃避的態度
・地縁 ・血縁的な共通感情と， とれを否定しようとする感情の緊張が生んで
いる不安定な迎合的方、榊え
• r侍の権力のもとで自分だけもうけようとする利己的で追従的た非協調性
・文化的生活行動態度においても，との中間性がそのままあてはまる。 迷信慣行1:悶舎
社会のものがそのままといってよいくらい残存しており ，文化的向上への内的な欲求は
低<)淡錬されていない。文化の卑俗性はこのあらわれであり，従って感覚は古く ，よ
り高い価値を追求しようとする文化活動を dひま人の仕事グと蔑視する傾向がある。
一方形式的な面になると都市文化を無批判にとりこみ，内面的なものがこれに伴わな
いために，町の文化として定常せず，竪突なものとして育たない。従って流行的に都市
の消費文化が町に流れこみ3 これに対して町の人hは，文化の本質的なものに自を向け
ず，ただ回会社会より都市らしくなればよい。あるいは都市らしい生活(五均油引がま
ねられればよいという ことで満足している。
これは，"'7ス・コミ 2・ニケーシヨユ/に対すーる態度にもあらわれている。マス・2ξ ユユ
ケーシヨユ/の発達は文化の伝矯を平めてはいるが，受け容れるに急で，やLともすれば
表面的に流れ，また選択の自由と!待聞が得られないままにp 本質的に自己主主ぴに自己を
とりまく社会を見つめなしりやや肢の浮いた軽薄な人聞をつくっている。田舎にくらべ
異質的な社会構成は，いきおい他地域との交流の度を加え，生活の複雑さや変化を増し
て束l殿も多くなっているが，これが単純で分裂的徴侠をもっ町の菅少年を，国舎と絞ペ
て竪爽さに欠けた， また者~市にくらぺて洗錬さの足りない不安定な人間の構えを助長し
ているように書写される。
'都市をみては焦り，田舎をみては現状に満足してあぐらをかいている'という形容
が，1llJの人々 の構えをよくあらわしているといってよい。
以上を袈約レじ問題となる生活の梢えを拾ってみ~と，つぎのよちになるだろう。
.田舎社会に対する僅i越感乃さ定安定感I'r.支えられた現状埋没的危独幸子的存1t
え
・都市I'L対する自己卑下に近v、劣位感と焦りに裏付けられたうわペりな構え
・精神文化の近代的た向上を蔑視し，ととさら闘をふさごうとする古い設に
とじともった構え
回これから導きだされる「重点的ねらい」 は，つぎのとおりである。
1 産業社会の動向に対する広い経済的視野と近代的感覚を養いp 当面する経
営の問題点を正しく 見つめ，その解決のために常に積極的 ・合理的に対処
する。
2，人間性に立脚した労働観と， とれに支えられた高い職能的技術を身につ
け，進んで建設的 ・能司霊的に自己の職分を全うするととにつとめる。
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3.常に全体的?J.立場からkしく自分の生活を見充足おす態度を葵ぃ，調和のと
れた生街様式をうちたてるように，自信をもって合理的・創造的に行動す
る。
4.お互いの立場を見とめ合い主がらも，自己の信念で自主的に判断する態度
を培v、3進んで親和と協力にみち?と人間関係の形成につとめる。
うー 寛容で柔軟な態度で互に各自の気持やその人の価値を認め合ぃ，それぞれ
の個性そ生かし合いたがら協同して事に当る。
6.他人の人権を尊重するとともに，自己の尊厳を自覚し，常に不当な権力や
圧力を排し友がら，それぞれの受任を正 しく果すようにつとめる。
7.新奇を追わすミ，古きにとらわれす勺中正な態度恭ぃ，自分の文化生活は自
分の力でつ〈り出すという自覚を身につけ，均衡のとれた健全な文化生活
の建設につとめる。
8.たえや生活をなす批判的態度と新鮮な感覚を身につけ，しごとを通して或
は余l肢を正しく活用し，自己の精神生活を深めるように努力する。
9.積調的君主文化意欲と正しい文化観を葵ぃ，広〈文化教君主的友生活や活、動を
とり入れ，文化生活や文化活動の価値的放充実をはかる。
。都市社会!こ針ける問題的な生活の構えと重点的なねらい
本県における都市は，中都市的性格をもっ地方都市で旧七市をその対象とした。抜け
切れない前近代的な構えを温存しつh第二次・第三次産業を基調に，近代化してきてい
る地方都市として，その中に見られる教育が問題としなければならない構えをp 回舎や
町との対比において特徴的に取り上げてみた。資本主義経済の進展と共に近代化しつム
ある木県都市が，その進展の過程においてその故に露呈している問題を中心に攻り上げ
たので~る。
・生産的生活行動態度において先ず問題としなけれぽならない精えは，目先のもうけ主
義に基く利己的打算的な構えで~る。 これは淑しい生存競走の中で利潤を上げて生き抜
くために，互に人のととより先ず自分のためにもうけようと血眼になっている姿の中に
発見することができる。 この社会においては，義理や人情が会然否定されているとは言'
い得ないまでも，精神的なものより物質的なものが優先しているといっ・てよい。しかも
d物グよりも d金グが支配的であるといってよい。 そしてこの d金グをもうけるために
~~， /1他人にもうけさせては損グで，少しでも多く自己のふところに入るように，~ら
ゆる努力をする。そのためには dぬけがけのもうけグが必要になり， d損して得とれグ
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と，一切の犠性をかえりみない非合理的な行動・態度的必然的に生れて〈る。出血的大
売出し ・おとり仕掛けやごまかしを使う自殺的商行為・生活費と鈎り合わない注文取り
等はこれを如実に物語り 3 との目先の利潤のみを追求する利己的・打算的な構えは仕入
販売等の協同j'Y'1経営を好まず，他人よりも少しでも安く仕入れ，少しでも多く売ろうと
第々たるものがあり，ために共倒れ的現象を生んで、いる。 とれで~i:いけないと反省しつ
つ d入がやるなら自分もやらなければ援だY と考えるもうけ主義に基く利己的打算は，
d失敗して損するよりは… ..1/ JI先代からとうしてきたものを…..fI といち保守的 ・因
襲的なものとからんでp この危機的現象をのりこえることができないでいる。
とうした d金もうけグを先に立てる構えは， 資木主義経済が進んでくるにつれて，自
由競争的な対立(あらそい)の中に，だんだん目的と手段を倒儲する現象を引きおこし
てきている。目先きの利潤に線を奪われて，大局から自己の当面している問題を見つめ
ようとしないで，非協同的な経営をしていること，さらには追いつめられて，自分の生
活を切りつめp一切を犠性にして細々と或は収支ぎりぎりの，ひどいときは赤字承知の
経営をしているなどは，この現象を物語る行動といえよう。 ま?と d労働を商品化F し，
「労働のための報酬でなくて報酬のために労働を売る」傾向もこのあらわれで為る。生
産はそもそも人間の生活上の要求をみたすという目的で出発したはずであるのに3 これ
が営利=利j閣と結びつき， 生産の合理化→機械化→大量化の過程の中で，労働手段とし
て進歩してきた機臓が逆に人間を支閉し，機被のために人聞は経賞難・失職等の恐怖に
さえさらされ，き-りきり舞いにされているという倒鈴現象司令呈してきている。資本競争
からの圧迫と不備な対処により自ら招いた困難(経営難 ・生産過剰・失業繭・就職難)と
の中に，自分を見失いかけ，気持ちの上で分裂的になっている都市の多くの人々が，/1生
ぎるためfI 1/食うため1/ 11もうけるためグに，人聞の貴い労働を商品化し，即物化し，
機域に主主属化していき，労働感情を歪めているのは，仕方ない結県とばかりいってあき
らめてはいられない。都市社会の健全の発展を願うものにとって大舎な問隠で為る。
つぎに消費経務函についてみると，こ Lにも dもうけ主義グに基く損得勘定が強く働
いて，蛍業上の信用とか面子を計算に入れて，s出さずもがなのつきおい的な究費グを
やって苦しんでいるのをみる。この冗費は，臼家の営業上の宣伝と区別のつかない面も3ち
り，いちがいには言えないが，とにかく生計費と生産経営・ 商売上の経費は，はっきり，
区別し，もっと計画的に経理する必要がある。 /1符越しの金はもたないグという職人気
賓の中には， "-S:1とその中にもうけるY という一国技機的な，他面 d先をあてにするグ
無計画的な構えが見られるし， r商人くらい金を貴ぶものはないが，その反面商人くら
い金の使い方にル戸ズなものもないJ とうそぶく商人気質の中には，自分の金と人の金
の区別のつかない放埼な構えを見ることができる。といって， この種の人hは ，1金".t-こ
無頓着なのでなく，人一倍打算的で，そろばんづくの考え方が人情に先立っている。最
近の傾向としての会社組織への経営の切り替えが，経蛍の合理化より税錨れがその主
目的だという考え方にも，それがうかどわれる。 こうした中に俸給生活者は，限られた
収入の中で，いかにやりくりするか等，消費面の計画性に腐心しており，その内容め良
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否は別問題として，淑次生活の合理化にすふんでいることは否定できない。この溺芽白色
な構えは助長していかなければならない。
さらに， d金もろけグを先に立てなけれぽならないこの社会ではp このために他の生
活面が犠1生になっている。先にも述べたように，割高な生活を建設しようとして営釆IJに
励む人Aが，営別のために生活を犠性にするという倒銭現象が見られ，非合理的な生活
をしている。栄養も休養も家族的国策も， dもうけY のためには磁性になる。またその
他の衛生的な商についても，例えば，温風・採光 ・乾燥の具合が悪くても，遊説lや鍾阪が
不足しても，それらは家業に挺身するためには dぜいたく P なことになってしまろ。ま
た公衆衛生等は， 自分の Mもうけグと関係なければ，まず余計なことのように考えられ
て冷淡な態度で接する。
なお，経済上の非合理性で問題としなければならないものにs流行を追う虚栄がある。
近代的になるというととは3自己の収入も際慮せず，消費的な流行を追うことではない。
他人或は他の都市に負けまいとする競争心L 徒らな自己顕示的な要求が，もうけ主義
とからみあい，商業的宣伝のとりこになって， 自己を見失っているのではあるまいか。
合理性を棚上げし3 自主性を見失った虚栄~-;J:)これまた目的と手段の倒麟現象といえる
であろう。
以上，都市社会の入荷に見、られる生産的生沼田における問題的な構えの特徴約なもの
を挙げたが，しかし p との人々の中に田舎社会や町社会にみられるよろな問題的構えが
ないというのでほない。老舗と言われる硲盾，或は特定の商売関係には，家業を守り抜
く伝蹴悦構えが強く見られるい家伝来の秘伝的なものが世鐙もされ，義理人情が強
〈生きている。またp 小さな経営には自己の殻に逃避している後向きの構えが抜き安ら
れていないし，労働等に対しても没主体的な非合理的な面が多く見受けられる。 TこEこ
与では回会社会等に対比してp特に特徴的な問題的構えを摘出して，教育上問題にしよ
うとしたのである。従って教育の実際に当つては，残存している田舎約な問題的構えも
忘れてはならないのである。
さて，とうして取り上げた都市社会の人々に見られる特徴的な問題的機えを華要約すれ
ば，つぎのようになる。
・利閣の追求が魚たあま り，近視眼的に目先きのかもうけ主義にゲ走ってい
る打算的友構え
・打算を先に立て，。損して得とれU とか，グそろばんが合わないゲの考え方
に見られる利己的構え
. fIもうけ。のために，目的と手段を倒錯した非合理的な構え
-大きた生産機構の中に埋没して，自分を見失っている人間即物化的な構ゑ
・社会的生活行動態度について言えることは，政しい生存競争におくれまいとする人h
の競争意識と，個人主義的冷考え方とのからみあいから生れたと思われら自己本位の構
えである。との構えは， 一面において自主的独立的な行動の碁底となっているが，他
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函，自分以外のものに対しては d我関ぜず務グというl 態度にも通じている。従って， 家
族問の人間関係においては，個人の自由を東終する古い家族主義的人間観の崩壊を早め，
町内においても他の拘束をはなれて自主的に自分の生活を確立するために努力する態度
を陵成し℃いるが，一方， 家族内ではイ自分I~ 自分， 親は親グとか，家族聞で職場を泉
本し，異質的な集団に入っている(派生出集団としての職援や文化団体等)ところから，
d自分の収入だから自分で勝手にしてよいグという態度や， d自分でよいと恩ろならそ
れでよしJ という態度カ守生えて，肉親同志・夫婦問 ・親類聞に緊張関係を巻き起し易
てなっている。このことは，国会社会にみられる伝統的な/lffi.かい人間感情の交流という
点からすると，問題であり，極端に走ると家族集団の分裂をきたす恐れすらある。とう
なると，とかく人聞の心の安住の場所を失う恐れが主主じ，分裂的な人間性を助長するこ
とになり，惑へ転落する一つのきっかけともなりかねない。
特に温かい人間的な結びきが冷却している点で目につくのは，町内等の地域集団内に
おける人間関係である。それぞれ職場がちがい， rぎった郷土がちがつ℃おり，家庭は単
に家族のみの安，闘斤となっている場合が多く，地域的な地縁・ 血縁的つながりも，歴史
的な共通感情も少ないοそのため dとなりは何をする人ぞP といった関係が強く，っきt
あいも少ない。 こうした無関心さから，いっそう d自分さえよければいムぢゃないか…
…u といろ構えが支配的となり，協同体制は何かにつけてとりにくくなっている。そし
て，お互に dっき<lbいは形式的表面的グで， '金が支配的かである。っきおいも金で解
決し，人聞の価値も金できめられるほどで，そのため盆暮の贈答も派手になっている。
冗費とわかっても 3 そうしないと競争場裡から脱落することになれ品物や金の高で相
手の繁昌を評価したわ家の信用をカバーしよ うとしている(全く d金グで物をいう人
身であり，金が物をいう社会である。)。従って，人間的感情による心のつながりは比較
的薄く ， ‘都合が悪ければ家主どた Lんで他に転住するのに何の未練も I~じない人Aが多
く，地域集団としてのまとまりに歴史性が稀務で，ブJが弱い。
このように歴史的感情を異にしたいろいろの人hが3 金を中心に職能的集団に強く結
ばれながら，たまたま同じ居住地にいるということで構成している地域集団では，発生
的にも田舎社会の地域集団とは全然異なり ，そのつながりは内部的には dその場かぎり
のご都会主義グ的な檎えで結ばれている場合が多い。
そして，これらいろいろの集団が上下左右に複雑にからみあっている都市社会は，中
心のわからないつかみどころのない 包括的な大集団ともいうことができるが，こうした
中に，人hは自分の存在さえつかめないような立場におかれ，これが人々の意識の分裂
を慈き起す原因ともなっている。 これを個人についていうならば，一人一人は大集団の
中の d点グのような存在でI f仰という'どとの馬の骨V かわからないという冷淡な取扱
いを受ける場合が多くなってくる。 これが，いわゆる監名的地位におかれるということ
で，この結果は，自制心のない者を不良化の道に追いやる危険性を生み，惑の混床とし
ての社会にもなりかねないことになる。現にこうlAと現象は，親の監視や社会の限の届
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かぬところで発生しており，悩みの在Eとなっている。
一方，滋しい生存競争の中での苦しい生活は，それの持つ後刻tさの故に人々をして当
面の目擦を失わせ，ために一部の人hを 自己逃L臨令な構えに押しゃれ "何とか自分だ
けでやっていこうグということで， d自分の伽;Jf上だ，自分の体を張ってきりぬけよ
ろグという生き方に立たせ7ている。 これが自分をはじめ家族に無理な労働を強いること
になれ生活の一切を切り詰めて，家業にしがみつく結果になる。 これは結果的に田舎
佐会に見られる構えと似た姿をとっている。特に婦人は家業と家事の二重の労働を余儀
なくされ，これが婦人の無自覚とからんで，その地位をいまだ低位においている。自分
を兄つめ考える余眼のない社会的要因が，婦人の教義を抑え，無自覚的にさせているが，
逆にこの無自覚がこうした社会的要因に拍車をかけ，その地伎を低めてもいると言うこ
と古Zできる。
つぎに，労資関係、で為るがp資本主義的経済機構においては，当然の結果として労資
の聞に利潤の分面所得をめぐって，何らかの対立がある。 これが:5IJ利的な自己本位ρ考
え方と結びついてp 職場における人間関係に階級的な緊張を生んでいる。労組の強力な
組織をもっところ，或は理解ある経営者のもとでは，合理的にこの解決に当っている
が，経営に苦しむ中小企業や，義理人情が古いま ιに残存して，これによる権力的秩序・
因襲的なしきたりで雇傭関係を結んでいるととろではp利潤の分闘が合理的に行われず
不安定な状態にある。，/下手まごつけば破産する一一失職するグパ就職難だからがまん
するグという追いつめられた条件のもとに，人間の自由 ・互の平等 ・労資の協同が歪お
られ，見失われ，権力・圧力の前にあきらめ，弱者の上におぐらをかいているといった
状態が都市社会には多く見られる。 これが冷却しかけている人間感捕の前に，人hを虚
無的な構えにさえ追いやっている場合がある。
以上，社会的生活行動態度における主なる問題的なものであるが，これから要約しえ
問題的な生活の構えを重点的に摘出すると，つぎのよ うなものが都市社会に一般的に見
られるものとしでおげられよう。
グ自分さえよければ……ρ という。俺は俺。式た，自己本位な構え(また
は最無的た構え)
-自己利害に関するもの以外は， 匂民国せすお話ゲといった左いった非協調的
主主構え
・金銭で人聞の価値を決定したり，人間関係を保持しようとする冷たい形式
的君主構え
・大き友複雑た集団関係の中に埋没して同棋を見失い，ょうやくその揚をつ
〈ろって世を渡るといった，その場かさ、りのご者1¥合主義的友構え
グ何とかやり〈りさえつけばよい『というととでP 無理にうじつまを合わ
せている自己逃避的乃至あきらめ的態度
・文化的生活行動態度の商においてけ，激しい競争の中にもまれている人Aが， 一時的
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に開放され，疲れ切った心身を混くいたわるという慰め方よ りもp 抑えていたものを一
度に吐き出すといった剥那的事楽に活絡を見出したり， 或~t:知性的に低い卑俗な叉化の
中に慰めを求めようとしている姿を多くみる。これは，価値的に高い文化の追求より p
一時的な心身の享識を求める都市の構えで為り，滋しい競争の中でゆとりが失っている
人hの姿であろう。しかも，もうけ主義による消費支化はp 生産的生活困より当然肯定
されるこ主であって， これがますます都市人の生活に食い入h 少しく らいの東灘では
満足されないほど縦席されている。 もちろんp これは綾雑な社会の中モ自己の目標を見
失ったれまたは応接に疲れ切って， 選択の目を失ったり，そのひまが見つけだせない
でいる多くの人々のおもむく傾向であろうが，とにかく 問題として注目しなければなら
ないことであろう。
一方，流行を追う者官会人の心理状態はp その多面的な流伯.(j文化や，マス・コξ ユニ
ケーシヨヅの氾濫で統ーを欠い十J沼地¥)tJ:面さえ見られ， これが数多くの文化活動を生
みながら， 総統一治手ド協讃的にさせている。 それがまた応接にいとまない人hを混乱に
おとしいれている。 またp量齢、な入院生活創造への欲求が，滋しい生存競争の犠牲にな
っている都会人は，この欲求の充足を子供に求める。この dせめて子供だけは…グと
いう親の悲願は，逆に子供の私物化的傾向を生み，自由を抑えた滋しい撲や，能力以上
の期待，d.>るいは盲愛となり， 菅少年不良化へのきrっかけをつくる構えになっている場
合が見られる。
こ与で見られる問題的な生活の構えは， 生産的 ・社会的行動によ4られる秘えと重複し
てくる場合カ惨い。 特に文化的行動函から 言われるもののみを挙げれば，つぎのよろな
ものが考えられよろ。
・疲労や刺戟過多の結果生れている統一性ん至根気の友い気移り的君主構え
.もうけ主義に基く文化価値を軽視した稽諜宣伝の構え
. Ii慢栄や過剰た願望に基く子供の私物化的構えと，とれと全く逆た忙しさか
らの無関心友放任の構え
回以上の問題的な生活の構えを変革していくためには， つぎのよ うな 「重点的ねらい」
が考えられよう。
1. 生産活動の社会的職分を自覚し正しい3 経済的知見と技術を獲得して，真
の利潤を見つめて公正にその職分をつ〈す。
2.近代的危広い視野と当面の問題を積極的に打解しようとする意欲を育て2
企業経済を合理的 ・組織的にもりbげ，安定した生活を実現するために，
打算を排して協調的に行動する。
3.常に自分を見つめ，時流(tL流さたいように，冷静で批判的友態度を養ぃ，
均衡のとれた合理的な生活をめざして主体的に行動する。
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4.絶えや目先のととに心をま草われて，人間性を見失うととのたい労働を萎う
ζとにつとめ，合理的でしかも底に人間的な温い心の通った労働のあり方
や仕組みの確立をどはかる。
5.自他の真の幸福を調和し， 共-k!'L発展するととを願う協調的君主態度を育
て，豊かな人間性にみちた相互扶助の人間関係の確立につとめる。
6. 1官に広い全体的な視野から自己をみつめ，社会をとらえるととのできる知
性を恭ぃ，共通の問題に対する関心を深め，進んで共同生活に参加し，責
任ある行動をする。
7.新しい民主的な人間関係を自覚し，その実現を目指して，進んで時代には
守れた因習 ・しきたりや，不当の権力を排し，絶えや自主的 ・建設的に行
部jするc
8.?古!'L1拐を通し統一的1I.考えで価値を求める教義ある態度を身につけ，安定
した調和的な知性高い文化生活の実現につとめる。
9.健全で価値高い文化の創造に目ざめ，徒らなもうけ主義にかられた商業的
定E宣伝を自制する。
10.豊か友文化創造への意欲を培ぃ，余暇の正しい利用や次代への期待を考慮
し， .健康友文化生活の建設につとめる。
註 :ー 「重点的ねらい」の表現形式については， いろいろの形式が考えれるであろ
う。われわれは，先ずどろいろ入閣を形成しようとするかという指向方向を考え
て，そのためにはどういう内符を具備する必要があるかの具体的なものを示そう
とした。そこで 「…・ のような内容をそなえることによって…… のよろなことの
で含る入閣をつくる」という形式でねらいの具体性を考慮した。
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3.5 現場で活用する実施方建とその留意点
3.5.1. 活用のための基本態度
最後に，との調査で示したよう左手法でとらえた ρ地域教育計画樹オーのため
の重点的なねらい"を，それぞれの地域の学校教育や社会教育に活用する場合
の実施方途ムその留意点についてわれわれの立場を明らかにしておきたい0
9重点的なねらいゲをEのように活用するかはp それが地域教育に対してどの
ような機能を果すものであるかの吟味によって導かれる。 そしてその機能は，
地域教育のあり方に対する態度と， か重点的君主ねらい。がもっている性格とに
よって規定される。 ζのことについては，既にく1.4>やく3.4>で詳述した
のであるが，ととでもいま一度要約して述べるとととする。
(1)地域教育のあり方
地域教育は。一部のものによって支配されるようた国家。の発展に寄与ナる
単友る手段方法としてでもたし またせまい視野にとじともって地域の発展
(地域人の幸福〉のみを意図する孤立的・閉鎖的・自己中心的たものであって
も友らえEい。それは，すべての地域の発展，すべての人kの幸福が実現すると
とによってF その進展カt招来されるよう主主意味における閏民全体社会の ・ー
構造的分節としてとらえられるべきである。目ざす官上は一つでるりたがら，
そζに到達する道もそのたどり方にも種k相があるというよう主主意味におい
て，各地域の特殊性，具体相があると湾えたければ友るまい。地域の具体相を
とらえ友いで頂とのみを望むところには，おそらく道さえも見出せや，右往左
往するだけであろう。すたわち抽象された人間像を画きp 眼前の人k を知ら放
いならば3 モの人間像はまぼろしにすぎや，その笑現は到底おぼつか方、い。
われわれは地域教育のあり方に対する基本態度をこのようにすえているので
ある。
2 fI地域教育計画樹立のための重点なねらいグの性格
私たちがとらえた ρ重点的たねらいひは，地域人の生活行動態度に見られる
人格のゆがみに視点をすえ，その深層構造として考えられる生活態度(比較的
せまい意味でとらえた人絡=性絡的なもの〕の商でとらえたものである。
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したがって，とのねらいの特質は比較的せまい意味での人格， しかもそのゆ
がみに着目してものをいっているのでbって，地域人の身体的 ・精神的危人格
構造会商にわたb，または必要貫工知識・態度・技能のすべてについて，洗い出
したとで打出しているものではたい。
とのよう念特質をもったか重点的たねらいυは，地域教育κおけるすべての
教育内容を導き得る基準となる目標ではた〈て，いわば地域人の問題的念行動
態度を改造しようと意図する教師や指導者，または自らを教育しようとする地
域の人Aが自覚し，靖国し友ければならない基本的訟指向点である。それはま
た，地域にゐける問題行動態度に対する教育観を具体的に示したものであると
いえよう。したがって，とのねらいは学校教育に限るものではたく，社会教育
をも含めた地域全般の教育機能に作用するものであるともいえるのでbる。
われわれは，以上のよう友性格上の特質に関して誤解されるととを避けるた
め，敢えて目標やという表現は佼わたかったととは前述の通りである。 .
(3) "重点的なねらいゲの地域教育に対する機能
以上のよう君主地域教育に対する考え方や，重点的危ねらいの性格上の特質か
ら，地域教育に活用する際の機能が帰結される。
まや断って冶きたいことは，われわれが示したか重点的なねらい'は，教台
計阿の企商にわたってその胃標や内容を，すべて引出すためのものでは訟いと
いうととである。
先κも述ペたように，との。重点的友ねらいグは，身体的 ・精神的または知
識・態度 ・技能の全商にわたって地域人をみているのではない。したがって教
育基本法・学校教育法・社会教育法 ・学習指導要領等で示されている教育の目
的や目標を地域という特殊でしかも具体の場で，全部構造的にとらえなおした
ものでも怠ければ，示されている教育の目的や目棋を同じ質において一つ一つ
分析したものでもたい。
そζで，ζの。重点的方、ねらい勾から各教科の目標や内容，社会教育のそれ
ぞれの分野の内容が分析的にとり山されるのでは友いし，そのようた機能をも
たせて活用しようとするならば7 恐らく失敗に終るであろう。
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グ箆点的1.rねらい"の地域教育計画樹立に対する第一の機能は，教育蒸本
法 ・学校教育法・社会教育法 ・学習指導要領等に示されている教育の目的 ・目
標・内容・方法主与を地域に即して理解する?とめに，問題的生活行動態度の改造
という観点から呆す側面的たはたらきである。
国家が基準として示したものは，その表明された文字面だけでは一般的抽象
的たもので②る。問題は日本人の生活実態をどのように認識し1 さらに各地域
毎の特殊相をどのようにとらえるかであり，とのととにより国家基準として示
さ令れたものは具体性をもち，実践的1J.目標としての迫力をもってとる。学校教
育にしろ社会教育にしろ，モの計画を立てようとするならば3 国が示している
目的や目標治よぴ内容がそれぞれの地域においてはp 具体的にどんな事実の向
上を目ざしているのかについて理解し友ければならない。 ρ重点的なねらい々
は，乙のようお:場合に地域的な一つの(問題的行動態度=人格のゆがみ=を改
造するという視点からの)より Eとろを示すものである。す友わち， f重点的
なねらい々は，教育の一般目標にとってかわるものではな<， 一般的友目標や
内容を地域的に理解するための側面的た視点としての機能を果すものといえ
よう。
第二It:挙げられるものとして，とのゲ重点的忽ねらいかは，モれぞれの地域
のどんた生活事実をどのようなねらいで計画にとり入れ2 教育笑践の場でどの
ように生かすかのよりどころを示しているといえよう。またp 他地域の生活事
実を教育内容にもりとむ場合の地域的友必要を示す角度としても 2 利用される
でるろう。との点l会第ーに挙げた機能と相関連し，表裏の関係においてみられ
るものであるととは当然である。もちろん，具体的た計箇の段階では児童，生
徒や，地域人に関する発達的な観点をすえなければならないカむととでいって
いる η重点的危ねらい1 は3 発達段階的危操作をする以前jの地域的危必要に基
〈指向点を挙げているのである乙とに留意しておきたい。
とζろで第ーと第二の機能は別kのものではたく，相関連しるい， 一体とし
て作用させたければたらた、いものであって， とのようにしてはじめて3 地域の
教育計画を問題的生活行動態動の改造という観点から具体化するととができる
であろう。ま?と3 とのような機能を十全に発揮させようとするならば，単に学
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校教育だけで友<，社会教育を含め，巨視的た視野から企画される村づくりの
一環として統一的綜合的に計画され，実践されるととが望ましい。そのようた
方向に各地域が活動するととをど期待するものである。
学校教育における活用
学校教育計画の現状
とのようた機能をもっている。重点的放ねらいかを学校教育計画を立てる際
3.5.2. 
???
にi=のように活用したらよいか，つぎに活用の実施方途について大まか君主構想
とのようた構想を述ペる前提として，現に作成さを述ぺてみたい。 しかし，
それが地域性をどのようた形態をとり，れ，実施されている学校教育計画が，
どのよ うに取入れているかについて，若干の展望を試みておくととが必要と思
われる。
現在作成されている学校毅育計画の形態を大まかに見ると，つぎのように類
別できる。
それに従って各領域カリキユラム構造をもち3学校独自の目標領域と，① 
の目標 ・内容 ・学習指導計画を用意しているもの
学習指導要領の一般目標 ・教科目標・学年目標 ・指導内容等に準拠した② 
がら，具体的た学習指導計画を用意しているもの
さらに努力目標とか強調目標 ・重点目標(とれを学校目標といその上，③ 
っているととろもある〕といったものをとらえ，教育計画の作成や実際指
導に当って，側面的'fd._機能を発揮させようと意図しているもの
各学校が， 上記のいやれの形態をとっているにせよ，自校の教育計画の中に
地域の特殊性 ・具体性を正しくとりともうと努力し，工夫しているととは事実
よりよく地域またJL派主主成果を挙げているととろも多い。しかし，であるし，
とれらの形態について，検討を加えるたらば，
つぎのととがらに留意するととが必要とたろう。
第ーに，①と②の形態について検討してみよう。 Eちらが地域性をより正し
性を生かそうという立場から，
どち
らともいえたいととである。す放わち3 ①が②に〈らべてより地按l生を考慮し
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〈とり入れてあるかは，それぞれの計画や笑践をより細かにみえ足ければ，
てあ1るとは単純tというととはできたいのでbるo 1i..ぜならば，目標領域やカリ
キユラムの構造は，地域の特殊性のみがとれ乞決定するものでは友く，必要た
経験を潰れなくとらえ，しかもそれを正しくカリキユラムに乗せてい〈という
ととに対する，巨視的で一般的放教育観の相違によるものだからである。理念
的に考えられ，机上の操作で作成された①の矧型に属する計画は，学習指導要
領の内容を地域的な観点から十分間旦しゃくして理解した上で作られた計画に
劣るといえるであろう。地域性を正し〈と り入れてあるかどうかというとと
は，単にカリキユラムの型によるものでは放し具体的友指導内容や学習指導
計画に地域性がeのように生かされているかの問題として見られたければカ:ら
ゑぃ。①でるろうと②であろうと，地域性を生かせるは?であって，それは各
段階の目標把握の背景!'L，その目標が内包する地域の生活事実がEれだけ見通
されているかの評価によ り，さらに見通された生活事実が，実際の学習活動系
列の中でEのように生かされているかの判定によって決定されるべきものでる
る。
第二に留意しておきたいととは，③に挙げたような目標は，①②の学校計画
でとられられているような意味の目標ではなし教育計画の頂点に位置して計
画にとり入れる金内容がととから分析的に導き出されるよう訟はたらきをつも
のではない。それは教育活動全面に亙って，同槙(強調目標，努力目標等)に
示されている観点から側両的に照射し，その観点からの地域イじをはかろうとす
るものである。したがって，ととでの問題もその目標を挙げた根拠に関する教
師の認識度合にかかつてくる。目標の根抱としては，その地域の人kの人格特
性や，行動上の問題点に着目したり，見産 ・生徒の人格の欠陥を見出し?とり，
その学校のカ Pキユラム評価の結果としてとらえられたりしているし目標の
観点としては，人格特性のある面を強調したり，Q;る生活領域に努力点を見出
したり，い〈つかの能力を重点的にあげたり，さまざ恥ま友とらえ方が見られ
る。とれらは池誠環境の実態怒り，児童・生徒の具体性をEんな角度からどん
た見方で;把握しようとしているかによって，いろいろ異った性格をもったもの
が挙げられていると考えられるのでbる。いやれにせよ，とらえられた目標の
背景となる根拠がはっきり見通されており，その故に実践的ti迫力をもったも
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ので充足い限札所謂，単なるお題目であり，シンボFレにすぎたいといえよう。
また，その根拠がはっきりしたいまま，とのよう友目標の実現をるせるたら
ば，往k強制的訓練と怒り，その目械を必要とした根拠とは逆行するようた結
果を招来しやすい ζとを警戒しお:ければたるーまい。
(2)重点的なねらいの活用
私たちが設定したか地域教育計画樹立のための露点的たねらい。は，県下の
諸:地域を大きく三つの類型に分け，それぞれの地域における人々の問題的行動
態度比着目しその改造を意図してとらえられたものぢあり，とのようた視点
から教育を地域化 しようとするものである。したがって，先にも述べたようた
側面的た機能をもち，その限りにおいては。(1)学校教育計画の現状。の節で挙げ
ている③の性格に近いものでるる。ただとの重点的君主ねらいは，直接ある特定
の学校や地域を対象としているものでは君主したとえば悶舎社会という類型に
見られる通有性からとらえているもので通うるとと，また，ある特定の学校段階
のためのものでは放く ，地域のあらゆる教育活動に対して総合的にはたらくも
のであるととに留意してほしいのである。だから，ととであげてるる重点的充足
早今ヤ写3F.Cま.ま六，争予特5E_0)芋校や地域の闘標として利用するととは，ゎ
れわれの本意では怒し特定の学校や地域でその地域の笑態と教育のねらいを
とらえようとするときの一つの視点として利用してほしいと思うのである。
つぎにその活用の方途について，笑際例により概観し3 参者ーに供したいと思
う。
。学習指導要領の一般目標や教科の目標等を地域的に理解するために
役立てる。
学習指導要領一般篇に示されている家庭及び社会生活の側商からるげられた
目標の中にル絶え守、家庭および社会の生活を能率的に営tf<ふうをして，日増
しに生活を向上発展させるととができるように友るグという項目がある。ζの
項目の中で特に家庭生活に闘すtる音t~läîを ， 同舎社会で共通に見られる問題的危
生活の得え，ならびにそれにもとづ〈霊点的たねらいから側面的にみて理解す
るならば，たとえばつぎのようにとらえられるでるろう。
ます、回舎社会における「家庭生活の能率化を工夫しようJとする君主らば，どん
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tJ.点が非能率であるか，そのために向上発展させたければならゑい生活の事実
にはどん放ととがあるか等にヲいて一十分な認識をもた友ければならたい。その
ために，除問舎社会の重点的危ねらいにあげたつ宮の各項が主要な視点とたるQ
作よ主主lそのあり方に対して，常に批判的 ・建設的に処する態度を養ぃ，自己の
生業に適合した合理的・調和的た衣食住の様式を，自信をもって実現すると
とに努める。 ρ
万人間性I'C.立脚した労働観と社会的知見をもって，絶えや効率的で合理的危
労働のbり方を考え，実現する。 ρ
。新しい科学的知識・技術を身につけ，常にいままでのあり方を反省し，よ
りよいものを産み山す態度で仕事に当る。 H
とのようなねらいは，すとた主としてつぎの問題的た構えの改善をねらってい
るといえよう。
万自己の設にとじともり，感と経験で生活を処理しようとする構え。
ρ家業のための労働一辺倒た:非合理・無計画た構え。
グもし失敗したらという不安と恐れを先に立てて，新しいものに対する警戒
的 ・消極的fJ:構えゲ
また，とれらの構えをとらえ，"}と背景にたる問題的行動態度としては，たとえ
ばっき1のいろいろ友生活の事実があげbれる。
。形式的表面的友生活改普
。食生活における栄養のアンパランス
。生滑に直結せや，模倣的で無駄の多い衣生活
。冠婚葬祭等における冗費の支出
。医療をできるだけ避けたがる傾向
。無頓着な環境衛生
。!日米の慣習通りおとなわれる育児
。とれ秩・漁獲期をbてにしすぎるととにもとづ〈借金の習慣
。年間収支計画への無関心
。主人の財布に頼る主婦の未熟な経理能力
。都市文化の流入による消費の無計画的な増大
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。家族労働の適正配分に対する無計画性
。婦女子の体力管理と過重労働との不調和.
什動くととが優先して，日常の休養や娯楽が出悪視される傾向
。乎聞はただだとして，労働力を軽視する態度
。営点と体をはって働〈のがよいのだという労働観 等
以上のように，田舎社会における|問題的な生活事実を背景にもち，それらを
改苦しようという意図をもって，先に言うげた一般目慨における。家庭生活の能
不化V をみる君主らば，この目標の示ナ方向と内容が，身近かた事実として迫力
をもち，どんなととをどのようにとり上げるととが，目標を実現するため，そ
の地域として重要友ととであるかを理解できるのである。
以上は，一般目標のある事項を地域の実情に即して理解する場合の一例を示
したものであるがs もちろん上記グ家庭並びに社会生活の能率イげ の項にてつい
て単独でその実現をはかろうとするのでは放く，他の各側面のいろいろ君主目標
と密接に結びあい，関連しあって，はじめて十全化達成できるものでるるとと
はいうまでも友ぃ。また，国会社会の重点的なねらいについても，先に挙げた
三つのものが他のいろいろえEねらいや構えとったがりるい3 互いに因とたり果
とたっているととを承如の上で，一般目慨に関する理解の例をlI!点的に挙げて
みたのであるの
また，小学校社会科の目標2にあげてある「家庭 ・学校 ・市町村・国モの他
いろいろ君主社会集団につき，集団内における人と人との相互関係や，集団と個
人・集団と集団との関係について理解させ，集団生活への適応とその改善に役
だっ態度や能力， 危らびに間際協調の精神友Eを養う。」 同じく現存!の回棋2
1'Libげてるる時ト学的合理的なしか?とも 日常生活の責任や仕事を処理すると
とができる」たEについても，先の一般目標の場合と同様友操作で地域的具体
的危理解をはかるととができょう。
しかしながら，学習指導要領の各段階 ・各領域κおけるすべての目標や内容
についてP 上述したよう友方式で理解するととがてアきるかというと 3 必ヂしも
そうではたい。たとえば，小学校理科の自棋 1r自然、の環境について興味を仏
ろげる。J 同じく 5の「自然の美しさや調和や思恵を知るJ また，小学校国語
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のよむ ・かく ・は放す ・きえ ・作るの各領域に挙げてある目標，音楽教育の一
般目標4の「学習経験を豊かにするために必要友音楽に関する知識を得させ
る」同じ<7の「音楽という世界共通語を通して，他の国Arc.対するいっそう
よい理解を深めるJ等の目標については，直接とれらの目標を具体的に理解す
る視点としては，はたらかない。このととは先に述ぺたク重点的たね忌ぃケポ
~)っている性格や機能にもとづくものである。ただし間接的には， その地域の
生活事実や人kの構え方に基いて，内容・方法に具体化するととはできるであ
ろうし，そうした考え方で，とれらの目標をもう一度度見なおすととは必要で
あろう。乙のととはつをやのととに関係してくる。
。学習指導計画にどんな素材をどのようにとり己むかを工夫する場合
の手がかりとLて役立てる。
学習指導要領の地域的君主視点からの理解は，裏返えせば具体的た学習指導計
画にと りとむ素材や3 そのねらいを選択するために役立てる ζとに通やる。てつ
~'t'L田舎社会における一つのねらいについて， 主I-'VØ1Jを挙げてみよう。
回会社会のE点的放ねらいの一つに。新しい科学知識技術を身につけ，常に
今までのあり方を反省し3 よりよいものを産み問す態度で仕事に当るH という
項目がすえてるる。とのねらいを活用する事例を挙げる前t'L， ζのねら，いがE
んな内容をもっているかを若干説明してみたい。
ζのねらいが直接関ざしているものは，家事と生産活動が未分化友状態にあ
る田舎社会の生産方式の中I'L.，もっと科学的な知識技術を導入して，生産能率を
高めるための資質を暴いたいというととである。農業経営にしろ漁業経営忙し
ろ，をとには伝統的な感や経験に頼り，それをまちがいたいものとする，低い
能率の農法や漁法の残存を数多く見出すととができる。 εん君主農漁法が低能率
非合理であるかを賢〈判断し，よりよい方法を積極的にとり入れる態度や能力
が要請される。とのねらいは，以上のような事態に立ち向かう田舎社会の人k の
るり方を示すものであり， とのよう私角度から，地域の発展や人kの幸福を実
現しようとするものである。乙のようた科学的な態度はまた，いやれの地域に
も要請される態度であり，日本の発展をもたらす人kの資質でもる。と とろが
また，とのようた田舎社会の人kの向上をほぼんでいるいろいろた要因が複雑
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に結びるっているととが指摘される。たとえば，桓先伝来の資産を守るととが
大切だとして，もし失敗したらという恐れが先に立ち，新しいものに対して常
に警戒的消極的に立ち向かう構え方，営k と休をはってはたらくのがよいのだ
という家業一辺倒的友非合理無計画た構え，脅からやってきたととを守ってい
ればまちがいないという，自己の殻に閉じともり，カンと経験で生活を処理し
ようとする構え3逆にまた3自分だけとっそりうまいにとをしようとする，自己
中心的友利己性に見られる視野のせきとい消極的な自己保存の構えたどである。
ζれbの問題的な構えのより具体的友るらわれである生活事実の種A相は，先
にあげてある。問題的た構えゲの項の説明や， "地域社会にみられる問題的た
仕組1 I1地域の人々に見られる問題的友人格の様相ー'の項の問題内容例を参照
すれば，多〈の事実がとらえられるであろう。
科学的放知識技術を生産活動に導入しようとするねらいは，とのようた内容
をもつものでbって，とれを達成しようとするときに，単κ生産K必要な新し
い知識技術を伝達するというととだけではその実現は不可能でるり，勇気をも
って新しい知識技術を活用して生産活動に笑績を挙げるととと，それに関連し
たがら，そのととをど阻害しているいろいろ友背景に友っている生活事実に対す
る配慮が必要と放ってくるのである。
以ヒのようにねらいの内容を考えた上で，学校教育の各領域に活用しようと
するたらば，たとえばつぎのようた学習材のとり上げ方が予想されるであろう。
社会科では
。地域の生産技術がどのようえE発展段階のものであるかについて， 歴史的友
展望をしたり，他地域と出較したりするとと。
。地域に現在おζ1;..われている農法や漁法の中で，どんゑ低能率や非合理が
あるかについて考察する乙と。
。生産技術の向上がはばまれている諸要盟について目を開き 3 その要因の改.
普κ対する意欲をともち，改善方途についてγー.夫する ζと。
理科や職業科では
。科学的た態度をもって新しい生産に必要た知識や技術を習得するとと。
。学校良園その他の生産的危経営活動をとり入れ，その中でより科学的な方
法をとり入れようとする態度と，それに必要た知識技能を習得するとと。
算数，数学では
。その地域でおとえにわれている農法や漁法に関連して，低生産の事実を数量
的に判断する経験をとり入れるとと。
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放どが考えられる。
また，上記tのような直接の内容としてとりとむととではゑくとも，学校t写3忌
ける学習生活全般にわたり，惰性的君主すごし方をするととでは怒く，常にいま
までのやり方を反省し， より科学的合理的なものを求めようとする創造的君主態
度を啓培するよう，教師の不断の工夫が要請される。即ち，とのようた創造的
た態度を形成するととの必要が，単に人間形成の一般的なあり方としてだけで
はたし その地域の問題的私生活の事実を背景として2 児童生徒に対する教師
の構えがすわるならば，その教育作用はより具体性をもち，迫力をもっておと
たわれるであろう。
以上，一つの軍点的'!I.ねらいをとり上げて3 それを学校教育計調樹立のため
にどのように活用lするかの方途を事例的托述べたのであるが， ととで述べ?とと
とは， 発達段階的危考慮を払い， その点からの具体化をおとなって挙げたの
ではないo<Dる学年的危段階でεのよう君主内容を， Eの程度でEんたとり上げ
方をするか，すたわ，小学校低学年から，中 ・ー高校K至るまで，どん友経験系
列を構成して学習指導計画を作り実際指導に当るかは，それぞれの地域の児童
生徒の発達系列κ応じて工夫されるべきである。われわれがとらえた重点的た
ねらいやその内容は，直接学年的'!I.配列のととにはふれていたいととに留意し
た上で，地域の問題的行動態度を全体的(大人も ζどもも含めた地域人全体)
にとらえる視点として利用してもらいたいのである。
また，ととで挙げた活用の方式と事例は，一つの例であり，その活用のしか
た比は工夫すればまだほかの道があるであろう。 しかもそれぞれの車点的なね
らいや，活用しようとする教育活動の質により，直接間接さまざまなつながり
をもつものである。
要は， ζの重点的なねらいの性格上の特質と，モれに基く機能に応じて効果
的友活用法をそれぞれの現場で考究されるととを期待するもので喜うる。
つま陀掲げる社会科の単元計画，並びに学習指導案は，都市周辺農村のモデ
ルケースとして， その地区の先生方と共同で調査した新潟市坂井輸地区の実態
にもとづいて坂井輪中学で作成したものである。重点的なねらいやその内容を
綜合的に社会の計画の中で活用した例として参考に供したいと思う。
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単 I ..r~ ~ il. ..，. .-ro. ....，~ _".，._，. r.._'¥. ，予時 |
主| 経済生活の改善(中一) . 1':': 1 38 Jul 一 |定問 |
目 |。強流通，消費など官事問題の基本的な現象について理解すると共に， 時
の経済生活を昔til創的に営む様な実践的人聞を育成し，よりよい農村の経済生活
を営もうとする意欲と能力を養う。
模 I0日本経済の現状ゃ，その国際的な比絞などを通じて，われわれの経済生活を改
善ずる方向に進んで行くよう，その態度 ・能力を養う。
，経済に関する基礎的知識を経済領援の中から具体的に把援させて行き，経済生活
問ト般に関す基本的問題を一応理解さも改めて経務生活の駐化について再認識
題|させる。続いて，個々の経済生活の某体的な分野にその経済的知識を応凋させ
の |て，実践的問題を研究，実践さぜ，地域人として新たな農村経済の背負手となる
系!ように指導したい。最後に，日本の経済状況及び生活水準を諸外国との比較対照
列 lの中で総合的に把握理解し，日本経済の今後の課題として横たわるいくつかの間
閣について充冴認識させ1て行きたい。
学習の流れ | 学習の内容|
?????????
?
?
????????
学習領域の概録
。農村桂務につい
て
生産及び経費
話し合い
。原始社会，古代
社会の経済生活
単元の見通しと研究
計画
後家の生産物はどの
様に生態され，販売
されているか
一研究発表ー !貨幣の歴史銀行見|。流遜に対する理解 l
。経済生活と貨幣|学 |。弾カ性おる経済自号|。貨幣について 1 1 1I 
の変遷 |貨幣の役割価回|適応力 |の図
話し合い |び交換
一研究発表一
。物の生産はどの
様に行われてい
る治主
一研究発表一
。農村桂済はどの
ようにちごいて
いる'lJミ
??
?????
? ??????
???????
?
??
????????
、
? ? ???? ??
????????????
???? ? ?? ? ?
?
???
??
??
?????
? ? ???
? ?
?
?、?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ? ?
?援の問題点|留意点閣議
。合理的な生態様式|。新聞 ・雑誌等II全
を自らの力で開拓|の経済側の切
していく積極的意| りぬき
欲を培う | 
!用ライドの利II分
。郷土の市場
。郷土の生産物14i.分
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。機械カと入力によ
る労働力の蓋に対
する理解
。農薬に関するま雨後
。病虫害駆除の技能
と経験を話してみ
る
。科学技術と生産力
に対する関連理解|。公企業のねらII金
。多角経営の方式に|い公益の重要 18
関する知識 | 性 1 1分
。作業協同化の利害10信用取引と各
停失についての認|個人の責任感
雌
10信用ある屈の
。経営規康之労働力|諸条件
と@関係について い統計，資料の
理解する |集収
学習の流れ | 学習の内容 |地域の閉館点 |留意点 |簡lfi
信用経済の状況
。広らし生，く経産産業生済活社的会視を野見の勤透か
。物の価格につい 自由{直路公定価絡
。消理化費生活の合
て 米価について 向に廷しくのって 全
様々な価格 需要と供給の法則 行ける計箇性を養 8 
物価の変動
う 分
卸構価成格 小売価格の
一研究発表ー 。協の意同組義合利用
i1貿る物にはを上手にす1季格変節変動動，断苛と価 。経おす済的方変法動をみとの理解
総合的話し合い エ:/7レ・デフレの 。計と技画能的消を養費のう観念
問題
。合理的すな消費生 生産費引下げの問題 。農を業らげ研究る会方法の突の績盟活をるには
家計はどうな 消費生活の青1-商性 解と工夫
っているか 節約とりんじよく 。題農つ業意点義協の認同の王識組盤解合のと問も
協同組合につ 農業協同組合の仕事
いて 生活協同組合 。都量市とのの需闘係要のと生理産解一研究発表ー
， l消化費に生つ活いての合理I幾な村消費に生お活ける合理的について 16 
，の総合的話し合い
全
貨幣の流れ
。経のら様済れ生なる活循か環にはど
。蓄国民の所意得義， 貯
分
。経解区別営と経費の巡必と生要能計性力費の理の
家メ口当、庭る経済の場 収入と支(出調の査問研題究)
。年学的内労究働明配分の科国~民経済の場 農と家消費にみられる生産
ヶ研究発表ー 消問題費 ・貯蓄・租税の 。生の産関係・流の通理解・消費
戦は後ど国う変民のくらし
って来?と 笑賃国民所得の問額 4 全
IJ> 農家のくらし 。三合理重生の理活様解式の不 分
話し合い 国民所与と農業所得
。日本の経済水準 農家経務都市経済 。永業続の工性夫ある冬期副
準国民の生活水 外国との比較
。生起め活る水意準欲をの喚高 8 会
日本経済の現
産日本業構の貿成易 臼木の 。健生と活全弾力なの適性る農応あ村る帝生王活済
況 生活水準の問題
一研究発表一 国民所得と賃金
国上民げ生は活ど水う準したの引ら
総合テス ト
自給率の題問
よい〉台、 . 
総合的話し合い
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。経済上の知識をどの程度理解しずこか
。合理的な経済生活の態度が表現されているか
。口本の経済に対しても国際経済の場合にあつも常に問題を持てるようになって
L、るヵ、
， 
三年 社 会科学習指導案
主J尚~I 経済生活の改善 (34時間)本時題自 合滋的な消費生活~ (ー4時2時間取)扱ー~
本時の目標
。日常消費よ生活をお〈るに際し，常に合理的な消費生活を考え，進んで生活に課題
をもつ うになる。
。農る。協の怠義とその役割を認議すると共に， 合理的な農業経済のあり方を理解す
。本時学習を通して共同精神及び建設的諸・態度等を体得さぜる。
本時の準備
。教師の準備 。信用用-借りの内突について決民との対談を計画しておく。テープ利
。後民の労働配分図表作成
。生徒の準備研究班は研究発表の務準備をしておく。
。幾業手形日本の状部資桝作成・
。地区農協信用事業の働きの図
。農業金融の季節的変動図
本時の展開
学 習 の 流 オも
教 師 の 活動| 生 徒 の 活 動 | 留一 空一 点
。本時学習の引出し |農業協同組合の活動について |
協消費の役生活割の合理化と農
研究 発表 。畿解協の意義の理
。農業協同組合の目的一定款の翻居
農協の仕事 。発方表態度，話し
。実④販際売事業の内容と地区長協活動の
。ノ ートを整担し
。突⑧購際苑蔀業の内容と地区農協活動の ているか
@，⑧から考れられる地区操協活動ょの問題点 。机朋巡視
。販売事業不猿の原因発問。阪売事業 。i訴協と協に対同すの精る理神
。購買事業不振の原因 1.税見金込後齢払、の対問題す r農ヲ家磁の力
2. に る不信一
-174-
o~蒋貿m業
1.栄者側絡と組合価格
サーピスの間同-，JW買事業
2.設業手形の進出一一一一|の不振
。@信用事業の内容と地区渋協の活動
。オーバーロシの問題
。再生産資金とし
ての役割
。借入の笑際内容(テーフ噺j用) 10グラフ資料の理
@+⑧+⑥から考邸時協の活閣と農民の消鑓草笛璽品 川
。後民の労働臨分の状況と 。農民の労働配分に対する潜腺…長閑|。生活改善の必要
農協の働きかけ一一発問 利用の問題 (農協事業)' --'1性
。生活協同組合にまでの発展 |。経済用駒郡
購買事業の活濃化(購買事業)I 
。組合に対する協向精神の問題
(次の伊習の指示)
。農協の意義を理解しているか。 テスト予定
。オー パーロシの現象はどんなとき出るのか。 テスト予定
。農家の金融の季節的変動はどろなっているか。
3ふ3.社会数育
「新しい科学的知識 ・技術を身につけ，つねに今までのるり方を反省し，よ
りよいものをうみ出す態度で仕事にあたる」というねらいを例にとって3 社会
教育でどのように具体的にいかすかを述べてみたい。とのfr-li題についての根本
態度はとの章のはじめに述ぺ?ととと，および学校教育のととろで述べたととと
少しも変るものでは私いが，社会教育の対象は非常rc.Lムろいので，その対象に
ょっIて「ねらい」をと実現する方法が具怒るわけである。
寸主に社会教育の対象は， ω幼児， (め勤労青少年，ゆ婦人， ~偶人(ある場 守
合には，と〈にとの中でつき舎のものをとりまうげるo(イ)両親， (ロ)勤労者)の四つ
にわけられる。ととでは， (2)の勤労背少年と， ~ωの成人教育をとりあげて，上
の問棋をどのように実現したらよいかを述べてみたいo とのこつが，上の目棋
とー呑深い関係があると思われるからである。
(1) 動労青少年教育
8て， i新しい科学的知識 ・技術を身につけ，つねに今までのる り方を反省
し，よりよいものをうみ出す態度で仕事にあたる」というねらいを，勤労青少
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年教育でt:'のように実現したらよいであろうかo いうまでもたしととでいう
「新しい科学的知識 ・技術」とは，生産についての科学的知識でるり;新しい
生産技術である。とのよ 5放知識や技術の獲得が，彼らの人格の発遣に必要不
可欠のものでるることはいうまでもなしまた，とのようた知識や技術の獲得
が，地域および国民全体社会の発展のために強く要請されるものでるることも
いうまでもない。このようた知識や技術が，今日の木県と〈に回会社会の勤労
青少年に全〈ないというわけでは友いが，それは極めて弓涜分でるると断定し
てあやまりではない。しかし，このととは仏とり勤労青少年だけの罪では友
ぃ。回会社会の生産基盤が著しく停滞的で，その生産経営が，このよう君主近代
的生産技術や科学的生産技術をはねのけるからであり，また従米の勤労青少年
教育が，とのようた点にあまり関心と熱意を示さ左かったからでるるo とのよ
う君主事情をある具体的危地域にそくしてとりあげ，そしてど、のよう友勤労青少
年教育の方策を立てたらよいかを考察するととにしよう。
ととでとりあげる地域は，われわれがそデ/レ ・ケースによる代表調査を行っ
たよ越地方のある村である。との村は農業と漁業をもってその主?とる生業とし
ている村であるが， ζこの勤労青少年を対象rc.， r現在の職業についた盟麟」
を調べたととる，次のよう君主結果があらわれた。すなわち，現在の職業につい
た動機は， r家の仕事だから」というのが最も多くて全体35%を占め， ，-家の
人がやれといったからJが20%でこれにつき九 「他に適当友職がなhったか
らJが17%とたっており， ，-収入が多いから」というのは全然なく ， r楽友仕
事だから J，r市遣いが欲しかったからJ君主どは極めて少え泣いo とのような結来
政一体何を意味するものでるろうか。安易主主判断はもとよ bさけなければなら
たいが， ζの村の勤労青少年は， r家の仕事だからJとか， r家の人がやれと
いったからJとか， r他に適当友職がえEかったから」というよう，1'[.，全く他律
的に現在の職業についたものでるって，自律的君主動機と 自発的な意志において
現在の職業を選んだものではたいというととである。このような職業選択の他
律性は， 必然的に勤労青少年の現在の職業意識を規定する。現在の職業に対す
る好感を調査した結果によればJ r続けていとうと思うJが圧倒的に多くて全
体の63%を占めており， r別主主職業にかわりたいと足、う」は 19%となってい
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る。 rそんなととは考えたととが友い」は18%を占めている。 r続けていとう
と思うJが多いととは，さきに述べた「現在ゐ職業Kついた重機」の調査結果
からも充分予想されたととろであるが，問題はとの「続けてい ζ うξ思う」の
内容が果して積極的 ・建設的な意味をるらわすものであるか3 それとも現在の
仕事を続けていくより仕方が友いのだという，消極的注意識を示すものでるる
かという点にある。われわれが行った商接調査の結果によればs 後者の消極的
た意識の方が強かったのである。彼らは自己の現在と将来について3 すべてる
きらめきてヨて， r誰かがどうにかしてくれるだろうJ とか， rそのうちにど
うにかたるだろう」と考え込んでいるのである。しかも「別な職業にかわりた
いJと考えている19%の背少年の大部分は3 サラリーマンや会社員・底員や女
中，商業や事務的職業を希望している。すたわち，現在の職業についてある種
の劣等感さえいだいているのでるる。
以上のようた，勤労青少年自身の職業意識の低さや不安定さが，新しい生産
技術や生産的科学知識をうけつけ君主い主体的条件をたしているととは明らか
でるろう。けれども，さらに3 との地域の勤労青少年の職業意識の低さと不安
定性を基礎づけ，新しい生産技術や知識の獲得を間んでいる客観的友条件が存
在することを見のがすわけにはいかない。それは，との地域の生産基盤の停滞
性であり p それにまつわる封建性である。 ζれについて詳しく述べる必要はな
いであろうが， との地域の農業経営は極めて零細で，その生産性l'i極めて低
ししかも生産関係に依然としていろいろな封建性がまつわりついているので
るるO 農家は副業によって3 かろうじてモの生計を維持している実情におかれ
ている。一方，漁業についてみても，その経営方式lは極めて保守的で，il魚掛組
織にはいわゆる封建的放網の目がはりめぐらされ，したがって労働の生産性も
極めて低いc とのよう訟ととろに，新しい近代的私生産技術や知識をみちびき
いれるととは，不可能ではないにしても， 極めて困難であるととはいうまでも
?忌v、。
かように，新しい生産技術や知識を勤労苦少年に獲得させようとするには，
ζの地域において僅めて困難た主体的および客観的条件がある。しかし，との
ととは決して新しい生産技術や知識を，勤労青少年に身につけさせるととが不
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司R
可能でるるととを意味するものではたいl-，まして，そのととが不必要である
ととを意味するものでは怒ぃ。むしろ逆I'C，かかる劣悪友主体的沿よび客観的
ゑ条件下l'Cilうるから ζそ，新しい生産技術や知識の導入が一周霊要私意味をお
びてくるものと考えざるをえたい。
それ怒らば，新しい生産技術や知識を導き入れてくる「きっかけJは，一体
どとにあるのであるうか。われわれの考えるととろでは，それは勤労青少年た
ち自身が，真実に求めている知識や技術をさぐり，それをみたしてやる ζとに
あると思う。それが勤労少年教育の最も主要友核心をたすのであると考える。
しかも，そのような 「きっかけ」の芽はp すでに育少年自体の内商陀すでに存
盗しているものと考えるのでるる。
との地域の勤労背‘少年についてみても，ささほど職業意識が低ししかも不
安定であるといったが，しかし，彼らとて現在の仕事に矛屑と悩みを感じ，新
しい生産駒荷や知識の獲得を求めていたいわけでは決してない。彼らも現在の
自分たちの職能生活がよ りよ〈進展するととをねがい，それに必要た知識や技
術を求めているのである。われわれの調査によれば3 農業に従事している脊今
年比 病虫害の見分け方や駆除の仕方 肥料に関する知識や配合の仕方長去
に関する知識や撒布の仕方・気象観測の方法や気裁に関する知識 ・農機具に関
する知識や修理技術・農業経営そのものについての知識や経営技術・社会情勢
同する姉同交のエチケットれを求めているo また，漁業に従事する青
少年は!海洋に関する知識 ・海図に関する知需要・海流に閲する知識 ・電気に関
する知識や技術・機械に関する知識や修理技術 ・漁掛方法I'C関する知識・社会
の風俗習慣に関する知識水産物に関する知識放どを求めているO とれによー
てみてもわかるように，はたら〈勤空l~f少年の求めている知識や技術は， 決し
て一般教務的君主知識ではたい。自分たちの職業生活に沿いて，じかに役立ちう
るもの3 生きてはたら〈知散や技術を求めているのでるる。
A ととろがp 彼らが主主に求めているかよう主主知識や技術を，組識的に与える機
会が用意されzその工夫が充分1;;..されているといえるであろうかο残念友がら
極めて不定分といわ友ければならえにいのが，現笑ではたかろうか。 ζの村の勤
労青少年教育の内容についてみても，例えば青年学叡で彼らが学習したと報告
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L.ているものは・国語 ・社会・数学・・珠算・英語 ・ペン字・ 家ー庭・歴史・物
理 ・柔道 ・生花 ・料理 ・裁縫えにどのいわゆる中学校の補習のよう主主ものにすぎ
ないのである。もとより，とのようた一般教義的主主知識や技術カ司て必要である
というわけではないが，もっと彼らが真実に求めている自分達の職業生活や地
域の産業としっかり結びついた知識や技術，そして，そとにおける問題の解決
に生きてはたら〈ょうた知識や技術を与えることとそ，勤労青少年教育の眼目
とすべきものでは友かろうか。 一般教義的主主知識や投術もかようた知識や技術
との結びつきにおいてとりるげられてとそ，はじめてそれは意味をもってくる
のではたかろうか。
以上のようた構想にも止や〈教育計画の一例を，勤労青少年教育計画立案の
.資料として，つぎにかかげる。友お，勤労青少年教育の問題については， r青
年教育の課題と構想、←ーモデルケースによる研究報告」新潟県教育庁社会教育
課1955を参照されたい。 ζれには， ζζで「ある村」としてと Pあげたととが
詳しく述べてあり，勤労青少年教育の計国と笑践にとって，非常に参考に怒る
であろう。
学習計 画 の一例
課 題| 問 題 学 習 活 動
L職業意識を高め (1)この地域の職業構成はどうなっ 共同研究く資調料査をを集すめるるているか
るにはs どうし (2)この地按の産業基盤はどうなっ 共同研究く資調査料をを集すめるるたらよいか ているか
(3)に自分あの仕事と生活はどんな関係
るか 個人研究ー→全体討議
体)この地て域どの青な位少資年がと産役業割系を盤占に 共同学習/ぐ¥討議研究発議表おいん め
ているか
2.仕事の生産性を (1)t自ま分どの仕事に希望をもつために 討 議一一体験発表 l 
高めるには，ど
、 ちしたらよいか
(2)自分立の仕事はどんな要素ーから成
務個発表人研し議会究うマIグルー7'学習うしたらよいか ，り っているか
(3)態業研究はどのように行ったら プロジェグ トのもち方一
よL、カゐ 共個問題人同の設定ーグループ学習事案>綜合蹴
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課 題 i
3.生産関係におけ
る封建性をいか
にし℃なくする
iJ当
問 題
(1)生産はどんな仕組みで?刊つれて
いるか
(2)みんなが楽しく働いて7いるか
(3)仕う事に協の力能率しを;li)げるにはどのよ
j(，えばよいか
性)新しい仕事の方法が導入されて
L、るV>
(5)仕事の計画をどのよろにして立
てたらよいか
学習活動の一例
iグループ¥
学 習 活 動
議i 議
話し合いと反省
調査活動
構討成プ議ロジェグト
(綜合討議)問題蝉 l学 習l討議寝室私学 (報告)
問題→ 話し合い一一一一一→ 目的活動 → 問題解決 → 評価
(グループ)問題分折 (分担研究)講義・読書 i実践団)
討 議J. (個人研究)視聴覚 ・資料蒐集 l体活動l
例えぼ，つぎのよろな具体的な展開を考えてみる
課題 3.生産関係における封建性をいかにしでなくするか
問題 (1) 生産はどんな仕組みで行われているか
学習委員会 |学習方法 |学習資源 | 学習内容 開場所轄
。生金強議、て壷過島一て活討首離の長動置脚仕のをに方要現つに状素いつヒ別以コ全体集会 講. 師。 ぃ
共同研究図書 に学校
産業別均蹴別研
究グループ 映画。 - 1 ;11 
す
向上のまとめ 。遊・詩見議資を集事学腕Zき専毎かをす〈阪のらる間研そ究 ) 分担研究喜期日高 の内容農家
Jレグループ 差益協
部ー落プ別調研査活究動グ 学 習産業統計 する 工場
調査結果のまと 1 
め 。表師調詞調査斉の曹藷事怠の突巣項見の作指のの設成処謹定一諦 | 部落~.別ffi'l罰研百究="グb宇Jレ戸 調査活動図書 室察
-講ノ開義田及町v内t全L体4白 むその :》 役学 場防1
警まとめ 報告 虚業統計。 発その詰
調査結果 。F4不りK陥す備るな揺臨左路をこ中心に討
3 
グループ資料 公民館
評価と次への発研 究講 師。 をはっき [5 
展 図書 o ろを裕つ学校|
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，ぞ
学習委員会|学習方法|学習資源| 学習内容 |学習場所属望
1 てもらうー講師
ト
d 綜同A 討議I統講計資半師導 。研・講究パ結師ネ果ルの討指の導綜議合，助言I学 校
議 師 1
0生明産ら様か式にすの問る題点をj学 校
lま-をめ | 葉国町寄I~荷量灘説|役場 }l
六・穴式対議 記ー入I学校
る式 | 
(2)成人教育
勤労青少年教育についての問題は，:1:::だまだ重要た与とが幾つかあるが，そ
れらは，さきにあげた「青年教育の課題と構想」を参照していただ〈と乏にし
て，紙数の関係上さきを急がなければならたい。
さて， . 新しい科学的知識 ・ 技術を身につけ， つねに今までの~þ方を反省
し，よりよいものをうみ出す態度で仕事にあたる」というねらいを，成人教育
においてぎのように実現していくであろうか。正直のととろ，との問題にとた
えるととは容易では友ぃ。それ捻，単に成人に陶冶性が欠けているということ
だけではなし 現に成人がその担い手とたっている回舎社会の生産基盤と生産
構造が，前近代的な婆のままに停滞しているからであり，ま?と，成人を対象と
する教育を組織的意図的に計画し3 実践していくととが極めて至難た道である
からである。けれど:も，それは決して不可能を意味するものではたい。
農民や漁民の保守主義 ・個人主義 ・事大主義 ・事たかれ主義・閉鎖主義 ・排
他主義 ・宿命主義 ・非科学性 ・経験主義 ・視野の狭さ ・鈍重さ等k は，.農漁民
の意識を論守るものは誰でも列挙するところであり，また，われわれの調査研
貨を透じて経験的に?としかめ得たととろでるる。いうまで友しとのよう友意
識が，新しい生産技術や知識の導入を妨げている芹体的た要悶であるのそし
て，モれらの意識の基因するととろは，経済的貧困と生産関係や人間関係にま
つわる封建的放束縛，伝統的及。死1;..ねように生きぬようにグの封建的主主搾取
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と，はげしい労働におしつぶされた生活でるる。朝早くから夕方おそくまで3
はげしい労働をしたければ，家族がくらしていけたいのが本来の農民の実状で
あり，また漁民の実状でもるる。とのような全体的連関の中で，われわれは農
民や漁民の意識を理解し放いと，彼らをただ侮辱するにとどまり，真の問題解
決をあやまるととに忽るのではたかろうか。そしてま?と，とのような全体的連
闘の中で具体的全体として農実や漁民を理解すればするほど， 実の問題解決は
ほんとうに力強い成人教育と，てムろい意味の政治的僻決との一体化にまたねば
怒ら主主いととが理解されてくるのである。政治的解決のととは一応論外とし
て2 それ怒らばs 成人教育は如何なるものをその課題とするのでるるか。いう
までも君主く，それはさきに述べ?とょう放農民や漁民の意識を，いわゆる「前
向き」にしてい〈ととにある。たかんやし新しい生産技術や知識の導入にと
"Dて「前向きJにすることを真にせまられているもの怯，彼らのいわゆる勤労
主義と宿命主義のこつであるとわれわれは脅える。
「百姓や漁師lま馬鹿でもできるJ， r宵姓や漁師にたるには学問なといらな
いJ， r百挽や漁師にはす;(が第ーだJ， rあの人はすコくがあるからえらいJ， 
「百姓や漁師はただ黙々と働きさえすれば〈える」というような意識や，婦人
やて子供をと労働力として価値守、け，嬢に行〈場合も 1-乎間Jとして片やけられる
というよう方、 ζと， とれは農民や漁民が生産に全力を集中したいという彼らの
正当主主要求から出ているもの，彼らの勤労をmんやる本来の意識から同ている
ものとわれわれは解したい。けれども，・またそれは， r身体だけをはる勤労主
義」とたって， 新しい生産技術や知識の導入を阻み，農業生gや漁業生産の発
展を妨げて，農漁村のいわゆる封建遺制の残存乞許している一つの要因ξ念。
ているととも，事実としてわれわれは認めざるをえ友いのである。もし，農村
や漁村に新しい生産技術や知識を導入せんとするたらぱ，まやとのようえに勤労
意識をときほぐしてL円かなければたらたいであろう。それはもとより困難た道
であり，また大変主主忍耐と時間と努力のいるととではある。
それ友らft，とのような意識をときほぐす「きっかけ」除，ー休どとに求め
たらよいであろうか。われわれの考えるととろでは，それは・後で述ぺる農業技
術や漁業技術についての農民や漁民の積極的方:意識の中にとを見出すべきもの
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であり，また何といっても若v'世代の創造性に期待しうるのである。最近，自
動耕転機えにどの機械力の導入が進んでいると ζろで、は，農業労働の指導権が年
寄り砂ら青年の手に移行し，いわゆる勤労主義の観念はしだいに崩れさってい
く傾向をわれわれは発見するο もし，若い世代の人々の科学的放知性と社会的
共同によって，かかる傾向が強力に押し進められてい〈主主らば， I身体をはる
勤労主義J も，しだいにときほぐれ， rカンと経験Kたよって科学的た技術や
知識の導入に消極的た低v、生産方式」も，しだいに改善されてい〈であろう。
それにしても，現在主として「家」を中心とする家内労働3 スキ ・クワの手
労働に依存する農業生産は，自然に依存する ζとが極めて大きく ，そのため農
民の意識には， I自然は人聞の力ではどうにもたらたいJ， I自然にはさから
えたいJ， r自然はうごかたいJというようた，客観主義乃至自然主義の傾向
が強いととを否定するわけにはいかたい。農民や漁民の話題の中心は3 どとで
も作柄や漁獲についてのものであるが，そとにわれわれはいつも自然の力1:.対
する宿命的たbきらめの意識を見出すのである。そして，との自然のカ!1::.対す
る宿命的主t~うきらめの意識は3 封建的な社会関係や，人間関係にまで拡大され
て， r長いものにはまかれろJ， Iさわらぬ神にたたりなしJ， Iよらば大樹
のかげ」というようた社会的文化的なあきらめの意識にまで棋をはっているも・
のと理解されるのでるる。かようえ工作用を現実にもっている自然の力に対する
宿命主義とそ，農民や漁民の意識を「前向きJにして，新しい生産技術や知識
を導入せんとするとき，われわれの着目すべき第二のポイントにほかならた
いo生産面での宿命観をうちゃぶるととは，非常に大き君主意味をもつものと考
える。
それ君主らば， ζのよう友宿命主義をうちゃぶる「きっかけ」は，どとに求め
たらよいであろうか。それは勤労主義の克膿のととろでも述べたように，何と
いっても若い世代の人々の科学的友生産活動の実践そのものに求められるであ
ろう。とれらの人々が言葉、では放し実践と実績とをもって，大人たちの前K
宿命主義を克服してみせるととが，何よりも強〈期待されるわけである。それ
は何も大人たちの根強い宿命観を克服する「きっかけ」となるばかりで放し
ぴいてはp それが若い世代の主体性を確立する所以でもある。とのようκ成人
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の宿命主義や勤労主義の克服において，若い世代の科学的生産方式の実践と，
その力に期待するところ実に大きいのでるるが，しかしわれ『われは，すべてを
青年たちのカに期待して，成人そのものに乎をつけるととができないのでbろ
うか。成人の意識そのもののうちに，かような意識を転換せ、しめるものが果し
て存在したいのであろうか。決してそうではない。
天候や土地主主どの大きた自然カに対しては腐命観が強<，依存的危気持のつ
よい農民も作物との関係においては，実に立派友積極的 ・人間的友意識をもっ
ているととを，われわれは見逃がすととはでき怒いのである。農業技術を通し
て接する農民の意識にはp 深〈学ぶべきすぐれた要素が突に多いと考られるの
でるる。ます=第ーに，自然のふととろで自然と取り組んで生産している農民の
意識にはp かぎらない素朴さ ・卒直さ ・現実に対する受容力，モして自然に対
する信頼があるo第二!'L，自然に対する観察の深さ ・鋭さと感受性の若うるとと
も見逃がすわけにはいか放ぃ。第三I'L.，農民は理論を事実と経験につねに照し
合わせ友がら考えるので，事実にるった理論， Iふにおちる」理論なら，すぐ
受け入れるというととも忘れてはいけないであろう。第四tc，農民の意識が生
産商でつねに実践的な婆勢~~うるとと。そして3 たとえはじめてのととでるつ
.ても，思い切って実行する大胆さと，着実さとを心の底にもっている ζとを疑
うわけにはゆかたいのである。同じよう放ととは漁民につい‘てもいえるで遣うろ
う。農民や漁民のかかる積極的た意識の側面をますます助長発展しせめてい〈
とととそ，誤れる勤労主義や宿命を克服する土台をきや〈ものであり，そして
そのととが新しい生産技術や知識を積極的にとりいれる道へと通やるもの止考
えるのでるる。
以上， I新しい科学的知識・技術を身につけ，つねに今までのあり方を反省
し，よりよいものをうみ出す態度で仕事にあたる」というねらいを，成人教育
の分野で如何に実現するかというととについての構想を極〈大雑把に述べた。
とのよう友構想にもとやいて3 それとそ 3あらゆる場で3あらゆる機会に3 あら
ゆる方法を用いて具体的に展開し友ければならないわけである。その具体的な
展開は，それぞれの地域の実情K即じてたさるべきで、あるが，根本はあ〈まで
もp 農民や漁民の直接的な経験に訴え，実益的主E実践を媒介としたければ友ら
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たいというととであろう。講話や説法や抽象的危理〈つでは，彼らの心をその
根底からゆりうどかすとξはとうてい不可能で通うる。実際的友生産技術の指導
をうけて，それを実地陀?とめしてみるととでるる。そして実際に生産カをあげ
てみせると止でるる。はじめは極〈少数のものでもよい。また実験的試験的た
もの，例えば「試験問」とか， r研究回」 とかいうようたものでもよい。現
実にそれを実施して，農民や漁民の回のまえで，実績をもって示さたければまに
らないのでbる。それからま?と，実際に農業や漁業の方式と技術の進んだ地域
の実態を見聞するという ζとも必要なのでるる。それが不可能主主地域について
は，いわゆる視聴覚的資料を用いて，その視野を広くするというととも必要な
のである。さらに，自分?とちの地域の生産経営や生産労働の実態乞スライドに
おさめてP それを客観的に訟がめてみるというととも必要なのである。さらに
毒た3 婦人会や公民館やその他の施設や機関や団体放どは，単に娯楽本位的友
非生産的ととがらにだけ関心を集めす勺積極的に産業経営や生産技術の問題を
とりあげ，それと真剣に取りくんでみるというととも必要なのであるo とにか
く， 成人教育の方法としては，るくまでも具体的 ・経験的で実践的であるとと
が要請されるわけであるo t:ii:r，婦人教育の問題については， r婦人教育の課
題ξ構想」新潟県教育庁社会教育課1556を参照されたい。とれは，われわれの
仕事と深い関連をもっているものであって，成人教育の具体的な計画や笑践に
とって， 大変参考になると忠、う。
(3) 綜合教育計画の必要
教育はJ 人の一生を通じて行われるものでなければカ:1:，す勺また行われてい
るものである。金生涯が教育の時期であり，教育の対象で君主ければ主主らえEい。
幼児には幼児の教育が3 児童には児童の教育が，青少年には青少年の教育が，
勤労の場所も含めて綜合的に行われ，婦人教育，成人教育と金生涯を通じての
一貫性ある教育計画が，それの時期に応じ，それぞれの特色をともちたがら，し
かも深〈関連しるう綜合的な計画として樹立されたければ友らないものであ
る。そして，かような計画のもとにそれが笑践をおしすすめるために，家庭-
学校・青少年団 ・公民館・婦人会・ PTA・村当局・教育委員会 ・農業関係団
体，その他の団体が互いに理解と協力を深めつつ有機的友連繋のもとに再組織
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イヒされ怠ければ怒ら友いのである。 ζれKよって，はじめて地域全体の綜合
的・包括的拡教育体制が確立されるわけである。
あとがき
今，との研究をまとめ，研資事己要第十一集として県下各教育現場に送る陀あ
たり，昭和27年以来の研気をふりかえって感たきを得放ぃ。教育課題設定のた
めの地域社会調査の研境(紀要第八集)で，その手法の研究をはじめてから1
今日に壬るまでの道は突にジグザクなものでるって，決して平坦た道ではなか
った。との研究に関係し?と所員と指導主事は，絶えや討議を繰り返し1 自らの
しごとに批判を加えたがら進んできたが3 とうした過程を経て理論は発展し，
しごとの内容が深まっていったので， はじめから今まで述べてきたようた筋
書のすべてが整っていたわけでは・放かった。 ζの閣の事情は県教育課程基準案
(仮称〕の作成から重点的綜合教育目標の設定にかわり，さらに「重点的友ね
ら、い」の設定とかわってきた事実，さらにまた教育的社会課題 ・発達課題とい
う用語をその過程において使ったとともある事.笑からも，十分裂するととがで
きるであろう。
ζの研究の当初は，県小中学校教育課程基準案(仮称)の作成でるった。 ζ
乙で問題1'LtJ:.ったととは，基準案とはEういう意味か，それは作成可能かどう
かというととであった。との紀要のはじめにも述べたように，県の立場で県と
いうまとまりに立って，地域教育計画を立案するととは可能であろう。しかし，
それは決して村や町で立案する地域教育計画と同じ線で，fとピモの地域の範
囲を広げたというだけの性格で立案する教育計画ではゑぃ。あくまでも村や町
で立案する際の手引き的君主意味で，その大綱を決定するとか，地域に取り組む
構えを大きく方向づけるとかいう性質のものでるるう。しかも 3 大き〈志向づ
けるといっても，地域の主体性というととを前提としていなければ怒ら放ぃ。
多くの県にみられる教育細案や文部省の学習指導要領の焼き直しのようたもの
は，屋上屋を霊ねる結果を招〈ばかりでたし一歩誤まれば，権力による教育
の統制に怒る。 ζ うしたものをわれわれは作るので、は友ぃ。とするえにらば，基
準案という名称は多くの誤解を生み，J3.つ，われわれの真意を卒直に伝えたい
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結果にたる。 ζのようえE反省が，基準案作成を重点的綜合教育目標設定に変更
させた。ととろが，重点的結合教育目標についても，いろいろの批判がなさ
れた。われわれは「学校主主どが額に入れて教室や運動場1:.飾る目標でゑい」と
自覚しつ与も，や Lともするとその用語の魔術にぴっかかるととがある。国
の目標一県の民標ーむらの目標一学校教育・社会教育の目標という直練的左系
列が頭に浮ぶ。しかし，われわれの目標は υ構えとしての目標。とも表現して
いるように，地域の教育に取り組み教雪者の基本的態度に通やるもので，国?
目標を主体的に受け止める地域的視点ともいうべきもので友いか。重点的綜合
教育目標という用語はp 学校などで常識的陀使われている教育目標と同様院解
される危険がある。そうだとすれば，われわれの真意ではたい。この点が確認
されて，再び用語上の変更が加えられたのである。われわれのいう 「重点的
救ねらい」は3 課題的た意味をもっているのでるって，学習指導要領に示され
てある一般教育目標とはちがった質でとらえた目標だといってもよかろう。そ
れは各学校や社会教育の現場でいう目標の以前のものでるる。乙の批判はp 重
点的綜合教育目標e.いうととばを使い出した当初から多少はあったが，特に用
語変更のきっかけと怒ったのは，現場の声をき〈第一次案の検討会を研究所で
もった直後からでib.T，とれには教育現場の卒直の批判があづかつて大いに力
があったのである。
その他ジグザクの過程はいろいろあったが，いちいち述べる紙数の余裕がえE
いので省略させてもらうが3 関係者は絶え十，とうした反省主検討を経て，数
年の日数を経たのだというととを申し上げたい。
もちろん，ζのととは，われわれが会く杜撰な計画で2 とのしごとをはじめ
たというととを言っているのではたい。
われわれが最初に立てた基本的立場や，しごとの構造及びその内容の基本的
君主ものには変更はない。われわれが主として検討を重ね，苦しんだのは，すぢ
が通っていて3 しかもわかり易い手順であるためには，どうしたらよいか，ま
?と用語上の表現で，教育現場を混乱に陥し入れないで，しかもわれわれのねら
っているととろが素直に理解してもらうにはどう表現したらよいか，基本構造
の図式はどうしたらわれわれの真意を卒直に表現することができるだろう等の
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問題で，絶え歩教育現場が利用するという立場から検討し，教育現場の誤解と
混乱を防@-.，かっその利用に当って，われわれの真意を正しく理解してもらう
ととにつとめたのである。との間県教育専門委員であった海後宗臣先生をはじ
め，いくたの先生方の門をた与を，指導を受けたととも一再でゑかったし，全
国教育研究所連盟の大会で二度まで中開発表をして，広〈各方商の批判をきい
た。また，県内の教育現場に対してもこ固にわたって発表して，われわれの意
図を明らかにし，現場の声をきいたのであった。
とのような過程を経てできるがった「霊点的たねらい」とその設定の手法で
はあるが，まだ十全なものでるるとは決して考えていたい。われわれの基本的
立場に立って，われわれの手法でやれば，とのように放るというととで，まだ
いろいろ未解決の問題を含んでいる。また，文掌表現においても，できるだけ
わかり易〈と考えたととは前述のとおりであるが，紙数の関係もあったり表現
技術の拙さから，まだまだ難解君主表現個所が多いと思う。との点，今後の研究
でさらにとれらの問題を究明していきたいし，教育現場の思い切った批判も受
けたいと思っている。
ζの「重点的たねらい」は，今までもたびたび述ぺてきたように，教育の現
場カ覗包域の教育に取り組む主体的た構えを打ちたてるための手引きであり参考
でるる。とれをそのま L鵜呑みにして使われるととを，われわれは決して願っ
てい主にい。教育の現場がわれわれの打ち出した手法で地域の実態を把握し，自
らの属する地域社会の正しい実態K立って， r韮点1;.ねらい」を検討して頂け
れば幸甚である。たおまた，とれがきっかけに放って，教育の現場が地成教育
に取り組む構えを確立していき，正しく地域の実状に即した主体的た教育計画
の立案に竿頭一歩を進めるととができるならば，われわれの意閣は十分違せら
れたものと考えて疑わえEい。
教育は人格の人格に対ナる交渉で遣うり，人聞としての教義を身につけ，考え
るカを葵ぃ，そして究揮において人間に生きてい〈力をもたらせるものだとい
われよう。人々が自分の生前の舞台を十分見つめ，そζにおける関係的たあり
方を十分考えて，早分事手して~の人k も共点に幸福に生きていけよるうに生
活を切り聞いていくととができるようにたれば，民主的 e平和的充足文化人と文
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化社会はきっと創造され建設されてい〈 ξ信じて疑わ主主いものである。主体的
友地域教育計画は，とのためにこそ挺身しなければならないものであろう。
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